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2017年7～9月カリキュラム（第66号）
─救済史に基づく一年サイクルカリキュラム─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

7月2日
バベルの塔 創世記11：1－9 コリントー10：31

自らを神とする人の罪の悲惨と、それをさばき、人の罪を抑制される神を知ろう

7月9日
アブラハムの召命 創世記12：1－9 創世記12：4a

神の選びと召しに従ったアブラハム。神に召されて歩む幸いを知ろう

7月16日
アブラハムの約束 創世記15：1－21 ヨハネ3：16

神の約束を信頼して生きたアブラハム。約束に基づいて生きる生き方を知ろう

7月23日
イサクの誕生 創世記21：1－8 ローマ9：8

神の約束と憐れみの中でイサク（笑い）が与えられた。神の祝福を知ろう

7月30日
イサクを献げる 創世記22：1－19 ヘブライ12：5,6

アブラハムの信仰の姿を学び、備えておられる神の恵みを知ろう

8月6日
ヤコブとエサウ 創世記27：1－40 ヘブライ12：14

人の企みを超えて神がみわざを成し遂げておられる。神をほめたたえよう

8月13日
売られたヨセフ 創世記37：1－36 コリント二1：20

ヨセフ物語をとおして、神の歴史支配を確信する信仰、摂理の信仰に立とう

8月20日
総理大臣になったヨセフ 創世記41：1－44 創世記39：2

苦難の中でも主が共にいてくださる。主が共にいてくださる幸いを知ろう

8月27日
摂理の主の勝利 創世記50：15－21 創世記50：20

人の悪を善へと造りかえる主のみわざを学び、摂理の主を信じる信仰を養おう

9月3日
モーセの誕生

出エジプト
1：22－2：10

ローマ8：28

主なる神の不思議な導きをとおして、歴史を支配しておられる主を仰ごう

9月10日
モーセの召命

出エジプト
3：1－22

マラキ3：6a

契約に真実である神が救いの土台である。わたしたちも真実に神に応えよう

9月17日
十の災いと過ぎ越し

出エジプト
7：8－24

出エジプト7：5

十の災いのみわざをとおして、ご自身の民を贖い出す神をおそれ、あがめよう

9月24日
葦の海を渡る 出エジプト14章 出エジプト14：14

神ご自身がたたかって、勝利された。神の大きなみわざをほめたたえよう
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　私は昨年10月の定期大会で大会教育委員に

任命され、この教案誌の編集部にも加わること

になりました。そして原稿依頼・受け取りを担

当する、いわば「編集部と執筆者との橋渡し役」

を務めることになりました。よろしくお願いい

たします。

　日本キリスト改革派教会は自らの教会史を

「途上にある教会」と題して編纂しました。そ

して昨年出た続編にも「途上にある教会2」と

付けました。「日本キリスト改革派教会は途上

にある教会」との自己認識が定着しつつあると

受け止めています。この途上にある教会が行な

う教案誌の事業もまた途上にあり、完成を目指

しつつ試行錯誤しています。中部中会教育委員

会のもと「日曜学校教案誌」と銘打っていた最

初の頃から比べるなら、様々な変化が生じてい

ます。「こどもカテキズム」から「子どもと親

のカテキズム」への刷新という形で結実したも

のもあれば、中断や頓挫を余儀なくされている

ものもあります。昨年は編集主担当がダウンし

た際のリカバリーに手間取り、発行遅延を生じ

てご迷惑をおかけしました。再発防止に向けた

体制の改善も課題となっています。

　そうした道半ばの教案誌事業について協議す

る中で、教案誌の新たな活用方法とも言えるこ

とがおぼろげなから浮かびつつあるのでは、と

いう個人的な思いがあります。定期的に刊行し

ているこの教案誌に（子ども向けにとどまらず

成人信徒向けも含め）教育的なテーマの文章を

連載して少しずつ書きため、まとめていく、と

いうものです。大会教育委員会は、大会執事活

動委員会の「コイノニア」、大会宣教と社会問

題に関する委員会の「宣教と社会ニュース」な

どに相当する定期刊行物を出してこなかったか

と思います。なので定期刊行物に教育委員会が

手がけるものの途中経過を載せることもありま

せんでした（定期大会の委員会報告に途中経過

をお示しすることはあったかと思いますが、信

徒の皆様にはわかりにくかったかもしれませ

ん）。ですから「信徒の手引き　改定版」につ

いても、「リジョイス」誌（大会教育機関誌委

員会発行）の概要紹介の連載で初めて知られた

という方も少なくなかったのではないでしょう

か。

　人間は全能の神ではなく、一足飛びに完成形

に到達することはできません。ゆっくりでは

あっても一歩一歩を着実に刻み、読者の皆様の

反応もいただきつつ、完成形にまで磨き上げて

ゆくということを、この教案誌を舞台に展開し

てゆければ、と考えています。教会学校教案誌

のため、更なるご支援、ご加祷をよろしくお願

い申し上げます。

まえがき

途上にある教会の、途上にある教案誌
吉田　崇（坂出飯山教会）
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巻頭説教

来て、見なさい（ヨハネによる福音書1章43～49節）

小澤寿輔（高知教会牧師）

はじめに

　教会学校は、信仰の教育を目的とする働きで

あり、活動としては、礼拝、教育、交わり、献

金、祈り、奉仕などがあります。契約の子たち

の教育の場として教会学校が重要な役割を果た

していることはもちろんですが、未信者家庭の

子どもたちに福音を伝える上でも、教会学校の

活動には大きな意味があることは、言うまでも

ありません。そこで鍵となるのは、いかにして

世の価値観の中で育ち、聖書の知識を持たない

未信者家庭の子どもたちを教会学校に結び付け

るか、という伝道的要素であると思います。色々

な考え方があるのだろうと思いますが、今回は、

ヨハネによる福音書1章43節から51節に聴き、

フィリポの伝道と、そこに働く主イエスの御業

について、ご一緒に学びたいと思います。

1. 決め手は主イエスの召し（43節）

　まず、何と言っても決め手は主イエス・キリ

ストの召しにある、ということです。43節には、

「その翌日、イエスは、ガリラヤへ行こうとし

たときに、フィリポに出会って、『わたしに従

いなさい』と言われた」とあります。フィリポ

がどのようにして主イエスと出会ったのか、詳

しくは記されていません。村の友達から誘われ

たのか、たまたま出会ったのかは分かりません。

けれども、フィリポがキリストの弟子になった

決め手は、主イエスが「わたしに従いなさい」

という言葉によって召されたことにありまし

た。主イエスは、同じヨハネによる福音書の後

の方で、次のように語られました。「わたしを

お遣わしになった父が引き寄せてくださらなけ

れば、だれもわたしのもとへ来ることはできな

い。わたしはその人を終わりの日に復活させる」

（6:44）。主イエスの弟子になることは、決して

人間的な自分の決断でできることではなく、父

なる神に引き寄せられ、キリストに召されて初

めてできることなのだということが分かりま

す。キリスト者となるその道のりは人によって

様々ですが、すべての人は父なる神が「寄せて

くださらなければ」、また、主イエスが「わた

しに従いなさい」と召してくださらなければ、

主イエスの弟子になることはできないのです。

私たちは、教会学校という具体的な働きの中で、

様々な奉仕を委ねられています。物理的に何を

どうするか、という教師間の話し合いや手を動

かす奉仕は大切ですが、何よりもまず、主イエ

スの主権を認め、主イエスに招かれて集められ

る子どもたち一人一人のために心を尽くして祈

ることから始めたいと思います。

2. フィリポの伝道（45～46節）

　次に、フィリポの伝道の仕方について見てい

きたいと思います。

　第一に、教会に誘う人を祈り求め、その示さ

れた相手に主イエスを紹介するという姿勢が大

事です。45節に、「フィリポはナタナエルに出

会って言った。『わたしたちは、モーセが律法

に記し、預言者たちも書いている方に出会った。

それはナザレの人で、ヨセフの子イエスだ』」

とあります。フィリポは、主イエスに直接招か

れ、そして従いました。それからどのくらいの

日数がたったのか分かりませんが、彼は、主イ

エスの話を聞いているうちに主イエスが救い主

（メシア）であることに気づいたのです。この

方こそ、「モーセが律法に記し、預言者たちも

書いている方」であると悟ったのです。「自分

はたまたまこの方に声をかけられてお従いして
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いるけど、これはなんと素晴らしい恵みなのだ

ろう！」彼はそのように感激したことでしょう。

次に彼はナタナエルのことを思い出したので

しょう。45節には、「フィリポはナタナエルに

出会って言った」とありますが、この「出会って」

という言葉は「たまたま出会って」という意味

ではありません。「探して見つけ出して」とい

う意味です。ですから、フィリポは、道を歩い

ていたらたまたまナタナエルに出会ったので彼

に話しかけたのではなくて、「ナタナエルにこ

のことを伝えたい、ナタナエルに主イエスを

知ってもらいたい、ナタナエルこそ主イエスに

会うべきだ」という使命と情熱を持って彼を探

したのでしょう。そして、やっと見つけて彼に

言います。「わたしたちは、モーセが律法に記し、

預言者たちも書いている方に出会った。それは

ナザレの人で、ヨセフの子イエスだ。」「モーセ

と預言者」とか「律法と預言者」とは、ユダヤ

人が旧約聖書を呼ぶときに使った表現です。で

すから、フィリポがここでナタナエルに言った

ことは、「わたしたちは、旧約聖書全体に書か

れている主人公、来られるべきメシア、イスラ

エルの民がずっと待ち望んでいた救い主に会っ

たのだよ。それはナザレの人で、ヨセフの子イ

エスなのだよ」、ということになります。

　ここに、一つの大切なことが示されていま

す。確かに人がキリスト者となる道は千差万別

です。どのようにしてキリスト者となったのか

の「証」を聞くと、その経緯は人それぞれです。

しかし、聖書全体の言っていることは、イエス・

キリストこそが約束された救い主であるという

こと、そしてすべて信仰に入った人は、どの人

の場合においてもイエス・キリストを通って信

仰に入るということです。この聖書の知識にお

いては、千差万別であっては良くないのです。

フィリポは、旧約聖書全体が指してきたその方

を「出会った」と言って感激しています。今日

の信仰者である私たちも、この方の人格を、聖

書を通して知ったのです。そして、私たちの周

囲の人たちも、その方を知ることが必要なので

す。

　第二に、神学論争するのではなく、「来て、

見なさい」と教会に誘う姿勢が大切です。45

節のフィリポの言葉に対してナタナエルは、「ナ

ザレから何か良いものが出るだろうか」（46節）

と反論しました。それは、偏見のある言い方で

すが、私たちが伝道する際にもよく見られる反

応です。そこでフィリポは、議論好きで否定的

なナタナエルに対して、討論を始めたかといい

ますと、そうではありませんでした。彼は、た

だ「来て、見なさい」と言ったのです。これこ

そ、最上の伝道法ではないでしょうか。

　聖書は、イエス・キリストという一人の偉大

な「人格」を指しています。「人格」の問題に

関しては、もう「見て」もらうしかありません。

例えば、誰かにお見合いの相手を紹介する際に、

その相手の学歴や職歴や性格などをいくら口で

説明しても、十分には分かってはもらえません。

これは、実際に会ってもらうしかないのです。

もしそれが哲学や科学の内容であれば、議論し

て伝えることができますし、上手く説明すれば

相手に納得してもらうこともできるでしょう。

しかし、「人柄」とか「人格」というものは、会っ

てみなければどうにもならないのです。

　私たちの周りには、聖書のお話を少しは聞い

たことがあっても、「そこから何か良いものが

出るだろうか」という偏見を持った人がいます。

あるいは、食わず嫌いの人が沢山います。「う

ちは仏教（神道）なので間に合っています」と

か、「まだ何も困っていないから結構です」と

か、様々な理由でイエス・キリストに興味を持

たない人が大勢います。食わず嫌いの人を直す

には、それを食べてもらうしかありません。同

様に、イエス・キリストを知ってもらうために

も、議論してくる人に議論で応えることは得策

ではありません。ただ、「来て、見なさい」と

言うのが一番良いのだろうと思います。

　ナタナエルは、フィリポの言葉を聞いて反論
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しました。主イエスのことを伝えたフィリポに

も、それを聞いたナタナエルにも、当時、どち

らにも知識に欠けがありました。主イエスは、

育ちはナザレですが、ダビデの町ベツレヘムで

生まれたダビデの子でもあられます。そうした

主イエスの大切な素性についての知識を、フィ

リポはまだ持っていませんでした。彼は主イエ

スに会ったばかりですから、知らなくても無理

はありません。こういう知識の不足がありまし

たので、彼はナタナエルと議論をすることをせ

ず、ただ「来て、見なさい」としか言えなかっ

たのかもしれません。しかし、この姿勢は、今

日の私たち教会員にも適用できるのではないで

しょうか。礼拝は、心を静めて祈り、喜びのう

ちに讃美歌を歌い、厳かさの中で聖書の言葉と

説教を聞き、心にいのちと豊かな恵みを受ける

祝福の時間です。また、教会学校ではすべての

子どもたちを神が造られた大切な一人ひとりと

して受け入れ、愛し、神の素晴らしい愛を伝え

ることを願いつつ、楽しく子どもの礼拝を捧げ

ます。そして、御言葉の語られる礼拝を通して、

集まる人たちの愛の交わりを通して、人はキリ

ストのご人格に触れ、キリストに出会います。

偏見を打ち破るには、そのような証拠を見せる

のが一番です。中には、「聖書の教えのあらゆ

ることを神学的に説明できなければならない」

という方もあるでしょう。それも大事です。し

かし、そういう神学的な議論によって未信者を

論破できたとしても、そこから信頼関係は生ま

れませんし、教会に足を運んでみようという興

味も湧きません。ですから、複雑な神学論争は

せず、「教会にいらして、一度イエスに会って

みませんか。そうすれば分かります」とそのよ

うに言って、まずは教会に来てもらうことが伝

道の第一歩なのではないでしょうか。

　けれども、主イエスのことを誰かに紹介する

ときには勇気が必要です。辱めを受けることも

あります。相手がどのような反応をするのかを

考えると、緊張もしますし不安にもなります。

そうすると、相手が怖くなり大胆に語ることが

できなくなってしまいます。フィリポのように

友を誘えるようになるためには、まず、自分自

身が主イエスのもとに来て、自分自身が主イエ

スと出会って、自分自身が主イエスの素晴らし

さを味わって、その素晴らしさがその人の中に

生き生きと溢れていなければなりません。それ

がなければ、食わず嫌いの人に「来て、見なさ

い」、「とにかく素晴らしいのだから」と言って

も分かってもらえないのではないでしょうか。

私たち自身が、「来て、見て、本当に素晴らしかっ

た」という感激を持っている場合に限り、他人

を説得し、来て見させることができるのです。

「わたしたちは、モーセが律法に記し、預言者

たちも書いている方に出会った」（45節）と言っ

ているフィリポの感激と喜びの中に、説得力が

あったのではないかと思います。

3. 主イエスご自身が信仰を与えられる

 （47～49節）

　ところで、主イエスはどのようにして、ナタ

ナエルに信仰を与えられたのでしょうか。47

節には、「イエスは、ナタナエルが御自分の方

へ来るのを見て、彼のことをこう言われた。『見

なさい。まことのイスラエル人だ。この人には

偽りがない』」とあります。ナタナエルは、ま

だ不完全な知識しか持たないフィリポに導かれ

て主イエスのもとに行きました。そのとき、ナ

タナエルがご自身のもとに連れて来られるのを

見て、ナタナエルのことを「まことのイスラエ

ル人だ。この人には偽りがない」と主イエスは

言われました。これは、なんと心温まる素晴ら

しい迎え方ではないでしょうか。当時、ナタナ

エルは、聖書の知識を多くは持っていませんで

したが、主イエスは、そのような不足を取り上

げないで、むしろ良いところを取り上げられま

した。ここに主イエスの懐の大きさを感じます。

　これと同じことが教会学校にも言えるのでは

ないかと思います。未信者家庭からの子どもた
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ちは、礼拝中にじっと静かにしていることがで

きないことがあります。聖書の話はちんぷんか

んぷんです。お祈りの仕方も知りません。教会

の子どもたちなら決してしないような世俗的な

ことを口にしたり行ったりすることもありま

す。そういった聖書の知識がない子どもたち、

教会のしきたりに慣れていなくて秩序を乱しか

ねない子どもたちが来ても、そういうことは問

題にしないで、ありのままを受け入れ、むしろ

その子たちの良いところを見つけて認めること

が、キリストの愛で包むことになるのではない

でしょうか。

　最後に、ナタナエルは、自分が神に知られて

いることを主イエスによって知らされました。

48節、49節「〔48〕ナタナエルが、『どうして

わたしを知っておられるのですか』と言うと、

イエスは答えて、『わたしは、あなたがフィリ

ポから話しかけられる前に、いちじくの木の下

にいるのを見た』と言われた。〔49〕ナタナエ

ルは答えた。『ラビ、あなたは神の子です。あ

なたはイスラエルの王です』」。

　驚きを込めて、「どうしてわたしを知ってお

られるのですか」と聞くナタナエルに、主イエ

スは「わたしは、あなたがフィリポから話しか

けられる前に、いちじくの木の下にいるのを見

た」と言われました。これは、一見、何の変哲

もない言葉のように見えるかもしれませんが、

実に深みのある言葉です。「フィリポがあなた

を呼ぶ前に、誰もあなたの所に来ないときに、

あなたを見下ろしているものがいちじくの木し

かなかったその時に、わたしはあなたを見た」

ということを意味します。ナタナエルはそれを

聞いて、さらに驚いたことでしょう。誰も訪ね

て来ないとき、いちじくの木の下で自分一人だ

と思っていたその私を見て知っておられた方が

いる、というのです。この人間の力をはるかに

越えた神の知恵の前に、ナタナエルはいっぺん

に偏見を取り除かれました。そして、「ラビ、

あなたは神の子です。あなたはイスラエルの王

です」と信仰を告白したのでした。

　私たちがキリストを信じて告白できるのも、

私たちがこのような意味でキリストに知られて

いたということに気づく時ではないでしょう

か。使徒パウロは、「ところで、あなたがたは

かつて、神を知らずに、もともと神でない神々

に奴隷として仕えていました。しかし、今は神

を知っている、いや、むしろ神から知られてい

るのに……」（ガラテヤ4:8,9）と言っています。

私がまだ、まことの神、イエス・キリストの父

なる神を知らないときに、そして誰かが誘って

くれる前から、イエス・キリストが私を見て

知っていてくださっている。この事実を知った

とき、私たちも「ラビ、あなたは神の子です。

あなたはイスラエルの王です」と言い表すこと

ができるのだと思います。

終わりに

　ナタナエルは、フィリポが言う「来て、見な

さい」という勧めに導かれて主イエスの御許に

来ることができました。そして連れて来られた

先で、主イエスと出会い、主イエスを信じるこ

とができました。

　「来て、見なさい。」

　私たちも、フィリポがしたように、喜びに溢

れる信仰生活の中で、声をかける子どもたちを

求めてまず主に祈り、示される友に、近隣の子

どもたちに教会に来て見ることを勧めてみたい

と思います。そして、主イエスが召してくだ

さる子どもたちが教会学校に集まり、御言葉

によって目が開かれて信仰を告白し、教会の中

で成長していく、そのような御業を体験し、と

もに主の栄光を仰ぎ見る者とされたいと願いま

す。
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日曜学校・教会学校訪問

　神港教会聖書学校の紹介
神港教会聖書学校校長　高島　潤

1. 神港教会の近況と信仰教育体制

　2006年に創立100周年を迎えた神港教会は、

今年「出て行き、祝福の源となれ」（創世記

12：1～3）を年の標語に掲げ、112年目の歩み

を始めました。神港教会の信仰教育（教会教

育）に関する体制は、聖書学校（小学生以下）、

ジュニア礼拝（中・高校生）、成人科、聖書の

学びと交わりの会、諸準備会並びに求道者会か

ら成っています。ここでは聖書学校と一部ジュ

ニア礼拝に付いてご紹介します。

　戦前から日曜学校として続けられてきた子ど

もたちへの教会教育は、戦争のために一時中断

した後、改革派教会への加入時期と相前後して、

田中剛二牧師の時代に名称を聖書学校と変え現

在に至っています。これは敗戦後のいわゆる日

曜（教会）学校運動と区別された、純粋に、正

しく聖書の真理のみを語る場であるべきとの強

い思いからそう呼んできたものです。

　当初は、幼稚科から中学生までが一緒に礼拝

を守り、高校生のみが別に分級の時を持ちその

後大人の礼拝に出席するという形をとっていま

したが、安田吉三郎牧師によってジュニア礼拝

が始められてからは、聖書学校は小学生以下の

子どもが対象となり、中高生をジュニアと呼ぶ

ようになりました。

　色々なところで言われるようになって久しい

少子化に加え、社会全体の宗教に対する不信感、

教会外で提供される塾や習い事、楽しいプログ

ラム等々は教勢を回復させることなく、毎週の

聖書学校の礼拝出席生徒の平均は10数名のま

まですし、ジュニア礼拝に至っては10名を割っ

ているのが現状です。しかしそのような状況の

中でも、神さまは私たちに違う形で恵みを与え

支えて下さっています。聖書学校に該当する年

齢の契約の子は現在全員が漏れることなく聖書

学校につながっていますし、近隣の未信者の家

庭から中心メンバーとして通ってくる子どもた

ちも複数与えられています。また今年のイース

ターには、中学校へ進学する前にクリスチャン

になっておきたいと小学生の間に準備会を始

め、信仰告白をした生徒が与えられました。ジュ

ニアでは、一昨年、聖書学校から育った二人の

生徒が、一人は成人洗礼、一人は信仰告白へと

導かれ本当に大きな喜びに包まれました。さら

に小学校2年生から来始めて、礼拝はともかく

（？）イベント全出席のこの春高校生になった

地域からの生徒がいますし、新学期にミッショ

ンスクールから紹介されて出席した生徒がその

まま根付いているというケースもあり、一つ一

つのことが大きな励ましとなっています。

2. 礼拝、分級と教師会

　聖書学校では、毎主日礼拝を9時15分から30

分間行い、その後分級に分かれます。礼拝のお

話は、第一週を校長、第二週を山中協力牧師、

第三週を岩崎牧師が担当し、第四・五週は他の

全教師がローテーションを組んで順に担当して

います。中部中会の教育委員会が教案誌を発刊

してくださってからは、第1号からこの教案を

用いてカリキュラムを進めています。毎月第三

主日に開かれる聖書学校教師会に、次月度の礼

拝の担当者はお話し準備案を提出し、教師全員

で批評し合い、学びを深め礼拝と分級の準備を

します。教師会では教案の学び、行事の準備と

共に、各クラス報告を通して一人一人の生徒の

状況について話し合い、祈りの課題を共有しま
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す。

　分級は、小学校入学前の未就学児童がＡク

ラス、1年生～3年生までがＢクラス、4年生～

6年生までがＣクラスの3つです。分級では礼

拝のお話をそれぞれの年齢に応じて学びなおし

ます。Ａクラスは現在、幼児と園児が半々くら

いであるため、教師も毎回の出席者のバランス

に苦労しながらお話を出来るだけわかりやすく

し、その後、絵本を読んだり、ぬりえや折り

紙をしたりして楽しい時を過ごしています。第

一主日はクラス毎ではなく、合同分級としてお

誕生日月の子どもをお祝いし、その後みんなで

ゲームをしたり、クイズをしたりして楽しい時

を持ちます。時には上級生がゲームの指導をし

たり、ジュニアのお姉さんお兄さんが来てくれ

たりすることもあります。

　ジュニア礼拝は、9時15分から10時まで行わ

れます。説教は山中協力牧師が中心となり、月

に一度は岩崎牧師が担当しますが、第四主日は

ジュニアの生徒が公同礼拝に合流し、大人と一

緒に礼拝を守っています。また、礼拝とは別に、

諸団体としての中高生会がジュニアの生徒のた

めにあり、こちらでは月に一度昼食を共にしな

がら話し合いの時を持ったり、親睦を図ったり

しています。

　尚、聖書学校からジュニアに進級する生徒に

は、次週からのジュニア礼拝に遅れないよう、

自分で起きて出席できるようにと、毎年聖書学

校から目覚まし時計を贈ることが恒例となって

います。今年は前述の生徒を含め、男女各1名

を送り出しました。

3. 年間行事

　私たちの聖書学校では、近隣の子どもたちへ

の伝道のため、今までに様々なイベントを計画

し実行してきました。イースター、進級式、夏

期学校、クリスマスの間に、ほぼ2カ月に一度

の割合で伝道行事として、おもちつき大会、ハ

イキング、親のための講演会等々をはさんでき

ました。しかし、イベントに集まる子どもたち

も、結局は主日の礼拝にはつながらず、イベン

トへの参加者自体の数そのものが減ってきたこ

とから、最近ではイベントの数を減らし、質を

高めるにはどうすれば良いかと考えています。

　神港教会には、音楽関係の多彩なプロが多

くおられることから、聖書学校では2年に一度	

「親子コンサート」を開催しています。担当し

てくださる方々の献身的なお働きにより、プロ

グラム、企画、親しみやすさ、質ともに最上レ

ベルの子どものためのコンサートとなってお

り、ここには毎回大人・子ども合わせて100名

以上の方が集められます。

　また一方では、教会に集まる子どもの数がな

かなか増えないことに痛みを覚えつつも、私た

ちは子どもへの伝道は聖書学校だけの問題では

なく、教会全体の課題であるとの認識から、ク

リスマスなどの大きな行事の時には、教会員に

協力を訴えます。そのことにより、祈りによっ

て支えてくださるだけではなく、多くの教会員

の方が子どもの集会に参加してくださり、それ

合同分級

親子コンサート
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が恒例になっていましたから、それだけは変え

ずに続けていく予定です。

　聖書学校の行事には、教会ごよみに基づくも

の、伝道のための企画等がありますが、その他

に教会の中の生徒同士のお楽しみ会も行ってい

ます。毎年2月には神戸市立の屋内スケートリ

ンクに出掛けますが、この行事は年々人気が高

まり、今年は子どもたちがそれぞれに友人を

誘ってきたこともあり、全部で30数名が集ま

り、始めて団体料金で入場することが出来まし

た。

4. その他の恵み

　イースターには毎年色々な方法でイースター

エッグを作って主の御復活をお祝いしますが、

それとは別に、大人の礼拝では子どもたちが可

愛いイースターのご挨拶をし、礼拝後にイース

ターエッグを配ります。皆さんとても喜んで受

け取ってくださいます。

　今年は神港教会にパイプオルガンが奉献され

てちょうど15周年を迎えますが、数名の聖書

学校生徒はこの大オルガンを使って奏楽の手ほ

が生徒や教師にとってどれほど大きな力になる

ことかをひしひしと感じています。特にクリス

マスには、毎年子どもたちは一月以上前から準

備を始め、幼子からジュニア、教師までが一緒

になって伝統的な聖誕劇を上演しますが、それ

が上手だったとか、素晴らしかったよとか言う

ことに過ぎず、子どもたちが準備を通してイエ

スさまのご降誕の意味を覚えると共に、教会全

体が、子どもたちと共にクリスマスの祝福の内

に置かれることを実感しています。昨年の聖書

学校のクリスマス感謝礼拝と祝会は113名もの

出席者と共に喜びに与ることが出来ました。

　サマースクール（夏期学校）も悩みの一つで

す。神港教会では、長い間神港教会独自で行う

サマースクールは地域の子どもたちへの伝道の

ため、中会の合同夏期学校は契約の子の信仰教

育のためと位置づけ、住み分けをしてきました。

ところが、ここ数年は子どもたちの夏のスケ

ジュールが忙しくなったこともあり、小学生と

いえどもひと夏に二つの夏期学校に参加するの

が難しくなり、サマースクールへの出席者が極

端に少なくなってきました。一方、教師の側も

学生がいないため土・日以外の限られた期間に

休暇を取って奉仕するのが厳しい状況にあり、

十分な日程が取れなくなっています。そのよう

な訳で、今年からは夏は合同夏期学校に集中し、

聖書学校の行事は冬に変更し、スキーツアー等

を新たに計画する案も出ています。ただ、サマー

スクールの際には、年に一度、公同礼拝を「親

子礼拝」として大人と子どもが一緒に守ること

クリスマス聖誕劇

サマースクール

お楽しみ会（スケート）
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どきを受け、既に聖書学校の礼拝で奏楽の奉仕

をしています。ジュニアに進級すると小礼拝室

の小オルガンを使い定期的な奉仕に加わってく

れることと思いますし、将来のオーガニストと

して信仰的にも技術的にも成長してくれること

を願っています。

　毎年秋（11月3日）に行われていた教会行事

の全員親睦会が、今年は西部中会創立70周年

記念信徒大会のため開けませんので、4月29日

に日程を変更して「春のお楽しみ会」として持

ちます。ジュニアの生徒が作ってくれた素適な

チラシを配り、地域の子どもたちがたくさん教

会に来てくれることを望んでいます。
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はじめに

　去る3月27～28日那加教会において中部中会

中高生春の修養会が行われ、生徒13名、スタッ

フ14名（うち学生会から9名）が参加しました。

昨年の修養会（於すいとぴあ江南）でも、学生

スタッフの参加はありましたが、その時の反省

を踏まえ、今回はほぼ学生スタッフのアイディ

アとリードによるものでした。参加した生徒の

変化（成長）もさることながら、学生スタッフ

の熱意と活気に私も元気をいただこうと期待し

参加しました。

　私は高校1年の時に受洗して今年で信仰生活

40年になりますが、最近当初の伝道の情熱は

どこにいってしまったのかと思う時がありま

す。学生スタッフの活発な奉仕を見ながら、こ

れまでの青少年伝道の色々な思い出が去来しま

した。そのような中、修養会が終わり帰宅して、

たまたま昨年の教案誌を開いたところ、山口翔

兄の「青年の声」（vol.60,p.18）が目に留まり

ました。書かれた内容に大変共感し、僭越なが

ら所感と心に残る思い出を証し、私自身もう一

度日曜学校や青少年伝道の初心に戻れたらと願

います。

信仰の継承

　聖書にテモテの信仰は祖母ロイスと母エウニ

ケを通して宿ったものであると書かれています

（Ⅱテモテ1:15）。修養会に参加した学生スタッ

フも2世代であり、親から信仰を継承した人た

ちです。中には3世代の学生もいるかもしれま

せん。私の場合両親は未信者ですが、祖母が熱

心な信徒でした。祖父は伝道者であったと聞い

ています。幼い頃、両親は共働きをしていたた

め、祖母と二人で過ごす時期がありました。祖

母の膝に抱かれ、聖書の話を聞き、一緒に讃美

し祈った温もり、またいさかいの多かった両親

のために泣きながら祈っていた祖母の姿は忘れ

られません。その大好きだった祖母が高校1年

の9月に昇天し、翌週の日曜日に何のためらい

もなく一人で最寄りの教会に出かけ、信仰生活

は始まりました。ものすごい雷雨の朝でした。

1977年のクリスマスに受洗し、その時の信仰

告白の原稿は今も大切に保管してあります。以

来救いの喜びをとにかく伝えようと、色々な友

人を教会に誘いました。それだけでは物足らず、

高校で聖書研究会をつくり、日曜日礼拝で得た

恵みを、教会に行けない友人と図書館で共有し

ました。手作りの「ひこばえ」という週報を発

行したのも思い出です。ところが喜びも束の間、

伝道に夢中になりすぎたためか学業をおろそか

にしてしまい（反省！）、両親の猛反対に会って、

しばらく教会に行けなくなりました。その時ラ

ジオ放送 FEBC を知り、個人的に礼拝を守るこ

とができました。しかし、この間教会は分裂し、

私も教会を出ることになりました。この悲劇の

ため多くの友人は教会を去り、最初の試練に直

面しました。高校を卒業し、私も友人も故郷（鹿

児島）を離れ、新たな信仰生活が始まりました。

我々学生は毎年帰省した時には、互いに連絡を

取り合い長老の自宅に集まりました。近況を報

告し合い、時には涙を流しながら証し、祈り合

いました。徹夜することもありました。そのお

かげで、信仰は失われず、守られ少しずつ成長

できたのだと思います。思えば苦しくても幸せ

な青年時代でした。山口翔兄は書いています。

「どうか子どもたちの話をどんな時にも真剣に

信仰生活40年を振り返って　　　　　
　　─青少年伝道を中心に─

宮之原　弘（多治見教会長老）



─ 14 ─

聞いてあげてください。子どもたちが来たら喜

んで迎え入れてください」「真剣に祈ってあげ

てください。そうすれば、子どもたちにとって

は教会は安心して自分を出せる居心地の良い場

所となり、まるでもう一つの家のような存在に

なると思います」（前掲、p.18）。私にとって長

老の家はまさに「もう一つの家」でした。長老

夫妻や集まった仲間には何でも話せました。何

でも聞いてもらい、真剣に祈ってもらいました。

そのおかげで信仰を失わず今の自分があるのだ

と思います。これは教会学校にとっても大切な

ことではないでしょうか。

御言葉の恵みと力

　高校卒業後、私は名古屋で生活を始めまし

た。大学でも当時の牧師と協力しながら聖書研

究会をつくり、学生に伝道しました。キャンパ

スクルセードの仲間との交わりも楽しい思い出

です。教会では本格的に日曜学校の教師を始め

ました。分級ではレジュメを作り共に聖書や教

理を学びました。その時の取り組みや工夫が今

の仕事に大いに役立っています。教案誌として

長く使ったのは年に4回刊行される『成長』（CS

成長センター）でした。各分級ごとにわかりや

すくまとめられ、アイディアも豊富でした。当

時は分級に力を入れていたので、活用しやすい

ものでした。その次は月刊『教会学校教案』（教

団・福音主義連合）で、コンパクトにわかりや

すくまとめられていますが、学びを深めるため

には少々物足らない気がしました。いつだった

か忘れましたが、松戸小金原教会で作られた「聖

書のおしえ」（2年サイクル教案Ｂ）を入手し、

活用したことがありました。質問形式の内容で

わかりやすく、コピーをとってそのまま使えそ

うなもので、現在も手元にあります。

　当時は教会に来る子どもたちは多くいまし

た。夏のキャンプは大型バスを借りて出かける

程の人数でした。クリスマスには100人近い子

どもが集まり、近くの公民館を借りて行い、今

ではよき思い出です。

　大学では福祉を学びましたが、その後の進路

を決定づける劇的な出会いがありました。近代

日本を代表する社会事業家であり牧師でもあっ

た留岡幸助との出会いです。たちまち彼に傾倒

し、彼と同様非行少年や囚人の伝道に関心をも

ち、卒業後運よく法務省に入りました。最初に

就職した少年院では当直の夜集会で聖書の話を

しました。中には御言葉に触れた後、自主的に

お祈りする子どももいました。15年間の勤務

でしたが、どんな人間でも罪赦され救われるこ

とを目の当たりに知りました。以下は証です。

毎朝愛読しているリビングライフに投稿掲載さ

れたものですが（2014年5月号）、少々加筆し、

再度掲載することをお許しください。　　　

　今から25年前のことです。当時私は刑務官

をしていました。イースターも近い3月夜、当

直の責任者として死刑囚の舎房を巡回していた

ところ、一つの部屋から明かりが漏れていまし

た。その部屋を覗くと、死刑囚が黙々と絵を描

いていました。実に見事な絵で、しばらく見と

れていましたが、ピンとくるものがあり、つい

に私は彼に話しかけました。「見事な絵だな。

もしかしてヨハネ8章の罪深い女の絵かい？」。

すると彼は驚いて振り向き、「先生はこの絵が

おわかりですか」と堰を切ったように話し始め

ました。その死刑囚は、保険金殺人を犯して死

刑判決を受け、その後弁護士からもらった聖書

を読むうちに神に出会い、悔い改めたことを

証してくれました。彼は言いました。「取返し

のつかない罪を犯す前に、なぜ神様に出会わな

かったのか、悔やまれてならない」と。そして

自分が死ぬことで被害者遺族が赦してくれるな

ら喜んで死んでお詫びしたい、その時まではこ

うして聖画を描きながら謝罪したいと話し、自

ら上告を取り下げ、刑が確定したのです。その

時、彼が描いていた聖画は今も鮮明に私の記憶

に残っています。ヨハネ8章は、姦淫の現場で

捕えられた女が最後に赦される話ですが、彼が
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描いたイエス像は、彼に手を差し伸べ、非常に

優しい眼をしていました。おそらく彼はその絵

を描きながら、女と同じように何度も何度も涙

を流し、悔い改めたにちがいありません。しか

し、もっと驚いたのは、明日にも刑が執行され

るかもしれないのに、死と向き合いながら話す

彼の表情は非常に穏やかで、むしろ輝いていた

ことです。彼との出会いから6年後、たまたま

た見たニュース速報で、彼の死刑が執行された

ことを知りました。ショックでしたが、私には

ルカ福音書に書いてあるイエスが十字架につけ

られた光景が思い浮かびました。二人の犯罪人

がイエスと一緒に十字架につけられ、一人の犯

罪者はイエスを侮辱しましたが、もう一人はイ

エスに信仰告白をします。「あなたの御国にお

いでになるときには、私を思い出してください」

（23:42）と。その死刑囚は、イエスを信じたば

かりの頃、身内の不幸や試練（姉と息子の自殺）

に次々と襲われ、「イエスは自分を救ってくれ

なかった」と取り乱したといいます。しかし、

私が対面した時の彼はたいへん落ち着いていた

のです。救い主を受け入れても、彼が犯した罪

の大きさゆえに、何度も、何度も苦しみながら

悔い改め続け、聖化されていった結果でしょう

か。彼は執行の時、天を見上げ、静かに処刑台

を上っていったにちがいありません。私が在職

中、命により執行者の一人にならなかったこと

に、神様のご配慮とお恵みを感謝せずにおれま

せん。塀の中の閉ざされた世界にも、希望の光

は確かに差し込んでいます。神の御言葉は、人

間の力を超えどんな罪人も赦し、永遠の命を与

える力があることを改めて知りました。だから

どんな子どもたちにも神様は働いてくださり、

救いに導いてくださると信じたいものです。

新たな日曜学校（多治見教会）での奉仕

　2000年3月に法務省を退職し、ミッションス

クールの教員になりました。正直、囚人伝道に

心残りがなかったわけではありませんが、牧師

に祈ってもらい決断しました。若者がかけがえ

のない人生を台無しにする前に、教育と伝道が

いかに大切であるか痛感したからです。そして

結婚を機に現在の多治見教会に転会させていた

だきました。母教会を含め5つ目の教会でした。

多治見教会で執事となり間もなくして、日曜学

校でのお話しの依頼があり、現在の教案誌を学

び準備するようになりました。『カテキズム』

と合わせて、編集されており、教理説教のため

の聖書黙想は内容が深と思います。説教展開例

は完全原稿ですが、これも教えられることが多

く、まずは聖書をしっかりと読み、ノートにま

とめながら、お話しを構成していきます。最近

はパワーポイントも使ったりします。教案誌に

時々「○○論」「○○説」と難しい内容もあり

ますが、それなりに考え悩みながら理解するの

も楽しいものです。大切なことは、繰り返し読

み咀嚼することだと思います。そして必要に応

じて、注解書等で調べ、補足します。私はリビ

ングライフとプラスを活用しています。とにか

く、自分が内容を理解し、心打たれないと伝わ

らないと思います。

　さて、多治見教会の建替えが決まり、日曜

学校の在り方も見直す良き機会になりました。

2015年6月15日から旧会堂の取り壊しのため、

分級を中断し、しばらく合同礼拝だけとなりま

した。その間新しい日曜学校の在り方について

祈り、拡大委員会を設け協議をしました。『子

どもも一緒の礼拝』（鞭木由行著）をテキスト

にして学び、子どもも大人も一緒の礼拝を守り、

礼拝後はそれぞれ分級を持ってはどうかという

案にまとまりかけました。つまり、従来の子ど

もの礼拝は廃止し、合同礼拝にするのです。周

辺の教会でも、そのようにしているところが少

なくないようです。

　新会堂が完成し2016年4月から日曜学校も新

会堂で始まりましたが、急きょ牧師の決断で従

来通りのスタイルで実施することになりまし

た。正直、戸惑いました。新しい案では、子ど



─ 16 ─

もの礼拝のお話しはせず、若手教師（もちろん

私も含め）は分級のみを予定していたためです。

お話しの準備は大変です。でも苦労した分恵み

も大きいものです。やはり日曜学校教師として

大切な奉仕ではないかと思えるようになりまし

た。

　徐々に若い先生たちが慣れていくために、牧

師と日曜学校校長という重責を担うことになっ

た私は毎月担当し、長老には3月に1回お願い

しました。1年間格闘が続きましたが、2017年

3月から牧師の引退に伴い無牧教会となり、日

曜学校のお話しは、全役員と日曜学校教師で担

当することで負担を分かち合い、礼拝後に分級

を持つ形で現在に至っています。

　問題は日曜学校に出席する子どもが少ないこ

とです。教会にはいるのですが。たまにゼロの

時もあります。子どもがいないのに、お話しの

準備の意味はあるのだろうかと、ついつぶやい

てしまいやすいものです。そんな中、2017年2

月中部中会信徒神学講座の講演で吉田隆先生が

こうおっしゃいました。「現代は伝道が不振と

言われるが、教会学校も子どもが少ない。しか

し長い教会の歴史の中では、波がある。何をやっ

てもだめな時こそ本質に迫ることができる。人

が集まらなくても教会らしくなる。今は信じて

忍耐すべき時である」と。心の目の鱗が落ちる

思いでした。日曜学校も礼拝なのだ。相馬伸郎

先生が言われるように、「子ども礼拝式の充実」

（教案誌 No.49,	 p.28-30）が大切なのだ。たと

え子どもがいなくても、教師や出席する人たち

にとっても大切な礼拝なのだ。だからお話しや

奉仕は誠実に行おう。神様は待っておられる。

そのような思いに変わりました。

　最近日曜学校に変化が見られるようになりま

した。一般信徒の中にも日曜学校の礼拝に出る

人がいるのです。お話しが分かりやすいと評判

も耳にするようになりました。日曜学校は子ど

もの礼拝ではありますが、教会学校という枠に

広げれば、大人も参加してもいいし、分級も成

人科（仮称）もあっていいかもしれません。ま

ずは我々教師たちが礼拝にどのような姿勢で臨

むかを神様はみておられると思えてなりませ

ん。

　もう一つ始めたことがあります。日曜学校開

始前の教師祈祷会です。最初は説教者と司会者

でお祈りしていましたが、現在は開始15分前（9

時15分）には教師と説教者が集まり、礼拝の

祝福と子どもを覚えて祈るようにしています。

おわりに

　とりとめのないことをだらだらと書き連ねて

しまいましたが、最後に、最近仕事で特に力を

入れて取り組んでいることがあります。それは

学校で毎日行われる礼拝です。昨年初めて中学

1年生の担任をしました。聖書やキリスト教に

初めて触れる生徒がほとんどです。この子たち

にどう福音を伝えたらいいだろうかと模索し今

も続いています。授業として聖書の時間はある

ので、礼拝のお話しとしてわかりやすく話すこ

とに努力しています。週に10分程度の話を2回

しなければいけません。日曜学校でのお話しと

事情が異なることも徐々にわかってきました。

もっとわかりやすい内容にするために、教案誌

とリビングライフは大いに役立っています。最

近ではバックナンバーを分解し、創世記から黙

示録まで、お話しや解説を分類し、いつでも必

要な時に活用できるようにしています。これか

らも、教案誌を作成される先生方には勢力的に

書き続けていただきたいと願い、その尊いお働

きのためにお祈りしています。
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1. 聖書黙想と聖書深読

　聖書深読というのは聖書を「ふかよみ」する

ことではありません。聖書の御言葉を自分に語

られていることとして、心に深くしみこませる

ように読む、聖書黙想の方法の一つです。聖書

深読を開発されたのは、カトリックのカルメル

修道会の奥村一郎神父です。奥村先生は、カト

リックの信者がプロテスタントの信者に比べて

聖書を身近なものにしていないという問題意識

から、聖書を自分に語られているものとして読

むことができるようにこの方法を考え出された

そうです。

　私が、この深読を教えてもらったのはかれこ

れ二十年近く前のことになります。それ以来、

この方法による黙想に意識的に取り組んでまい

りました。それは、信仰歴の長い信徒の方のこ

ういう一言がきっかけでした。「聖書を面白い

と思って読んだことが無い」。これで良いのだ

ろうか、そう思ったのです。聖書の御言葉はイ

エス様が分けて下さる命のパンだと言われてい

ます。御言葉を面白いと思ったことが無い、と

いうのは、命のパンをおいしいと思ったことが

無いということではないでしょうか。命のパン

は栄養があるからおいしくなくても我慢して口

にする、そんなものではないはずです。せっか

くイエス様が分けて下さる命のパンが味気ない

なんて、なんともったいないことでしょうか。

　かつては、私も、聖書を読んでも分かるわけ

がないので、最初から先生の解説や注解書を読

んで理解するというような読み方でした。し

かし、それは「神様からの御言葉を聴いた」と

いうよりは「聖書の解説を聞いた」ということ

になるのではないかと思いました。聖書の御言

葉というのは、神様が私たち一人一人に対して

語ってくださるものです。それを自分で聴き取

ろうとすることが聖書を黙想するということで

す。しかし、黙想には危険があることも事実で

す。自分の思いを大切にし過ぎて、誤った人間

的な理解に至ってしまうことです。ペトロの手

紙二3章16節にはこのように記されています。

「その手紙には難しく理解しにくい個所があっ

て、無学な人や心の定まらない人は、それを聖

書のほかの部分と同様に曲解し、自分の滅びを

招いています」。「無学な人」というのは「学ぼ

うとしない人」という意味です。その点、私た

ち改革派教会の信徒は、しっかりした改革派神

学がありますから、滅びを招く危険がありませ

ん。その意味では、改革派の信徒だからこそ聖

書黙想をしやすい立場にあるのです。

　何人かが共同で聖書を黙想する手段として、

聖書深読というのは大変メリットがあると思い

ます。段階を追って読み進むことで、老若男女

だれでも信仰歴の長短にもかかわらず、共に黙

想をすることができます。そして、解読という

段階があることで、独りよがりな理解におちい

らずに済みます。何より、深読を終えた後では、

聖書の御言葉が自分のたましいにすとんとまさ

に「腑に落ちた」状態で収まるという大きな恵

みがあるのです。また、仲間と共に黙想するこ

とによって、自分とは違った意見を傾聴する訓

練にもなります。そして、黙想を通して御言葉

についての思いを伝え合うことによって、より

深い「主にある交わり」に近づいていくことが

できるようになると思うのです。

　そして、聖書深読は問題発見型の聖書の学び

です。あらかじめ与えられた質問に答えるので

はなく、自らが問題を見つけ、その解決を求め

て行くのです。最初から設問があって答えを教

聖書深読のこと―黙想・傾聴・分かち合い
伊藤治郎（編集委員、四日市教会）
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えてもらうより問題発見型の学びの方が、時間

はかかりますが、学んだことは自分の身につき

やすいのだと思います。私の知り合いの大学の

先生が、教育というのは生徒の中に「？」を作

らせて、それを「！」に変えてやることだ、と

おっしゃっていました。これはまさに、聖書深

読のやり方そのものです。改革派教会の伝道は

教育的伝道だと言われることがありますが、求

道者と一緒に深読することは、まさに教育的伝

道になると思っています。

2. 聖書深読の実際

　聖書深読を実際に行う手順について簡単にお

話しいたします。聖書信読は、素読、解読、色

読の段階を踏んで行います。深読をするグルー

プの人数は10人以下、5～7人程度が適当です。

もちろん、二人三人でも全く構いません。

2.1 素読──「？」を作り出す段階

・聖書を読む

　聖書の御言葉を読まなければ何も始まりませ

ん。しかし、その前に、まず聖霊の導きを祈り

ましょう。

　時間があれば、一人一人がテキストを紙に書

き写します。しかし、最近は手で字を書くこと

が少なくなっているので、これはかなりの時間

と苦痛を伴う作業になっています。私はあらか

じめテキストを印刷した物を用意するようにし

ています。このプリントは、テキストをなるべ

く大きな字でゆったりと印刷するようにしてい

ます。その方が、黙想しやすいと私は感じてい

ます。聖書のコピーは字が小さすぎてよくあり

ません。以後の黙想は、聖書を閉じてこの紙を

使って行います。

　まず、紙に書いたテキストを見ながら、司会

者がテキストを読むのを聞きます。次に、目を

閉じて司会者がテキストを読むのを聞きます。

最後は、グループの全員で声を合わせてテキス

トを読みます。こうして繰り返しテキストを読

むことで、たましいに御言葉をしみこませてい

きます。この時の朗読は、できだけゆっくりと

行う方が良いでしょう。

・黙想して表現する

　テキストの朗読を終えたら、いよいよ一人一

人の黙想を始めます。この黙想に「素読表」と

いう用紙を使います。素読表は、横にグループ

の人数より一つ以上多くの列を、縦にテキスト

の節数より二つ以上多くの行を、それぞれ持っ

たマスを作ったものです。素読表の一番左の列

の上から二マス目からテキストの節番号を記入

し、二番目の列の一番上のマスに自分の名前を

書いておきます。そして、紙に記されたテキス

トをながめて黙想していきます。そして、思っ

たこと感じたことを記号化して、素読表の該当

する節のマスに記入していきます。記号は○：

その通りだと思う、◎：本当にそう思う、？：

分からない、疑問だ、！：そういうことか、△：

もう少しよく考えたい、×：これはないだろう、

～：うーん、もやもやする、などですが、自分

でオリジナルの記号を作って書き入れてもかま

いません。このプロセスは、自分の中に「？」

を作り出す段階です。本当の「？」だけではな

く、「○」も「△」も「～」も、全部大きな意

味での「？」です。

　この時大事なことは、テキストに集中するこ

とです。聖書の御言葉は文脈の中で読まなけれ

ばいけないと言われますが、それはここでは

ちょっと置いておいて、テキストの文言だけに

集中してください。そして、ここでするのはテ

キストの言葉をどう思うか感じるかを探ること

であって、解釈することではない、ということ

が最も大切です。この段階は、間違っても何で

も良いので、その時感じたこと思ったことを大

切していただきたいのです。自己規制をしては

いけません。聖書に書いてあることだから、す

べて間違いが無いので、全部そのとおりと受け

入れなくてはならない、なんて考えなくても良

いのです。たとえ、イエス様がおっしゃったこ

とであっても、「何でこんなことおっしゃるん
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るようにして、分かち合いを進めて下さい。肯

定的なフォローや発言の要約を入れる「能動的

な聴き方」をすると、発言しやすい雰囲気が生

まれます。ここでも、ああこれは間違った理解

だなとおもっても、司会者は「○○君、それは

ちがうよ、こうだよ」というようなことを言っ

てはいけません。あくまで、「○○君は、ここ

をこういう風に思ったんだね」というような

フォローで進めて下さい。これが傾聴の訓練に

もなります。

　この記号を入れることと、分かち合いの時間

を持つことは、深読の特徴です。こうすると、

参加者みんなが発言の機会を均等に持つことが

できます。何もなしに聖書を読んで「さて、み

なさんどうでしたか」と感想を聞くと、やっぱ

り良くしゃべる人としゃべらない人が出てきて

しまいます。意見や感想が無いわけではないの

に、気後れして口を開けないという人もいます。

しかし、深読では、普段しゃべらない人も自分

が記号を付けたところについてはしゃべらなく

てはいけませんし、また、だれにも邪魔されず

に話すことができます。逆に、しゃべりたくて

仕方ない人も、自分が記号を入れたところしか

発言できません。それは、抑制することの訓練

になります。

2.2 解読──「？」を「！」に変える段階

　素読だけで終わってしまっては「曲解し、自

分の滅びを招く」恐れが十分にあります。その

ため、深読では素読の次に解読というステップ

を踏みます。これは、教会によって受け入れら

れた解釈に耳を傾けて、素読の時に自分の心に

浮かんだ疑問を解明したり、さらに深く考えた

り、思い違いをしていたところを正したり、受

けた感銘をよりしっかりと心に刻みつける、と

いう作業をする段階です。これは牧師先生にお

願いした方が良いでしょう。

　この時に、解読される方は、素読でみんなか

ら出てきたものを意識して解説をしていただけ

ればと思います。それぞれの疑問や思いを汲み

だろう？」「こんな言い方はないだろう」「これっ

て変じゃない？」そう思って良いのです。

　そして、テキストの全部の節に記号を入れる

必要はありません。自分にとって印象的だった

ところだけで構いません。いちばん良くないの

は、聖書に書いてあることだからと、全部に「○」

をふってしまったり、難しいからと全部に「？」

を入れてしまうことです。それは思考停止です。

自分の頭で考え、自分の心で感じましょう。

　そして、最後に、テキストを読んでみて一番

印象に残った、あるいは心に浮かんだ言葉やイ

メージを、一番下のマスに単語で書き入れて下

さい。これを「全」と言います。たとえば「十

字架」でもいいし、「ほんわか」でもいいし、

自由に書いてみて下さい。

・分かち合う

　次に分かち合いに入ります。一人一人順番に

どの節にどんな記号を入れたか、また、全に何

を書いたかを発表して行きます。それぞれ、自

分の手元にある素読表に発表した人の名前と記

号、全を書き入れて行きます。複数のグループ

で深読をするときは、グループごとに大きな模

造紙に共通の素読表を作るのも良いでしょう。

素読表が完成したら、一節ごとにどうしてその

記号を書き入れたかを発表してもらいます。今

までイメージであったものを言語化して参加者

で共有して行く時間です。この時、口を開くの

は司会者と発表者だけにしてください。自分の

発表の番でないところはすべて聴くことに集中

してください。そして、明らかに間違った意見

が出たとしても「それは違うよ」などと口をは

さまないでください。そんなことをしたら、自

由に思いを分かち合うことができなくなってし

まいます。また、だれかの疑問に対して自分が

答えを知っていたとしても、そこでは黙って聴

いていてください。指導して下さる先生がい

らっしゃる場合も、ここでは口をはさまないよ

うにお願いしてください。

　司会者も、みんなの発言を肯定的に受け入れ
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上げながら、それに答えるようにお話ししてい

ただければ、聴く人の心の中に御言葉がしっか

りと根を下ろすことでしょう。素読で私たちの

聖書理解と異なった意見が出てきていた場合

は、ここで正しい理解を解説してください。た

だ、「あんなことを言うのは分かっていないか

らで」などと、その発言をしたこと自体を否定

するような言い方はしないように。発言した人

が素直に聴き取れるように注意してください。

深読の場では、御言葉から心に浮かんだこと、

思ったことをなんでも口にできるような雰囲気

を大切にしてほしいのです。また、解説を聴く

方も、素読の時の感想を意識しながら聴いて下

さい。それも、自分のものだけではなく、分か

ち合ったグループのメンバーの感想も素読表を

見ながら思いだして聴くと、そこでさらに分か

ち合いが深まるでしょう。まずは傾聴すること

と、分かち合い受け入れる心を持って発言する

ことに心がけてほしいと思います。

2.3  色読──「！」をクリアにして定着させる

段階

　素読、解読と来て、御言葉からいろいろなこ

とがそれぞれのたましいに語りかけられてきま

した。この時は、ああそうか、とか、なるほどね、

と感じながらも、それがまだ整理されていない

「生」な状態であると言えます。それを、形に

して表してみようというのが色読の段階です。

絵にすることが多いのですが、かならず絵でな

ければいけない、ということではありません。

絵が苦手でとても描けないという場合には、言

葉にしたって良いのです。詩や短歌などで表せ

るかたもいらっしゃるかもしれません。もっと

も、「絵を描く」と言ったって、ちゃんとした

写生的な絵を描く必要は全くなくて、色を塗り

重ねただけのようなものでも構わないのです。

そして、できたものには、絵でも詩でも、短い

タイトルをつけて、みんなに見せて、どういう

思いでこの作品を作ったのか、なぜそのタイト

ルをつけたのか、というようなことを簡単に説

明してもらいます。このときは、司会者と発表

者だけでなく、グループの他の人たちの発言も

歓迎します。その方が形にされたものを見、説

明を聞いて、どのように思われたかを、自由に

語っていただきたいと思います。ただ、この時

も、議論するのではなく分かち合う思いで発言

をお願いします。

　こうして形にして表現し、それを発表して分

かち合うということは、自分の中でもやもやと

していたものに他の人に伝達可能な一定の形を

与えるということです。それは自分の整理にも

なることですし、なんとなくわかったような気

がしていたものをクリアにして腑に落ちるもの

にするために有効です。また、分かち合うこと

で、自分とは違った視点からの御言葉へのアプ

ローチを知ることもでき、恵みの幅が広がると

いう喜びもあります。大げさに言えば、同じ御

言葉に培われた相互理解です。御言葉に立って

お互いに受け入れることができる、ということ

は、主にある交わりの基礎となるものだろうと

思うのです。

　これだけの説明ではよくわからないかもしれ

ません。もし聖書深読に興味をお持ちになった

方がいらっしゃったら、私までご連絡ください。

ご一緒に御言葉の恵みを分かち合うお手伝いを

させていただきたいと願っています。
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【エフェソの信徒への手紙 1章4～5節】

　「天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、

御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしよ

うと、キリストにおいてお選びになりまし

た。イエス・キリストによって神の子にしよ

うと、御心のままに前もってお定めになった

のです。」

　イエス様を信じる私たちが受ける最も大きな

祝福は、この世界が創造される前に、キリスト

において選ばれたということです。神様は私た

ちを天地創造の前に選ばれました。宇宙が生じ

る前に、私たちが生まれることを決められたの

です。

　神様はなぜ私たちを選ばれたのでしょうか。

それは、私たちを永遠に愛するためであり、神

様の前で、私たちを聖なる者、汚れのない者に

するためです。汚れや傷がある人も、汚れや傷

がまったく無いようになさいます。私たちが新

しいものへと造り変えられるのです。神様の子

どもとされるために、私たちは選ばれました。

【ヨハネによる福音書1章1節】

　「初めに言（ことば）があった。言は神と共

にあった。言は神であった。」

　この神様の言葉は、愛のみ言葉として、私た

ちに語りかけられました。神様の言葉によって、

私たちは生まれました。み言葉のうちに、私た

ちは生きています。神様の言葉に守られて、イ

エス様を信じる私たちは永遠の命に招かれてい

るのです。

　この「初めに言があった」は、「天地創造の

初めに愛があった」と言い換えることができま

す。いくら愛があっても、それを相手に伝えな

ければ、伝わりません。神様は天地万物をお造

りになりました。じゃあ、なぜ造られたのでしょ

うか。それは、神様が愛だからです。神様は、

ご自分の愛を表したいから、私たちを創造され

て、まず天地創造の初めに、私たちに語りかけ

られたのです。

　神様の言葉は、愛です。神様の愛は永遠です。

その神様が、み言葉によって私たちを創造して、

私たちを愛して、天地創造の初めから、私たち

に語りかけておられるのです。

　では、神様はどのようにして、私たちに「神

の愛」をハッキリと表わされたのでしょうか。

神様のみ子イエス・キリストを、私たちに遣わ

してくださることによって、です。聖書で神様

は、私たちへの愛を証明したい時はいつでも、

イエス様の十字架に目を向けられます。

【ヨハネの手紙一 4章9～10節】

　「神は、独り子を世にお遣わしになりました。

その方によって、わたしたちが生きるように

なるためです。ここに、神の愛がわたしたち

の内に示されました。わたしたちが神を愛し

たのではなく、神がわたしたちを愛して、わ

たしたちの罪を償ういけにえとして、御子を

お遣わしになりました。ここに愛がありま

す。」

　イエス様は「神のことば」そのものです。「神

の愛」を表す最高の言葉・御業として、イエス・

キリストは十字架にかけられたのです。そして、

イエス様を信じる私たちは、神様の子どもとし

て、キリストにあって永遠に選ばれたのです。

　イエス様の御姿から、十字架から、「あなた

を永遠に愛している」という神様の言葉が、あ

ふれて、あふれて、私たちを満たします。イエ

ス様が徹底して、私たちに語りかけて、触れて

神様とのつながり
保田広輝（板宿教会員）
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くださって、そして十字架で命すら捨てて、私

たちへの愛を示し、「神はあなたたちを愛して

いる」という真理を、私たちに語ってくださっ

たのです。

【哀歌 3章22節（新改訳）】

　「私たちが滅びうせなかったのは、主の恵み

による。主のあわれみは尽きないからだ。」

　神様は私たちが良い時に愛し、悪い時に憎む

のではありません。神様の愛は不変であり、絶

えず注がれ、愛することを止めないのです。

　そして、【イザヤ書 64章8節（新改訳）】には、

このようなみ言葉があります。

　「しかし、主よ。今、あなたは私たちの父です。

私たちは粘土で、あなたは私たちの陶器師で

す。私たちはみな、あなたの手で造られたも

のです。」

　陶器師は土をよく練って、自分が造りたいと

思う器を造ります。練る土は同じですが、陶器

師の思いと必要に応じて、あるものは大きく、

あるものは小さく、あるものは特別な器として、

あるものは普通に使われる容器として、いろい

ろな器を造ります。

　それなら私たちは、神様が自分勝手に使う道

具のようなものでしょうか。多くの人たちが

「神の主権は人間の意志を無視するのではない

か？」と疑問に思います。しかし、安心してく

ださい。私たちの陶器師であられる神様は、失

敗のない御方です。神様は、私たちを自分勝手

に造る陶器師ではなく、必要な尊い存在として

造る陶器師なのです。私たちひとりひとりを一

番美しく造られます。

　神様の主権は、私たちを絶望的な困難には遭

わせず、乗り越えられない試練を与えません。

神様の愛は、私たちを束縛しません。神様のご

計画は、私たちの人生を最後まで最善へと導き

ます。

　たとえ、自分から見て失敗や挫折がたくさん

あったとしても、その失敗も挫折も、神様のご

計画に含まれているのです。キリストの中で、

すべての出来事の意味を知るのです。

　私は今までの人生の中で、難病の試練、死に

かけた経験、小学校時代の集団いじめ、急激な

病気の悪化による大学受験の失敗、などを味

わってきました。でも、私の失敗や挫折も、神

様のご計画だったんだ、と今は思えます。私が

キリストにあって、神様の子どもとして生まれ

変わるために、神様から与えられた使命のため

に、神様がこのような難病をプレゼントしてく

れた、と感じています。だから、私にとって難

病は恵みの試練なんですね。

　苦しみとは、神様に委ねるための「痛み」な

のだと思います。なぜなら、人間は神様に委ね

るまでは安らぐことはないからです。私の命は

私のものではなく、神様のものですから、神様

のみ心に従うならば、自分にとって、最も良い

人生を歩むことができるんですよね。

　神様は、難病を含めたこの私を愛するために、

私を創造してくださり、私の人生を計画してく

ださいました。だから、私が難病の人生を生き

ていくことで、神様のご計画が実現されていく

のです。自分の苦しみだけを見るのではなくて、

神様のご計画の実現という広い視点から自分の

苦しみを捉えたら、生きる力が湧いてくるよう

になりました。

　私たちの人生は神様によってご計画されてい

ますし、神様は私たちの人生を初めから終わり

までご存知だからこそ、私たちは安心して神様

に信頼し続けることができるのだと思います。

　神様が、この私を望んでくださったから、他

に何もいりません。神様とのつながりさえあれ

ば、どんなに困難や恐れがあっても、いつも神

様の恵み、神様の力の中で、安心して生きてい

けます。私はこれからもキリストにあって、す

べての人生の出来事を受け止めて、神様のみ心

に従っていきたいです。
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【フレデリック・ブロザートン・マイアー（英

国の牧師）】

　「神の愛は、きのうやきょう、生まれ出たよ

うなものではありません。また、私たちが神

を思った時、あるいは信じた時に始まったも

のでもありません。あなたの生まれ出る前か

ら、カルバリやベツレヘムよりも前から、い

や人類の堕落、エデンの園よりも前から、あ

あ、この太陽系が回転する以前から。そうで

す！	永遠の昔から、あなたはキリストのう

ちにあって愛され、選ばれていたのです。」
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聖書黙想・説教展開例・分級展開例　
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　この物語は、どうして人間は違う言語で話すの

かという疑問に対して答える原因譚としての性格

をもっている。まだこの時代、人間は一つの言語

しかもたなかった。しかしある時、人間たちは力

を集めて神に対抗しようという不遜な思いを抱き

始める。「有名になろう」私訳では「我々は我々

で名を作ろう」。神によってではなく、自分たち

で自分たちの名を作る。名とはその人の実体であ

り、存在そのもの。自分で名を作るとは自分で自

分を生かすというに等しい。神に生かされるので

はなくて、自分でやる、神は必要ないという自信

の表れ。同時にそれは、神より高みに立って、神

が口出しできないようにしてしまおうという、高

慢の表れでもある。そんな高ぶりを象徴するよう

に、高い高い塔が作られていく。神のおられる天

に向かって。

　そういう人間の不信仰と高ぶりとを打ち砕くた

めに、神が言葉を混乱させられ、世界中に散らさ

れたというのが、伝統的な読み方である。

　この神の介入は、ある意味では神の救いを表し

ているとも言える。もしこのバベルの塔の出来事

がなくて、あのまま人間が力を結集して、ますま

すおごり高ぶっていったら、どれだけ危険な状態

になったか。

　今現在、力が分散していながら、なお高ぶり続

けて、高い塔を各地に作っている人間。そして限

られた資源を食いつぶして、地球の環境をすっか

り変えてしまって、世界全体を一瞬にして吹き飛

ばしてしまうような兵器をも作り出してしまった

人間である。現代の私たちは高度な文明と引き換

えにして、人類滅亡の危険をいつも突きつけられ

ながら生きている。そう考えると、ここでの言語

の混乱ということも、そんな滅亡の危険をわずか

でも緩和するための止むに止まれぬ手立てだった

のでは、とも考える。

　また注目すべきは、この出来事を通して人間が

神から遠く離れてしまったということである。1

～11章全体の流れを考えよう。神のかたちに創

造され、エデンの園において神と共に生きる存在

だった人間。それが堕落によって園を追われ、神

から離れてしまった。それでもまだ神の近くで人

間の営みは繰り返されていた。「エデンの園に近

い＝神に近い」である。カインの殺人も、ノアの

洪水も、まだエデンの園からそんなに遠くない出

来事。しかしこのバベルの出来事によって、とう

とう人間はエデンの園から遠く離れて、世界に散

らばってしまう。それは神との霊的断絶を意味す

る。「わたしたちは羊の群れ、道を誤り、それぞ

れの方角に向かっていった。その私たちの罪をす

べて、主は彼に負わせられた。（イザヤ53:6）」

　そのことが、言葉が通じなくなるというかたち

で表されているということが、また奥深く、悲しい。

ここにある民族間での対話の断絶は、より根源的

には、神との対話の断絶を暗示している。「我々は

我々で名を作ろう」と、もはや神との交わりを必

要ないとうそぶいて、帰るべき家を見失ってしまっ

た人間がここにいる。そうしてもはや神と人間の

あいだで言葉が通じなくなってしまう。

　でも神は、なおあきらめず、世界中に散らばっ

てしまった人間たちの中から、たったひとりの信

仰者アブラハムをおこされて、彼とその子孫を媒

介に人間に語りかけ続けてくださった。やがて神

の言として御子を遣わし、御自分の心をすべて明

らかにしてくださり、救いに招いてくださった。

そのようにして進められてきた、長く周到な救い

の計画を、今教会は宣教の業において担っている

のである。	 （坂井孝宏）

	 7月2日	 バベルの塔	 聖書黙想

	 テキスト	 創世記	11章1～9節
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　洪水の後、地の上にまた人々は増えていきまし

た。そして、自分たちの知恵や力を誇るようにな

りました。あるとき、人々はこう話し合いました。

「さあ、天まで届く塔のある町を建て、有名にな

ろう」

　天にまで届く塔を、力を合わせて建てようとい

うのです。天にまで届く塔を建てる─これは神さ

まに対する挑戦です。なぜなら、天は神さまの住

まいだからです。そこにまで届く塔を建てるとは、

神さまと力比べをしようということです。神さま

の知恵と力と、自分たちの知恵と力と、どちらが

上か試してみようというのです。

　そしてこのことは、神さまに対する背きです。

わたしたちは知恵も力もつけた、天にまで届く建

物を築くことさえできるほどに力をつけた、だか

らもう神さまなんていらない、神さまなしでも、

わたしたちはじゅうぶんにやっていける─そう

人々は考えたのです。

　ここでもういちど、エデンの園でアダムとエバ

をサタンがどのような言葉で誘惑したのかを思い

起こしたいのです。それはあなたがた自身が神の

ようになれるのだ、という言葉であったのです。

　罪とは自分を神とすることによって、神さまか

ら離れることです。アダムとエバの罪は、ここで

天にまで届く塔を建てようとした人々にも、確か

に受け継がれていたのです。

　けれども、人間は神さまにつくられた者です。

ですから、神さまから離れることは人間にとって

とてもみじめなことなのです。神さまから離れる

とき、人間は羊飼いのもとを離れ、群からはぐれ

てしまった羊のように、生きる目的も失ってしま

うのです。ついに命を失うほかはないのです。

　聖書では罪という言葉は、的を外れるという意

味をもつ言葉です。天に届く塔を建てようとたく

らむ人々の姿は、まさに的を外れてしまった人間

の姿なのです。

　神さまは、人々のこのたくらみを知られ、天か

らみ手を伸ばされました。これをおしとどめられ

たのです。

　どのようなことをなさったのでしょうか。人々

の言葉を混乱（「バベル」）させ、通じなくさせら

れたのです。このとき、世界中の人々が同じ言葉

を話していました。ひとつの仕事を協力してなし

とげようとするとき、言葉が通じるというのは大

事なことです。言葉がわかるからこそおたがいの

思いが通じて、作業がはかどります。けれども神

さまは塔を建てようとしていた人々の言葉を乱

し、通じなくさせられました。それで、この計画

は仕事の途中でくじけてしまったのです。

　世界中がひとつの言葉だったと聞くと、わたし

たちはうらやましいと思うかもしれません。世界

中の人々が同じ言葉を話しているなら、世界中ど

こに行っても、その国で言葉が通じなくて苦労す

るということはなくなりますね。

　けれどもこのとき、神さまが人々の言葉を乱さ

れたことは、とても大切なことであったのです。

このようにされたことで、神さまは人々の命を救

	 7月2日	 バベルの塔	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	11章1～9節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問1

〔単元のねらい〕

　「バベルの塔」の箇所は、わたしたちに人生の根本問題をさし示す。人間が被造物であり、それゆえ

人間の本分は神の栄光をあらわすことにある（ウェストミンスター小教理問答問1、子どもカテキズム

問1）を今一度心に刻みつけたい。

「神さまを土台とする」
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われたのです。もしも天に届く塔が完成したとし

たら、人々は神さまからきっぱりと離れてしまっ

たことでしょう。自分を神のように偉大な者と錯

覚して、果てしなくおごり高ぶって生きるように

なったことでしょう。人間にとって、それほどみ

じめなことはありません。罪ある人間が自分たち

を神とし始めたなら、きっと争い合い、そしてお

たがいの命を滅ぼし合うほかはなかったでしょ

う。人々の言葉を混乱させたこと、それは人の命

を守り、保つ神さまの憐れみのみわざであったの

です。

　「子どもカテキズム」の問1を見てみます。

　問　私たちは何のために生きるのですか。

　答　私たちが生きるのは、私たちの神さまを知

り、神さまを喜び、神さまの栄光をあらわ

すためです。これが私たちの喜びです。

　この問答を、心にしっかり刻みましょう。今も

世界には、さまざまな「バベル」が建っています。

人間の能力や技術を誇るような高いビルが競い合

うようにして建てられています。科学が進み、人々

の生活は便利になり、むずかしい病気も治るよう

になりました。人々は自分たちの知恵や力を誇っ

ています。できないことな何もないとさえ考えて

いるようです。けれども、そこではいちばん大切

なことが忘れられています。人間の目的は自分を

誇ることではなく、神さまの栄光をあらわして生

きることであるということです。

　神さまから離れたところでの人間のわざは、そ

れがどのようなものであっても祝福されることは

ありません。神さまを人生の土台に据えるとき、

わたしたちは祝福されます。わたしたちの知恵も

力も、神さまからのプレゼントです。神さまの栄

光のためにこれを用いるなら、わたしたちの命と

人生は豊かに祝福されるのです。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 コリントの信徒への手紙	一	10章31節

だから、あなたがたは食べるにしろ飲むにしろ、

何をするにしても、すべて神の栄光を現すためにしなさい。
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	 7月2日	 バベルの塔	 幼稚科

〈ねらい〉

　自分の力で生きられると思い、自分を神とする

のではなく、神さまを礼拝し、神さまと共に生き

ることがわたしたちの幸せであると知る。

〈さんび〉

　いのちのことば社『プレイズワールド』、93「ぼ

くのたからもの」

〈おはなし展開例〉

　みんなのお家では、お父さんお母さんも分かる

言葉でお話ししてくれるでしょ。だから、お母さ

んに「牛乳もってきて」と言われたら、「はーい」

と言ってもってこれるよね。もし、みんなの家族

がバラバラな言葉をしゃべるようになったらどう

かな？お母さんはフランス語、お父さんは英語、

ぼくは韓国語、妹は中国語だとしたら、お互いに

何をしゃべってるか分からないで困ってしまうよ

ね。

　今日の聖書のお話は、それと同じようなことが

起こったっていうお話しです。世界が始まったば

かりの時は、みんな同じ言葉でお話ししていたん

だって。でも、人々はどんどん気持ちが大きくなっ

て、神さまなんていらない。自分たちの力で生き

ていけると思うようになってしまったんだよ。そ

して、「天まで届く高い塔を建てて、有名になろ

う」って話し合って、高い建物を造っていました。

そうして神さまから離れていきました。

　神さまはどんどん神様から離れていく人たちを

見て、考えました。「みんな同じ言葉でお話しし

ているから、こうなったんだ。みんなバラバラな

言葉をしゃべるようにして、分からなくさせよう」

この時から、人間は色んな言葉をしゃべるように

なったんだって。

　このお話しで、神さまはわたしたちに大切なこ

とを教えてくださっています。わたしたちは、自

分が一番になりたい。お友だちより上手にやって、

みんなからすごいねって言われたいと思うことが

あるでしょ。でもね、みんなが上手に絵が描けた

り、かけっこで一番になったりする力は、神さま

がみんなにくれたプレゼントなんです。だから、

わたしたちがえらいんじゃなくって、神さまがす

ごいんだよ。わたしたちは、一番になることや、

人からすごいねってほめられるために一生懸命に

なるのではなくて、上手に絵が描けるようにして

くださった神さまに感謝することが大切なんだ

よ。そして、わたしたちに与えられている一番の

プレゼントは、わたしたちのことを命をかけて大

事にしてくれる、イエスさまのことを知ってい

るってことなんだよ。これは本当に大切なプレゼ

ントです。だからいつもイエスさまといっしょに

歩んでいきましょう。そして、お友だちにもイエ

スさまのプレゼントが届くように、お祈りしま

しょう。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま。わたしたちがほめられるこ

とや、一番になることよりも、神さまにありがと

うございますって感謝することができるこどもに

なれますように。これからもイエスさまといっ

しょに歩いていけますように。お友だちにもイエ

スさまのことが伝わるようにしてください。イエ

スさまのお名前によってお祈りします。アーメン。
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	 7月2日	 バベルの塔	 小学科下級

〈ねらい〉

　人間の自分勝手な思い、神様のようになりたい

という思い、神様を頼らないで自分の力を信じて

しまうおろかさ、わたしたちの中にも同じ思いが

あるかもしれません。子どもたちにとって一番大

切な生き方は「神様の栄光をあらわす」ことだと

いうことを、もう一度確認しましょう。

〈はじめに〉

　この一ヶ月のクラスの歩みはいかがだったで

しょう？	創世記1章から始まり、神様がいかに

人を愛し、大切に創造されたかを学び、神様の愛

を知りました。そして、罪の悲惨さ、悲しさをア

ダムさんとエバさん、カインさんの出来事を通し

て知りました。それでも、なお人は神様の憐れみ

によって生かされていることを、ノアさんを通し

て知らされます。神様の変わらない、徹底した愛

を知りました。子どもたちは、神様の愛を知って

いるでしょうか。クラスでの先生の笑顔や、温か

さ、配慮を通して、お友だちの優しさを通して、

神様の愛を伝えましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①人は、天まで届くあるものをつくろうと思いま

した。それは何ですか？

②なぜ、天まで届く塔をつくろうと思ったのです

か？

③神様はそれを見て、喜ばれましたか？

④神様はこの塔をつくっている人たちに対して、

あることをしました。何をされましたか？

⑤この町の名前は何と言いますか？

〈展開例〉

　バベルの塔のお話です。神様がこの全地を造ら

れて、人が造られてから、ずいぶん時間がたちま

した。人もずいぶん増えました。たくさんの人た

ちが、ひとつの同じ言葉を使ってお話していまし

た。ある日、人が集まって、天まで届く高い塔を

つくろうということになりました。

　それは、人の心の中にある「神様のようになり

たい」「有名になりたい」「自分はすごいと人から

言われたい」「注目を浴びたい」という思いがム

クムクと起こってきたからです。これも罪です。

神様との関係で生きるのではなく、神様に従って

生きるのではなく、神様はいらない、自分の力で

生きていくという生き方ですから、罪人の生き方

です。そういう姿を神様はご覧になられて、残念

に思いました。そして、神様は塔をつくるたくさ

んの人々の言葉をバラバラにしていましました。

　どうなりますか？	人は言葉が通じないと本当

に困ります。相手が何を言っているかわからない

と、悲しくなるし、どうしていいのかわからない

し、自分が言っていることも相手がわかってくれ

ないと困るし、悲しいものです。特にここでは、

ひとつの塔を作るためにみんなで相談していまし

たから、言葉がばらばらになると相談が出来なく

なってしまいます。そこに集まった人々はバラバ

ラになってしまいました。

　神様は大切なことをわたしたちに教えてくださ

いました。神様との交わりを大切にするより、自

分が一番、神様なんかいらないという自分勝手な

生き方はいけませんよ、神様はわたしたちとの交

わりをいつも喜んで、待っていてくださるお方な

のです。毎週日曜学校に来て神様とわたしたちは

お話をします。それが礼拝です。神様が一番喜ん

でくださる時間です。神様が喜んでくださること、

神様が大事にしておられることを、わたしたちも

共に喜び、大事にしていきましょう。

〈祈りましょう〉

　神様、あなたのご栄光をあらわすことができま

すように。
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	 7月2日	 バベルの塔	 小学科上級

〈改革派信仰の確認のために〉

　前もってウ小教理問答第1問をよく読んで、神

中心主義に基づく人間の謙遜についてお考えくだ

さい。また第一戒の解説（ウ小教理45～48、ハ

イデルベルク94）を合わせて読み、私たち人間

が自分自身の力に頼る高慢も、神ならぬものを神

とする偶像礼拝の一つのかたちであることを確認

してください。

〈関連聖句〉

　※子どもたちと一緒に味わってください。

　　詩編10編3～7節

　　箴言14章16節、16章5節、21章4,24節

　　ハバクク書2章4節

　　テモテへの手紙一6章17節

　　テモテへの手紙二3章1～5節

　　ヤコブの手紙4章5～10節

〈恵みを立体化するための視点の提示、例話〉

　※子どもたちとの対話に用いてください。

	自信をもつのはいいことです。子どもたちには

自信満々に、胸を張って生きて欲しいと願います。

それは神に愛されている自分を知ることによる、

絶対的な自己肯定に基づく自信です。罪人である

と幼少時から教えることは、自己の存在否定に通

じるという懸念は、まったくの無理解によるもの

です。罪人としての限りない自分の卑小さをよく

見つめた上で、なおその私が愛されているという

驚きこそが、いかなる窮状にも屈しない真の自信

を与えます。この恵みの神とともに生きる民とし

て選ばれた喜びに胸躍らせて、与えられた人生を

躍動して、神の栄光を表してほしいと願います。

	しかし私たちは、勘違いしやすいものです。た

だ神の恵みによってのみ与えられるおのれの存在

の輝きを、自分自身が発する輝きと錯覚して、塵

に過ぎない自分を過信する「高慢」の罪に陥りま

す。そうして大いなる神の力を侮り、神を信頼す

ることから離れ、自分を神と同じ位置まで高めよ

うとします。バベルの塔の物語が示す、最も本質

的な問題です。

	特に、子どもたちの霊的状況には注意が必要で

す。子どもたちの周囲には、マンガその他によっ

て、人間の無限の可能性をたたえるような物語世

界があふれています。「自分を信じる」という言

葉には魅力があふれていますが、よほど慎重に扱

わないかぎり、罪の自覚なきヒューマニズムに

陥って、人間本来の目的を見失った迷走に行き着

きます。先述したような、聖書的世界観に基づく

正しい意味での自信、自己肯定、自己愛へと、子

どもたちを導いていただければと願います。

〈祈り〉

	神様、小さな私たちが、大きなあなたの手の中

で生かされ、愛され、守り導かれていることの恵

みを感謝します。私たちは、そんなあなたのご存

在を忘れて、自分に大きな力があるかのように

思ってしまう、高慢な者たちです。赦してくださ

い。そして、本当の自信を与えてください。
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	 7月2日	 バベルの塔	 中学科

〈ねらい〉

　文明の背後にある罪を悲しみ、人から悪を遠ざ

けようとされる主の恵みに感謝する。

〈展開例〉

①ノアの洪水の後、人間たちはどうなったのだろ

うか？	神様に従う新しい世界は訪れたのだろ

うか？	残念ながら人の心は相変わらず悪を生

み出す罪に捉われていた。聖書朗読（9章20～

25節）。ノアでさえも例外ではない。ノアは酒

に溺れて醜態をさらし、それを見た息子のハム

は父の醜態を言い広め、そのことを知ったノア

はこんなことを言う始末。「カナン（ハムの息子）

は呪われよ	奴隷の奴隷となり兄に仕えよ」。愛

し合うための世界は、人が人を支配する悲しい

世界となっていく。聖書朗読（10章6～10節）。

②罪から生まれる悪の文明はとどまることを知ら

ない。彼らは同じ場所に集まり同じ言葉で一つ

の町を築いた。聖書朗読（創世記11章1～4節）。

Ｑ．神様は彼らのしていることの中に悪を見た。

彼らの何がそんなにいけなかったのか？	彼ら

の文明とは、「自分たちの力で、神様の領域で

ある天にまで押しかける文明」、「神様の力に自

分たちが対抗できることを世の中にアピールし

ようとする文明」だった。つまり、「自分たち

が神様になり替わろうとする文明」だった。人

間は神様に歯向かおうとする「罪」に支配され、

神様と愛し合う関係を歪め、人と愛し合う関係

を歪め、世界を正しく管理するはずの文明を歪

めた。

③神様はその様子を御覧になり、人々の言葉を混

乱させた。そして、さらに人々を世界に散らさ

れた。聖書朗読（5節以下）。彼らは、共に語

り合う言葉を失い、同じ文化を持つ仲間関係を

失った。「こんなのは神様の横暴だ！」　こんな

反論があるかもしれない。だがどうだろう？	

例）出張に行く父親が子どもと会話するために

携帯を買ってあげたとする。だが、子どもは友

だちと電話するだけで父親の電話に出もしな

い。それどころか、電話で仲間と連絡を取り合

い、家に集まって父親から家を奪い取る計画ま

で立てている。それを知った父親が携帯を取り

上げ、仲間を家に帰すことは横暴なことか？	

人間は、神様と語らい、神様のスバラシサを語

るための言葉で、「俺たちに神なんか要らない！	

人生は俺たちの思い通りにやらせてもらう！」

と語り合う。行き着く先は神様から捨てられる

悲しい人生だ。破滅へと突き進んでいた人間へ

の神様の対応は、非難どころか感謝するべきこ

と。

④現代を生きる皆にバベル物語は単なる昔話か？	

神様を知らない友だちは、神様抜きで「有名に

なろう。成功しよう」と考える。知らない間に

君もそんな影響を受けていないか？	神様抜き

で盛り上がる会話の中で、「俺の人生は俺のも

のだ！」、こんな思い上がりに陥ってはいない

か？	自力で成功を掴もうとする人に憧れては

いないか？	天のイエス様を無視した人生は果

たして爽快なものか？	イエス様は、君がそん

な価値観で生きるために命を捨てられたのだろ

うか？

⑤イエス様は罪に歪んだ人生を整えてくださる。

神様を知る者の言葉を整えてくださる。神様と

語り合うための言葉、神様のことを語る言葉、

人を大切にする言葉、世界を大切にする言葉へ

と。うぬぼれの気持ち良さで天に昇るのではな

く、神様を慕う心から天に昇る者とされたい。

〈祈り〉

　罪の人生に突き進む私たちを聖書の言葉で導か

れる神様。私とこの世界の悪を抑え、神様の子ど

もに相応しい言葉をください。アーメン。
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　創世記は12章からアブラハムの召命の物語が

始まります。もっとも彼の名がアブラハムと言わ

れるのは創世記17章5節以下です。それまではア

ブラムで、最初にその名が記されるのは創世記

11章26節です。そこからアブラムについては、

誕生、サライ（後にサラと改名）との結婚、カル

デアのウルからカナンに向かう旅、その途中ハラ

ンでの父テラの死が記されています。ハランを出

発したときすでに75歳となっておりましたが、

まだ子供もなく、父とも死別し、家もない、一介

の旅人でした。実に彼の生涯は旅人です。12章

以下に彼の人生の節々にたどった大切な地名が出

てきます。ハラン、カナン、シケムの聖所、モレ

の樫の木の所、西にベテル東にアイを望む所、ネ

ゲブ地方、エジプト、さらにヘブロン、マムレの

樫の木のかたわら、ベエル・シェバ、モリヤの地、

そしてマクペラの洞穴に葬られる（創世記25:9）

まで、不安定な旅人・寄留者でした。彼の地上の

生涯は、「天の故郷を熱望」（ヘブライ11:16）す

る日々だったと、ヘブライ人への手紙の著者は言

います。聖書巻末の地図をたどるとともに、ヘブ

ライ11章8節以下を読んでいただきたいと思いま

す。まさに天路歴程の歳月でした。私たちもこの

世にあっては、どんなにか行く末の見えない旅

人・寄留者であることでしょうか。私たちの信仰

の生涯は、何を望み、何に向かっての歩みなので

しょうか。

　このいかにも不確かに思われる天路歴程のなか

で、アブラムにはもっとも確かな神の言葉が与え

られます。その最初の言葉が創世記12章1節以下

の召命の記事です。いまは旅人にすぎないアブラ

ムは、「大いなる国民に」され「名を高める」、さ

らに「あなたの子孫にこの土地を与える」との約

束をいただくのです。その時アブラムには一片の

土地もなく、すでに75歳という老境に入ってい

たのに、一人の子供もいませんでした。しかしこ

の約束はアブラムの生涯を通して、徐々に確かな

ものとなっていくのです。約束の中心は土地と多

くの人々に関することでした。この創世記12章

の約束は、13章14節以下、15章4節以下、17章1

節以下、18章17節以下、22章15節以下で繰り返

し語られます。そして、この約束の完成、完全な

実現は天国にあると、ヘブライ人への手紙は言い

ます。アブラムにこの約束が語られたのは、たび

重なる彼の人生の危機のときでした。もっとも望

みの薄いと思われるとき、もっとも不確かな歩み

のなかで、もっとも確かな神の約束として繰り返

し語られたのです。私たちも、ひとり、家でこの

神の言葉を聞きます。また、何よりも主の日の礼

拝においてこの約束が新たにされます。それはし

ばしば私たちの危機のときかもしれません。アブ

ラムの生涯は、幾度も経験した恐れ・不安のなか

でも、圧倒的に迫り、彼を包みこむ神の約束の確

かさの証しでした。私たちの信仰の生涯もこのよ

うな証しの日々でありたいものです。

　アブラムはその旅路の節々で「主のために祭壇

を築き」ました (12:7,12:8,13:8,22:9)。もちろ

んこれは「主の御名を呼ん」で礼拝をささげるた

めでした。彼の人生は旅人としての日々でしたが、

礼拝をささげ続ける歩みでした。礼拝こそは不確

かに思える日々の歩みを確かなものにし、いよい

よ確実にされる「天の故郷を熱望」させるもので

す。礼拝が天国の先取りといわれる所以です。も

ちろんそこでは神からの御言葉がありました。ア

ブラムは祭壇を築くとともに、与えられた神の御

言葉に従ったのでした。「アブラムは、主の言葉

に従って旅立った」(12:4) のです。礼拝は神か

らの恵みの語りかけ・召しとともに、信仰者の従

順な応答によって成り立ちます。神の約束の御言

葉に対して、たえず応答し従う人生、これが私た

ちの礼拝的人生です。それはなんという幸いな人

生でしょうか。	 （中根汎信）

	 7月9日	 アブラハムの召命	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	12章1～9節
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　わたしたちはだれもが、自分の命と人生が幸せ

なものとなるように、また祝福に満ちたものとな

るようにと願うでしょう。では、幸せな人生を生

きる鍵はどこにあるのでしょうか。

　それは、神さまのみ言葉に聞き従うことです。

神さまは、わたしたち人間のために、命の道を備

えてくださっています。そしてみ言葉をもってそ

の道に導いてくださいます。わたしたちがみ言葉

に従ってその道を歩むなら、神さまはわたしたち

の命と人生を豊かに祝福してくださるのです。

　そのことを、アブラハムの召命を通して学びま

しょう。

　神さまはあるとき、アブラハムをお呼びになっ

て、こう言われました─「わたしはあなたを大い

なる国民にし／あなたを祝福し、あなたの名を高

める／祝福の源となるように」(2)。

　わたしはあなたから子孫を生み出す、その子孫

は海辺の砂、空の星のように数え切れないほどに

増え広がる─そう神さまはアブラハムに約束して

くださったのです。アブラハムよ、あなたの命は

豊かに祝福される。そしてあなたから増え広がっ

た子孫は大いなる国民となって、幸せに生きる。

これはこの上ない祝福の約束です。

　ただし、神さまはこの約束とともに、アブラハ

ムにひとつのことをお命じになりました─「あな

たは生まれ故郷／父の家を離れて／わたしが示す

地に行きなさい」(1)。

　神さまがアブラハムにお求めになったのは、こ

の大いなる祝福の約束を信じて、神さまのみ言葉

に従って旅立つことでした。神さまの召しにこた

えて、神さまがさし示される地を目ざして、信仰

の旅路へと歩み出すことでした。

　ただ、神さまのこの命令は、アブラハムにとっ

ては信仰の試みでもありました。

　第一に、神さまは「わたしが示す地に行きなさ

い」とおっしゃいましたが、それがどこなのか、

またその地にたどりつくまでにどのようなことが

待ち受けているのか、そうしたことはいっさい教

えてくださいませんでした。

　第二に、この命令に従うためには、長く慣れ親

しんでいた生まれ故郷を離れなければなりません

でした。家族とも別れなければなりませんでした。

日々の仕事や生活の土台をも捨てなければなりま

せんでした。

　第三に、神さまからこの召しを受けたとき、ア

ブラハムは七十五歳でした。こんなおじいさんに

なってから、行く先も知れない旅へと出ていかね

ばならないことは、やはり厳しいことであったと

思います。

　そういういくつかのことがありましたから、ア

ブラハムはきっと悩んだと思います。そのことを

聖書は記していないのですが（そして聖書に書い

ていないことをあまりおしはかるのは正しいこと

ではないかもしれませんが）、アブラハムは何日

間か、深く思い悩んだかもしれません。神さまを

〔単元のねらい〕

　アブラハムの召命について記す今朝の聖書箇所は、信仰に生きる者の原点をシンプルに指し示してい

ると言えよう。それゆえ、わたしたちもおりおりにここにたちかえり、このみ言葉に聞き直さねばなら

ないであろう。み言葉に従って旅立つ者は、何があっても祝福される。この事実を子どもたちにも確信

をもって伝えたい。

「み言葉に従って」

	 7月9日	 アブラハムの召命	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　12章1～9節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム　問70
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信じることをしない人、自分の知恵や判断をより

どころとして生きている人であれば、おそらくそ

のような旅に出るなどということはしなかったは

ずです。

　けれども、聖書はアブラハムがしたことをただ

一言で記しています。「アブラム（アブラハムの

もとの名）は主の言葉に従って旅立った」(4)。

　アブラハムは神さまを信じたのです。わたしは

あなたを、そしてあなたの子孫を祝福する─神さ

まのこの約束にまちがいはない。そう信じてすべ

てをゆだね、信頼して旅立ったのです。そして「わ

たしはあなたを大いなる国民にし／あなたを祝福

し、あなたの名を高める／祝福の源となるように」

─このみ言葉はアブラハムの生涯においてまさに

そのとおりに実現したのです。

　わたしたちの地上の歩みが幸せなものとなるこ

と、祝福されること、そのために求められること

は何でしょうか。

　それは神さまに信頼することです。そして、神

さまのみ言葉に従うことです。そのとき、神さま

はわたしたちを祝福し、わたしたちの人生の歩み

をみ手をもって切り拓いてくださるのです。

　もちろん、神さまに従う道の途上にもさまざま

なことが起こります。さまざまな試練も待ち受け

ています。それでも、信仰によって歩む人の歩み

は祝福されます。「主の言葉に従って旅立」つ─

これこそ、わたしたちの人生にとっていちばん大

切なことなのです。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記	12章4節前半

アブラムは、主の言葉に従って旅立った。ロトも共に行った。
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〈ねらい〉

　分級では物語を通して、子供たちが神さまのこ

とと信仰者のことを心に留めていければと思いま

す。

　この分級展開例では物語の文章だけ記しました

けれども、それぞれ紙芝居やエプロンシアターな

どのシナリオとしてお使いいただければと存じま

す。そして、毎回短い暗唱聖句を蓄えていければ

と願っています。

　今日の箇所では、子どもたちが、主の言葉に従っ

て旅立ったアブラムと同じように、自分も歩みた

いと思ってくれればいいなと思います。

〈暗唱聖句〉

　アブラムさんは、「主の言葉に従って旅立ち」

ました。

〈展開例〉

①ノアさんのこどものこどものこども、そのまご

のまごのまごのこどもに、アブラムさんという

人がいました。アブラムさんは75歳のおじい

さんでしたが、子どもはいませんでした。でも

神さまを信じる正しい人でした。

②ある日、神さまがアブラムさんに声をかけて言

いました。「アブラム、あなたは生まれた家を

離れて、私が言うところに行きなさい。そこで

私はあなたを幸せにし、たくさんの家族を与え、

立派な人にします」。

③アブラムさんは考えました。神さまは「私が言

うところ」と言われたけれど、そこはどこだろ

う。どんなところなのかぜんぜん分からない

な」。

④また、アブラムさんは迷いました。神さまは「家

と離れて」と言われたけれど、家族やお友達と

別れるのはさみしいな。それにここには立派な

家も仕事もあるし、どうしようかな。

⑤また、アブラムさんは心配しました。わたしは

もう75歳のおじいさんなので、旅なんてとて

もできるかな。途中で倒れたり病気になったり

したらどうしよう。

　では、アブラムさんは神さまの言うことに従わ

ないで旅に出なかったのでしょうか。

⑥いいえ、アブラムさんは、「主の言葉に従って

旅立ち」ました。もちろん、まだどこに行くの

か分かりません。でも、アブラムさんは思いま

した。どこに行くのか私には分からなくても、

神さまは知っておられる。また、みんなと別れ

るのは悲しいことです。でも、神さまが一緒に

いてくださるからきっと楽しいよと思いまし

た。それに自分の力ではできなくても神さまが

支えてくださるから大丈夫と安心しました。

⑦この旅がどんな旅になるのか分かりません。で

も大丈夫。神さまが行く道を教え、ともにいて

くださり、支えてくださる旅だから。そう神さ

まを信じてアブラムさんは「主の言葉に従って

旅立っていきました」。

〈お祈り〉

　アブラムさんが旅立つことができてありがとう

ございます。アブラムさんのように、神さまの言

葉を信じて、旅立っていけるよう勇気を与えてく

ださい。アーメン。

	 7月9日	 アブラハムの召命	 幼稚科
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	 7月9日	 アブラハムの召命	 小学科下級

〈ねらい〉

　どんな時にも神様に信頼することを覚えよう。

〈はじめに〉

　7月に入りました。夏休みが近づいています。

日曜学校では、夏期学校やお楽しみ会など、計画

が進んでいると思います。今から、クラスのこど

もたちが喜んで参加できるよう祈り、こどもたち

にも夏の行事があることをお知らせしましょう。

こどもたち同志が互いに誘い合えるよう、また、

しばらく休んでいるお友だちにも連絡をとり、お

誘いしましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①神様は、アブラムにどこに行きなさいと言われ

ましたか？

②アブラムは神様の言葉に従いましたか？

③アブラムは何歳でしたか？

④アブラムの奥さんの名前はなんですか？

〈展開例〉

　みなさんは、初めてのことって覚えてますか？

　小学校の入学式の朝のこと覚えてますか。初め

ての学校、先生、お友だち、ドキドキしましたか？

　初めて自転車の補助輪をはずして乗ったとき

は？	初めてプールで泳いだときは？	引っ越して

新しい町に行った時は？	きっと不安に思ったり、

大丈夫かなぁ、できるかなぁ、この先どうなるの

かなぁって心配になったりしたでしょう。でもそ

んな時、きっと家族の人やお友だちや学校の先生、

教会の人たちが、そばに居て、励ましてくれたら、

私たちは元気や勇気が出てきますよね。

　今日のお話のアブラハムさんは、どうだったで

しょうか。アブラハムさんは、神様から、ある日

突然、「私の示す地に行きなさい」と言われました。

今まで住んでいた所を離れて、全然知らない場所

にお引越しすることになったのです。そこがどこ

なのか、どんな町なのか、どんな人が回りにいる

のか、おいしい食べ物はあるのか、全然知りませ

ん。でもアブラハムさんは、「はい」と言って、

奥さんとそのほかの人を連れてお引っ越しをしま

した。

　なぜ、そんなことができたのでしょう。アブラ

ハムさんは心から神様を信じていたんですね。こ

の神様の言われることは正しくて、必ず、お約束

を守られる方、この神様は絶対に私たちを見捨て

ず、守ってくださる方だと知っていたんですね。

だから、神様の言葉に「はい」と言うことができ

ました。

　このことは、「神様を信頼する」という言葉で

言い換えることが出来ます。私たちが信じている

神様は絶対大丈夫、神様は必ず私たちを守ってく

ださる、とアブラハムさんと同じように神様を信

頼しましょう。神様を信頼する私たちを神様は祝

福してくださいます。

〈お祈り〉

　神様、あなたは私たちを愛してくださり、お守

りくださるお方です。このあなたを信頼して、こ

の一週間も歩めるようにしてください。そして、

私たち一人ひとりに神様の祝福を与えてくださ

い。
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	 7月9日	 アブラハムの召命	 小学科上級

〈ねらい①〉

　「信じる」ことを貫く人生の確かさを伝える。

〈展開例①〉

　「信仰によって、アブラハムは、自分が財産と

して受け継ぐことになる土地に出て行くように召

しだされると、これに服従し、行き先も知らずに

出発したのです」（ヘブライ11:8）。

　「信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えな

い事実を確認することです（ヘブライ11:1）。

　みんなはドラえもんの道具の中で、何が一番欲

しいですか。先生は子どものころ、タイムマシー

ンに憧れました。未来が見たかった。自分がどん

な人間になっているのか、とても不安で、確認し

たかった。（でも今の先生を見たら、子どもの時

の先生はがっかりするかもしれないね。）未来が

見えないから、いつも僕たちは不安ですね。一秒

後には死んでいるかもしれない。突然の災害、事

故、事件……思いもかけないことが起こる。でも

たった一秒先のことさえ、誰にも分からない。

　でも今、先生はもう不安じゃありません。もし

タイムマシーンを持っていても、もう使いたいと

は思わない。神様を信じているからです。どんな

未来が用意されているのかと考え出すと、今でも

怖くなる時があります。でも神様が共にいてくだ

さいます。私のことを、イエス様を与えてくださっ

たほどに愛してくださった神様が、悪いようにな

さるはずがない。そう信じるから、どれだけ怖く

ても、明日が来て欲しいと望みます。神様が、私

に与えてくださる未来を楽しみにしているので

す。

〈ねらい②〉

　「召しに応える」必要を共に考える。

〈展開例②〉

　「召命」という言葉を知っていますか。英語で

はコーリング、神様から呼ばれるということです。

アブラハムさんは、神様から「ここを出発しなさ

い」と呼び出されましたね。皆さんにも同じよう

に、神様から呼ばれる時が、必ずあります。直接、

神様の声が聞こえるわけではない。聖書を真剣に

読み、牧師の説教を自分のための言葉だと思って

聞いていれば、あなたを呼び出す神様の声がきっ

と聞こえる。

　「わたしの栄光を表しなさい」と神様はみんな

を呼び出しておられます。そして、栄光を表すた

めに、一人ひとりに一番ふさわしい道を用意して

いてくださいます。牧師や宣教師に召される人も

いれば、困っている人や貧しい人のために奉仕す

る仕事に召される人もいる。その他にも、学校の

先生、大工さん、花屋さん、コックさん、サッカー

選手……色んな仕方で、「神様の栄光を表すよう

に」と、一人ひとりが呼び出される。だから、い

つも耳をすましていてください。

〈祈り〉

　神様、アブラハムのように信じる力を私たちに

も与えてください。あなたを信じる、魂の平安を

与えてください。神様、アブラハムのように、あ

なたの声に応える力を私たちにも与えてくださ

い。あなたが用意してくださっている道を、強く

雄雄しく歩んでいくことができますように。
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	 7月9日	 アブラハムの召命	 中学科

〈ねらい〉

　自分への主の召しを覚え、主と共に歩む将来を

期待する。

〈展開例〉

①今日はアブラハムの「召命」のお話。召命とい

う言葉はキリスト教用語。もとの言葉は「呼び

出す」という意味。つまり、アブラハムが神様

に呼び出されたときのお話。

Ｑ .皆は誰に呼び出されて教会に来るようになっ

たんだろう？	教会の友だち？	お父さんやお母

さん？	日曜学校の先生？	アブラハムの場合、

神様に呼び出されて、神様を信じる人生がス

タートした。皆は色々な人を通して教会に来る

ようにけど、それは、そういう人たちをとおし

て、神様が皆を呼んでいるということ。じゃあ、

神様はどんな思いで皆のことを呼び出したんだ

ろう。

②皆が呼び出されたのは、神様が暇だったので、

何となしに声をかけた、と言うのではない。「召

す」っていうのは、国語辞典ではこんな説明。「上

位者が目下の者を呼び寄せること」。王様やら

社長から、用があって呼び出されるようなそん

なイメージ。神様は意味もなく人とかかわろう

とされる方ではない。神様は何か用事があって

君を教会に呼び出した。

③アブラハムはどんなことのために呼び出された

のか。アブラハムには、命令と約束が与えられ

た。命令は「家を離れて」「示す地に行け」と

いうもの（1節）。その理由はアブラハムを祝

福し（2節）、そのアブラハムを経由して世界

中の人々が神様から祝福される（3節）という

もの。

　　一つのコップに水が注がれて、そこから水が

あふれて広がっていく、そんなイメージ。

④皆も同じ。神様はまず、君たちを大切にしたい。

君たちを幸せにしたい。君たちを喜びで満たし

たい。だから、お父さんやお母さん。友だちや

日曜学校の先生をとおして、君たちを教会へと

呼び出した。アブラハムから始まって、様々な

人、様々な時代、様々な国を経由して、神様は

君を呼び出した。神様と一緒に生きる人生をス

タートさせるために。だけど、それだけじゃな

い。神様は君の人生が喜びで満タンになって、

そこから嬉しさが溢れ広がるようにして、君の

周りの人たちのことが祝福されるように望まれ

る。神様は、学校の友だち、家族、教会の人た

ちに、君の喜びが溢れ広がることを望んでおら

れる。

⑤そのためには、ときに神様を知らない人と距離

をつくるように、神様から求められるときもあ

る。慣れ親しんだ生活、人間関係。しかし、神

様は君たちから宝を奪おうとされているわけで

はない。アブラハムは自分の財産をすべて抱え

て旅だった（5節）。神様を一番にする人生の

中で、本当の君の人生、本当の人間関係、こう

したモノはすべて与えられる。人生は旅のよう

なもの。皆も自分の将来をぼんやりと考えてい

るかもしれない。具体的な行き先はそのうちに

神様が教えてくれるだろう。ただ、君たちがど

のような場所を目指して人生を歩むにしろ、一

番に大事なのは、神様に従うということ。神様

と共に、この広い世界を自由に生きていく君た

ちの将来のうえに神様の祝福があるよう祈りた

い。

〈祈り〉

　神様、私たちを呼び出してくださってありがと

うございます。周りの人々に喜びが溢れるように、

また、神様と一緒に生きていくために、毎日の中

で、神様を一番にすることができるようにしてく

ださい。アーメン。
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　旅人アブラムへの神の約束の御言葉は、創世記

12章1節以下と13章14節以下に続いて三回目で

す。「恐れるな、アブラムよ」と主の言葉があり

ました。12章後半からエジプトで妻を妹と偽る

生活、甥のロトとの別れ、周辺の諸部族の戦いに

巻き込まれることなどが続きます。不安定な旅人

アブラムには、内・外から押し寄せる危険や苦々

しい経験がありました。広い土地と多くの子孫を

与えるとの約束（13:14～17）はどうなったので

しょうか。神の約束への疑いもありました。アブ

ラムは老齢の自分たちには子供は与えられないと

思い、しもベエリエゼルが跡を継ぐものと考えま

した。15章は恐れや弱さの中にある人間アブラ

ムにたいして、神の一方的な恩寵あふれる約束が

テーマです。15章の約束も多くの子孫と広い土

地についてでした。子孫については、はじめて夜

空の星にたとえられます。公害のない古代社会に

あっては、満天に輝く星はとても数えることがで

きません。ついに「アブラムは主を信じた」ので

した。そして「主はそれを彼の義と認められた」

のです（15:6）。

　この15章6節は、新約聖書でパウロやヤコブが

信仰義認を語るときに、引き合いに出される御言

葉です（ローマ4:3，9，22，23、ガラテヤ3:6、

ヤコブ2:23）。ヤコブの場合は、ただ信仰によっ

て義と認められたというその信仰は、行いを伴う

ものであると言います。これはパウロの信仰義認

に対立するものではありません。いずれにしても

「義と認められた」というのは「神とのあるべき

関係にある」と、神が認めてくださることです。

このときのアブラムの信仰がどれほど深かったの

かとか、確信に満ちていたのかということは記さ

れてはいません。ただ信じたのです。「信じた」

という言葉は、「アーメン」と語源を等しくする

ものです。真実であると確信する、信頼するなど

の意味があります。神の約束の御言葉をアブラム

はこのとき受け入れ信頼しました。彼は恐れや弱

さに取り囲まれ、自分自身にも周りの状況にも、

より頼むものを持ちませんでした。ただ神の約束

の言葉に信頼するしかなかったのです。私たち信

仰者の行いが生涯にわたって罪の腐敗・汚れのも

とにあるのと同様、私たちの信仰もさまざまの弱

さをもち続けます。ただ真実なことは神の御恵み

です。

　そういうアブラムに、神は約束のより確かな保

証を与えられます。それがアブラムと結ばれた「契

約」（15:18）でした。アブラムに対して初めて「契

約を結んで」と言われましたが、その内容は創世

記12章1節以下や13章14節以下の約束と同じも

のです。ただ未来に実現することの確かさと、契

約実行の保証という点で際だっています。15章

13節の「異邦の国」はエジプト、そこでアブラ

ムの子孫は寄留者となり400年間の奴隷生活を送

ります。出エジプト12章40節には430年とあり

ますが、400年間というのは概数と考えてよいで

しよう。その間、神の約束通りアブラムの子孫は、

天の星のように（15:5）、大地の砂粒（13:16）の

ようになりました。契約実行の保証ということで

は、15章9節以下に記されている奇怪にも思える

儀式に示されました。雌牛、雌山羊、雄羊を二つ

にきり裂き、山鳩と鳩の雛も並べるように言われ

ました。暗闇に覆われた頃、神の臨在の印として

の、煙を吐く炉と燃える松明が二つに裂かれた動

物の間を通り過ぎていきました。これは当時のオ

リエント世界の契約締結の儀式でした。その意味

は動物の間を通る者が、もし契約を破ったならば、

私はこの裂かれた動物のようにされてもよいとい

うことを表すものでした。驚くべきことにそこを

通ったのは、アブラムではなく神ご自身でした。

神の側の一方的な契約に対する誠実さ・真実さの

現れでした。これはなんという驚きでしょうか。

	 （中根汎信）

	 7月16日	 アブラハムの約束	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	15章1～21節
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　聖書にはたびたび「契約」という言葉が出てき

ます。というよりも、「旧約聖書」「新約聖書」の

「約」は「契約」の「約」です。つまり、聖書そ

のものが契約の書物であると言ってよいのです。

　では契約とは何でしょうか。聖書では、契約と

は神さまと人間との愛の交わりを言います。造り

主なる神さまはわたしたち人間を深く愛してくだ

さいます。わたしたちもまた神さまの愛にこたえ

て、神さまを愛して生きています。この愛の関係

そのものを契約の関係と言うのです。

　ただ、よく考えてみると神さまと人間との間に

契約が成り立っていること、すなわち神さまと人

間が出会い、おたがいに交わりを持つことができ

るというのは、不思議なことです。なぜなら、神

さまは人間をはるかに超えておられるからです。

神さまは天におられますが、人間は地にあるから

です。天と地の間は、目もくらむほどにへだたっ

ているはずです。

　それなのに、なぜ神さまと人間との間に契約の

関係が成り立つのでしょうか。その可能性はふた

つです。ひとつは、人間が天高くのぼって、神さ

まと同じところに立つことです。けれども、人間

にそんなことはできっこありません。

　もうひとつの可能性は、神さまのほうで人間の

低さにまでくだってきてくださることです。実は、

神さまはこのことをなさいました。神さまはへり

くだって、低くなられました。それゆえに、人間

との間に契約を結ぶことがおできになったので

す。そして、それは神さまが人間を深く愛してお

られたからこそなのです。

　そのことを、神さまがアブラハムとの間に結ば

れた契約をとおして確かめてみましょう。

　先週も見たように、神さまはアブラハムの子孫

を海辺の砂、空の星のように増やすことを約束し

てくださいました。アブラハムとその子孫を豊か

に祝福し、大いなる国民とするとおっしゃったの

です。これが、神さまがアブラハムとの間に結ば

れた契約の中身です。

　そしてそのとき、アブラハムに次のようにお命

じになりました─三歳の雌牛と雌山羊と雄牛をふ

たつに切り裂きなさい。そして、向かい合わせに

置いておきなさい。

　アブラハムがみ言葉のとおりにすると、神さま

はアブラハムを深い眠りに落とされました。日が

沈み、あたりが暗闇に覆われたころ、突然煙を吐

く炉と燃えるたいまつが現れました。聖書では火

は神さまがそこにおられるということのしるしで

すから、この炉とたいまつは、神さまご自身をあ

らわしています。

　そして、その炉とたいまつとが、アブラハムが

ふたつに切り裂いた動物の間を通り過ぎていった

のです。すなわち神さまが通り過ぎていかれた、

ということです。

　これが神さまがアブラハムとの間に結ばれた契

約のしるしです。不思議だな、どういうことなの

かな、と思うかもしれません。けれども、このし

	 7月16日	 アブラハムの約束	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	15章1～21節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問28

〔単元のねらい〕

　「アブラハム契約」について学ぶ。旧約のアブラハムとの間に契約を結ばれた神は、イエス・キリス

トの父なる神である。恵みの契約において示された神の驚くべきへりくだり、またそこに示されている

神の大いなる愛を心深く覚え、子どもたちとともに神をほめたたえたい。

「神さまのへりくだり」
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るしにはちゃんと意味が込められています。

　つまり、神さまはアブラハムにこのように誓わ

れたのです─アブラハムよ、わたしはあなたを大

いに祝福し、あなたの子孫を増やし、大いなる国

民とすると約束した。わたしはこの約束を必ず果

たす。もしもわたしの側でこの約束を破るような

ことがあったなら、わたしはあなたの手でこの動

物のようにふたつに切り裂かれてもかまわない。

　神さまの驚くべきへりくだりです。そして驚く

べき、人間に対する真実です。このとき、このよ

うに誓われたのは神さまのほうだけで、アブラハ

ムには何も求められませんでした。アブラハムは

深い眠りに落ちていたのですから。

　これほどまでの真実さで、神さまはわたしたち

人間の命と人生とを祝福してくださるのです。そ

れはわたしたちを愛しておられるからです。

　アブラハムとの間に契約を結ばれた神さまの大

いなるへりくだりは、ひとり子のイエスさまをま

ことの人となして世にお遣わしになったことに、

さらに鮮やかに示されています。イエスさまに

あって、まことの神さまはまことの人となられま

した。そして罪人のひとりに数えられ、十字架に

死なれ、三日目に復活されました。それは神さま

がみずからわたしたちの罪を贖い、わたしたちに

永遠の命を与えてくださるためでした。

　神さまはわたしたちへの愛ゆえに、へりくだっ

てわたしたちのところに来てくださいました。わ

たしたちとひとつとなってくださいました。そし

ていつまでもわたしたちとともにいてくださるの

です。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネによる福音書	3章16節

神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。

独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。
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〈ねらい〉

　アブラハムのように、なかなか信じられないと

きでも、神さまの約束を信じて、期待することが

できるように。

〈暗唱聖句〉

　アブラムさんは、「主を信じた」。

〈展開例〉

　今日もアブラムさんと神さまとのお話です。

①「主の言葉に従って旅立ったアブラムさんはカ

ナンというところにつきました。すると神さま

が現れて、「ここが約束の場所だよ」と言われ

ました。アブラムさんは嬉しくて、そこに礼拝

する場所を作りました。

②しかし、そこにはカナン人たちが住んでいたの

で、アブラムさんたちはさらに旅を続けました。

その旅は厳しいものでした。飢饉があったり、

戦争になったり、さらには」さらには一緒に旅

をしていた甥のロトと分かれたりと、心が休ま

るときがありません。

③でも、アブラムさんは神さまに従っていったの

で、まわりの王さまたちからも尊敬され、大金

持ちになりました。

④しかし、そんなアブラムさんには心配している

ことがありました。それは、アブラムさんには

子どももいなかったので、「神さまはわたしを

幸せにすると言ったのに、子供がいなくては財

産がどれだけあったって幸せではない」。アブ

ラムさんはそう考えていました。

⑤ある日、幻の中で神さまが現れてこう言いまし

た。「恐れるな、アブラムよ。私はあなたを守

る盾。あなたをかならず幸せにする」。でも、

アブラムは悲しそうに言いました。「子どもが

いなかったら、どんなにたくさんの財産があっ

ても、わたしは幸せではありません」。

⑥悲しい顔をしているアブラムさんを、神さまは

外に連れ出して言われました。夜の空にはたく

さんの星が輝いています。神さまはやさしくア

ブラムさんに言われました。「アブラム。空を

見てごらん。星がいくつあるか数えられます

か」。アブラムさんは、「いいえ、とても数えら

れないくらいたくさんあります」。「そうだろ。

わたしはあなたに約束する。あなたの子孫はこ

のようにたくさんになる」。

⑦アブラムさんはびっくり。まだ一人も子供がい

ないのに、こんなにたくさんの子孫が生まれる

なんて信じられない。アブラムさんもそう思い

かけました。でもアブラムさんは神さまの約束

を信じました。神さまはそんなアブラムさんを

見て、正しいことだと言って喜んでくださいま

した。

⑧それから、何度も空の星を見るたびに、アブラ

ムさんは神さまの約束を思い出しました。そし

て、いつ神様はお約束をかなえてくださるのだ

ろう。そう思うと毎晩が楽しくなりました。

〈お祈り〉

　アブラムさんの旅を守ってくださってありがと

うございます。アブラムさんは神さまの約束を信

じました。私たちも神さまの約束を信じることが

できるように信仰を与えてください。アーメン。

	 7月16日	 アブラハムの約束	 幼稚科
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	 7月16日	 アブラハムの約束	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様の約束の意味を知り、神様は必ず約束を果

たされるお方であることを感謝する。同時に、私

たちも神様に従う子どもとして歩む。

〈はじめに〉

　日曜学校の奉仕者のために祈りましょう。もし

かしたら、奉仕者がもっと与えられたいと願って

おられる日曜学校もあるのではないでしょうか。

主に祈り求めましょう。主は必ず、必要な新たな

奉仕者を与えてくださいます。共に子どもたちの

ために祈り、教え、救いに導くために労する方が

与えられますように。すでに、共に奉仕している

日曜学校教師の為にもお互いに祈り合い、支え

合っていきましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①アブラハムには子どもはいましたか？

②神様はアブラハムを外に出して空を見るように

言われました。そして、何を数えることができ

るかと言われましたか？

③夜空にある星を全部数えることはできますか？

④神様はアブラハムに星のようなたくさんの何を

お与えになるとお約束されましたか？

⑤アブラハムはその約束を信じましたか？

〈展開例〉

　お友だちとのお約束を毎日私たちはしています

ね。学校でもお約束があります。お家でもあると

思います。どんなものがありますか。もし、その

決めたお約束を守れなかったとしたら、どうしま

すか。何か罰がありますか。

　今日のアブラハムさんは、神様からのお約束が

与えられました。これまでもアブラハムさんは、

まだ見ていないところへのお引越しや大変なこと

がたくさんありました。でもアブラハムさんは神

様を信じてきました。今日の聖書では、普通に考

えたら、絶対無理と思うような出来事、アブラハ

ムさんもサラさんもおじいさんおばあさんになっ

ているのに、これから星の数のようにあなたがた

に子どもを、またその子どもをたくさん与えます

よ、という神様のお約束をアブラハムさんはいた

だいたのです。その神様のお約束に今度もアブラ

ハムさんは「はい」と言って信じました。6節「ア

ブラムは主を信じた」とあります。そして、土地

を与えて子どもに継がせると約束されました。ま

た、そのお約束が本当ですよ、神様は必ずこのお

約束を守りますよ、というしるしを神様の方から、

アブラハムさんに良く分かるように見える形でく

ださいました。神様は人間の本当かな？心配だ

な？	という気持ちをよく分かっておられる方で

すね。

　神様という方は、お約束を必ず守る方であるこ

とに信頼しましょう。何よりもイエス様をお与え

くださったほどに私たちを愛してくださっている

方だからです。

〈お祈り〉

　神様、あなたを賛美します。私たちひとりひと

りを愛してくださりありがとうございます。神様

を信頼する思いを今週も私たちの心のうちにつ

くってください。
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	 7月16日	 アブラハムの約束	 小学科上級

〈ねらい①〉

　神の約束に基礎付けられた、信仰者の希望を伝

える。

〈展開例①〉

　「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリス

トの名によって洗礼を受け、罪を赦していただき

なさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます。

この約束は、あなたがたにも、あなたがたの子供

にも、遠くにいるすべての人にも、つまり、わた

したちの神である主が招いてくださる者ならだれ

にでも、与えられているものなのです」（使徒言

行録2:38～39）。

　私たちは、イエス様を信じるだけで、罪赦され、

永遠の命を与えられます。絶対です。世界中のす

べての人が、そんなこと赦さないって言ったって、

ひっくり返ることはありません。だって神様が、

聖書にはっきりと約束してくださっているからで

す。私たちの希望は、ただ神様の約束にだけあり

ます。天地が崩れ去るときもありましょう。私た

ちの弱い心が、神様を信頼できずに揺れ動くこと

もありましょう。でも神様の約束は絶対に変わり

ません。

　「約束してくださったのは真実な方なのですか

ら、公に言い表した希望を揺るがぬようしっかり

保ちましょう」（ヘブライ10:23）。

〈ねらい②〉

　説教展開例に従い、契約を結んでくださった神

のへりくだりのありがたさを伝える。

〈展開例②〉

　先生の子どもの頃は、友だちと何かを約束する

時に、「絶対？	命かける？」と聞くのが流行って

いました。今でも言いませんか？	いつもは冗談

で、「おう、かけるよ。命かける」って、みんな

軽く言っていました。でもある時、一人の友だち

がとっても深刻なお話をして、その秘密を守って

欲しいとお願いしてきました。そして「絶対？命

かけてくれる？」と聞くのです。その時は、先生

も他の友だちも、「うん、命かける」とは言えま

せんでした。真剣な約束だったからです。

　神様が私たちと結んでくださった約束、つまり

「イエス様を信じる者を救う」という約束は、真

剣な約束の中でも、一番真剣なものです。僕たち

が永遠の救いを得るか、永遠の滅びを味わうかが、

この約束にかかっている。こんな大事な約束。「絶

対、命かける」なんて簡単には言えません。でも

神様は、この約束は絶対だと言われます。それを

証明するために、命かけるどころか、一番大切な

独り子イエス様の命を私たちに差し出してくださ

いました。私たちのために、いと高き神様がそこ

までしてくださったのです。それほどの誠実が込

められた約束なのです。

〈祈り〉

　神様、あなたが命をかけて、救いを約束してく

ださったことに感謝をします。あなたの約束に、

ひたすらより頼んで、いつも恐れず歩むことがで

きますように。
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	 7月16日	 アブラハムの約束	 中学科

〈ねらい〉

　契約に込められた神様の愛に感謝する。

〈展開例〉

①先週はアブラハムの召命から、神様が私たちを

呼び出したのは、私たちを祝福したかったから

だと知った。今日は、神様がどれほどに私たち

を祝福したいと思われているかについて覚えた

い。

Ｑ .先週から「祝福、祝福」と言っているが、皆

は、その意味を知ってるだろうか？	祝福って

どんな意味？「祝福」というのは「神様の愛に

よって恵みを与えられる」という意味。だから

「皆が神様から祝福される」とは「皆が神様の

愛によって恵みを与えられる」ということ。

②小さいときから教会に来ている人は、ひょっと

したら「神様は君を愛している」という言葉に

慣れっこになっているかもしれない。だけど、

本当はこれはあり得ないこと。世界のトップス

ターがいきなり「君と友だちになりたい。その

ために君と友だちになる約束を交わそう」、こ

んなことを言ってきたら君は戸惑うだろう。神

様が君と愛し合う関係を求めているというの

は、それよりも遥かにあり得ないこと。

③今日の説教で神様はアブラハムと契約を結ん

だ、と言われていた（18節）。契約というのは

神様が皆のことを大切にして、接し続ける、と

いう約束。なんで、神様は皆のことを大切にし

ようとするのか。理由なんかない。神様が君と

一緒に生きていこうと決められたから。ただそ

れだけ。トップスターと友だちになるには、君

がどれだけ願ったとしても相手がやって来な

かったら永遠に、相手と知り合いになることは

ない。嵐や AKB48が君たちと友だちになりたい

かどうかは知らないが、神様は人間と一緒に生

きていくことを望まれた。そのためには神様の

方から君たちに近づくしかなかった。そして、

人間と神様が、そんな途方もない関係を持って

いるということの証拠として、契約を下さった。

④これだけでも、あり得ない話だが、これだけじゃ

ない。神様が君たちと一緒に生きていきたいと

いう思いは、その契約の儀式に、これまたあり

得ない形で現わされた（9節～10節。17節朗読）。

これは、当時の習慣で「約束を破ったら自分が

真っ二つにされても仕方ない」という強い誓い

を現わす儀式。神様はこれほどの思いをもって

君たちを祝福することを願っている。そして、

神様は自分の愛する独り子であるイエス様を犠

牲にしてまでも、君たちと一緒に生きて、君た

ちを祝福することを求められた。君たちが教会

で聞き続けている「神様は君を愛している」と

いう言葉は、あり得ない相手のあり得ない歩み

よりとあり得ない思いによって成り立ってい

る、あり得ない約束だということに、驚きと感

謝を覚えたい。

⑤ただ、神様は君たちを幸せにする仕方にこだわ

りを持っている。それは、神様が約束し、相手

がそれを信じて従うというプロセスを踏むこと

（6節）。神様はこういう方法も込みで、君たち

と幸せを満喫することを願われている。「神様

はその独り子をお与えになったほどに君を愛さ

れた。」それは「独り子を信じる君が滅びるこ

となく、永遠の命を得るためである」この驚く

べき愛の約束を信じて、祝福された一週を求め

たい。

〈祈り〉

　約束をくださり、それを守ってくださる神様。

あなたの約束を信じて、あなたの祝福に感謝して

あなたと毎日を過ごせますように。アーメン。
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〈サラの信仰〉

　「イサクが生まれたとき、アブラハムは100歳

であった」（5）。

　このとき、妻のサラは90歳でした（17:17）。

二人とも高齢であったにも関わらず、子供が与え

られたことが強調されています。誰もが信じられ

ない出来事でした。そして、サラも神の約束を聞

いて、嘲笑しました（18:12）。このとき、サラは、

自分の目で判断し、神の力を侮っていました。け

れども、それが実際にアブラハムとサラの間に子

が与えられることにおいて、この嘲笑は、6節以

降の心からの喜びの「笑い（イサク）」へと変化

します。

　「神はわたしに笑いをお与えになった。聞く者

は皆、わたしと笑い（イサク）を共にしてくれる

でしょう」（6）。

　後半の新共同訳を見ると、「聞く者は皆、わた

しと笑いを共にしてくれるでしょう」と、一緒に

なって共にイサクの誕生と成長を祝うように訳さ

れています。しかし、後半の部分を直訳すると、「聞

く者は誰でもわたしのために笑うでしょう」とな

ります。また同時に、「イサクは、わたしのもの」

といった含みもあります。つまり、誰が私たちの

老齢出産を嘲笑しようと、「イサクはわが子であ

る」という意味が含まれており、サラ自身の、こ

の子をどんなことがあっても育てるといった覚悟

が暗示されているということになります。

　アブラハムにお告げがあったとき（18:1～15）、

サラ自身、神の力を疑い、一瞬、信じようとしま

せんでした。これが嘲りの笑いでありました。け

れども、今や神の約束が目に見える形となって、

喜びの笑いとなりました。ここでは、嘲りの笑い

と喜びの笑いが対比されていることに気付きま

す。おそらく、サラは、その事実をよく知った上

で、「今、周囲から嘲笑を受けようとも、それは

かまわない」といった覚悟を示したのでしょう。

また、その中には主に対する悔い改めの思いが

あったと思われます。悔いて、改めてサラの心か

らの喜びが言い表されているのではないでしょう

か。周囲から来る逆境を乗り越えて子を育ててい

く信仰が言い表されていると思われます。

〈主の約束とその祝福〉

　しかし、ここで聖書がとくに強調しているのは、

1、2節です。「主は、約束されたとおりサラを顧み、

……神が約束されていた時期であった」です。

　アブラハムの神である主が、アブラハムとサラ

を憐れんだ。その憐れみ方は、「神が約束したと

おりに」でした。ここでは、主の主権性と恩寵性

が述べられています。また、ここでの「時期」と

は、「時機（機会、チャンス）」という風に言って

もよいかもしれません。そこから、私たちの信じ

る神は、勝手気ままな憐れみをなさるお方ではな

く、その人にとって一番よい仕方で憐れまれる主

なる神であるということを私たちに教えているの

ではないでしょうか。その中で、イサクが誕生し

たのです。アブラハムとサラは高齢であったが、

イサクがこのときに誕生したのは、アブラハムと

サラにとって一番よい時機であったということ。

そのような祝福を与えてくださる主なる神を私た

ちは信じるのです。	 （潮田　祐）

	 7月23日	 イサクの誕生	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	21章1節～8節
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　笑いがとまらない。顔いっぱいに笑みをたたえ

る。あなたとわたしが、お互いにほほ笑みをかわ

す。そんな毎日だったら、そんなおうちだったら、

そんな学校だったら、どんなに幸せでしょう。腹

の底から笑いがわきあがってきて、頭でとめよう

と思っても、どうしてもとめられない。喜びをか

くしておくことができなくて、目尻がさがり、口

元がほころび、鼻歌まで出てきてしまう。嬉しさ

を分かちあいたくて、ほほ笑んでくれる誰かをさ

がしている。ありがとうの気持ちをつたえたくて、

こころからのことばをその人にとどけようとす

る。そんな自分を、そんな相手を、とても大切に

おもえる。そんな温かいあいだがらを、親しいま

じわりを、お互いに敬うきもちを、かけがえのな

いものに感じる。それは……自分の内側に、そし

て相手の内側にも、なくなることのない尊い思い

があるからです。生きたまじわりを生みだす、ほ

んものの笑いがあるからです。

　それがないのは、本当にさびしいものです。な

んとか笑いを造りだそうとします。自分の内側は

からっぽなのに、外側を笑いでかざろうとする。

自分は幸せなのだと自分に思わせるために、誰か

の不幸せを見つけだして、うす笑いを浮かべる。

自分は賢いのだと自分をあざむくために、誰かの

ことをばかにして、あざ笑う。自分は偉いのだと

自分をつくりあげるために、誰かのことを見下げ

て、鼻で笑う。そんなことをしている自分に気が

ついて、にが笑いする。そんな毎日になっていま

せんか。そんなお家や学校になっていませんか。

もしもそうだとしたら、今日の聖書のおはなしを

よく聴いてください。神さまがほんものの笑いを

くださるでしょう。

　「アブラムよ、あなたは生まれ育った土地を去

りなさい。父の家を離れなさい。わたしが示す土

地へ行きなさい。わたしはあなたを祝福して、大

いなる国民とする」。そう仰せになった神さまの

言葉に従って旅立ったとき、アブラムは75歳で

した。「恐れるな、アブラムよ。天を仰いで星を

数えてみるがよい。あなたの子孫はこのようにな

る」。そう仰せになった神さまの約束をアブラム

は信じましたが、その時まだ、彼には子供があり

ませんでした。神さまの示された土地に入ってか

らも、アブラムの妻サライには子供が生まれず、

年月は過ぎてゆきました。

　そんなある日のこと。「アブラムよ、わたしは

全き神である。あなたはわたしに従って、全き人

になりなさい。あなたはアブラムではなく、アブ

ラハムと名乗りなさい。あなたを多くの国民の父

とする。あなたの妻をサライではなく、サラと呼

びなさい。わたしは彼女を祝福し、彼女によって

あなたに男の子を与えよう。彼女はもろもろの国

民の母となる」。そう仰せになった神さまの前に、

アブラハムはひれ伏しました。ところがこのとき

に、彼は笑ったのです。心のなかでつぶやいたの

	 7月23日	 イサクの誕生	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	21章1節～8節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問1

〔単元のねらい〕

　「あなたは多くの国民の父となる」という約束と「男子は割礼を受けよ」という契約を神から告げら

れたアブラハムは、「百歳の男に子供が生まれるだろうか、九十歳の妻に子供が産めるだろうか」と笑っ

た。神はその事実を覚え、約束によって生まれる男子を「イツハク（彼は笑う）」と名付けるよう命じ

られた（創世記17章）。人の不可能を可能になさる神は、苦笑（嘲笑）に支配された者のために笑いを

造られる。しもべの不信仰と主の真実を知らされる笑みである。

「笑いを造りだす神さま」
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です。「100歳の男に子供が生まれるだろうか。

90歳のサラに子供が産めるだろうか。ツァハー

ク！	これが笑わずにいられようか」。アブラハム

のすがたは、神さまを信じて従う姿勢でした。し

かし彼のこころは、神さまのお言葉を笑っていた

のです。この笑いは、戸惑いの笑いでした、疑い

の笑いでした、嘲りの笑いでありました。神さま

はアブラハムのすがただけでなく、こころを見て

おられ、こう仰せになります。「あなたの妻サラは、

あなたとの間に男の子を産む。その子をイツァ

ハーク（彼は笑う）と名づけなさい」。アブラハ

ムが笑ったことを、神さまは見抜かれました。そ

して彼自身そのことを、これからもずっと忘れな

いようにと、神の約束の子の名をイサク（笑い）

とお定めになったのでした。

　ほどなくして、ある暑い日のお昼のこと。三人

の客人がアブラハムの家を訪れます。彼らが神の

み使いとはつゆ知らず、アブラハムとサラは客人

をもてなします。すると彼らはこう告げるのです。

「来年の今ごろ、あなたの妻サラに男の子が生ま

れているでしょう」。それを耳にしたサラは、客

人の顔を避け、ひそかに笑います。「夫はすっか

り老人になってしまいました。私もとっくに子供

を産める望みはなくなってしまいました。ツァ

ハーク！笑うしかありません」。この笑いは、悲

しい笑いです、あきらめの笑いです、絶望の笑い

なのです。するとそのとき、彼らは言うのです。「な

ぜサラは笑ったのか。なぜ年をとった自分に子供

が生まれるはずはないと思ったのか。主なる神に

できないことがあろうか」。サラが笑ったことを、

神のみ使いは見抜きました。しかし彼女を叱るの

ではなく、その悲しみを受け留めてくれたのです。

神にできないことはないのだと励ましてくれたの

です。

　神さまは、アブラハムに約束なさった通り、彼

の妻サラをみこころに留められました。人間には

絶対できないことを、主は成し遂げてくださいま

した。90歳のサラがお腹に子を宿し、100歳のア

ブラハムに男の子を産んだのです。それは、あの

三人の客人、神のみ使いたちが訪れた日から、ちょ

うど一年後のことでした。

　アブラハムは、サラの産んだ男の子をイサク（彼

は笑う）と名づけました。名づけ親は、神さまで

した。一年前、神さまのお言葉を笑ってしまった

ことを想い起こして、アブラハムは胸が痛んだで

しょう。その痛みとともに、腹の底から笑いがこ

み上げてきて、嬉しくてしかたがありませんでし

た。自分の力で得たのでなく、ただ神さまの約束

と祝福によって生まれた、その子を自分の子供と

して与えられたからです。サラは言いました。「神

さまは私のために、笑いを造りだしてくださった

（イサクを与えてくださった）。そう聞く人は笑う

でしょう（イサクをともにしてくれるでしょう）。」

　神さまの祝福とは、こういうことなのです。人

間が自分の能力で子供を得ること、そのことが祝

福なのではありません。そうではなくて、人間に

はとうてい不可能なことを、神さまが可能として

くださる、これこそ祝福なのです。あるいは、し

もべが自分の行いによって主のお約束を実現する

こと、そのことが祝福なのではありません。そう

ではなくて、もはや神の約束を信じるほかに道は

ない、しかしそう信じることさえ笑ってしまうほ

ど難しく悲しい、そんなしもべを主が憐れんでく

ださる、赦してくださる、顧みてくださる、これ

こそ祝福なのです。

　アブラハムとサラを祝福してくださった神さま

は、今ここにいるあなたを祝福してくださいます。

十字架で死んだイエスさまを復活させた神を信じ

るなら、あなたもアブラハムの子供となる。この

約束を神さまが成し遂げてくださるのです。から

笑い、うす笑い、あざ笑い、にが笑い。そんな笑

いに縛られているあなたに、アブラハムの神さま

は、ほんものの笑いを造りだしてくださいます。

あなたを「イツァハーク＝笑い」と名づけてくだ

さるのです。	 （二宮　創）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙	9章8節

肉による子供が神の子供なのではなく、

約束に従って生まれる子供が、子孫と見なされるのです。
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〈ねらい〉

　自分の力ではなく、神さまにはできないことは

ないことを、イサクの誕生物語から知る。

〈暗唱聖句〉

　「神さまにはできないことはない」。

〈展開例〉

①みんなは神さまがアブラムさんにしてくださっ

たお約束のことを覚えていますか？	空のたく

さんの星を見ながら、「あなたの子孫をこの星

のようにたくさんにする」とお約束してくだ

さったのだったね。でもその約束はなかなかか

なえられず、アブラムさんは99歳のおじいさ

んに、サラさんも89歳のおばあさんになって

いました。

②神さまのお約束のことも半分忘れかけていたこ

ろ、神さまはアブラムさんに現れて言われまし

た。「あなたとサラの間に男の子を与えよう」

③しかし、アブラムさんは思いました。「もうす

ぐわたしは100歳に、サラは90歳になろうと言

うのに、そんなことあるわけないじゃないです

か。わたしにはそんな力はありませんよ」。ア

ブラムさんは呆れて、ふっと笑いました。

④しかし、神さまは言われました。「わたしの約

束は必ず実現します。あなたとサラとの間に生

まれた男の子にイサクと名付けなさい」。そう

言われると、天に昇って行かれました。

⑤「本当にそんなことがあるのかな。でも神さま

が約束してくださるのなら、神さまにはできな

いことはない。そう信じよう」。アブラムさん

はそう固く決心しました。

⑥しばらくたって、三人の人がアブラハムさんを

訪ねました。神さまと二人の御使いでした。彼

らのひとりが、「奥さんのサラはどこにいます

か。来年の今頃、サラに男の子が産まれている

でしょう」と言いました。

⑦サラはそれを聞くと、「もうすぐわたしは90歳

に、アブラムは100歳になろうと言うのに、そ

んなことあるわけないじゃないですか。わたし

にはそんな力はありませんよ」。サラさんも呆

れて、ふっと笑いました。

⑧それを見た神さまは言われました。「あなたが

今笑ったのは、自分にはできないと思ったから

でしょう。でも、神さまにはできないことはあ

りません。来年の今頃、確かに男の子が産まれ

ます」。サラは自分が神さまの約束を信じない

で笑ったことが恐ろしくなりました。

⑨それから一年が経って神さまの約束された時期

に、サラに男の子が生まれました。神様の言い

つけどおりに、アブラハムさんは、その子を「イ

サク」と名付けました。

⑩サラは思いました。私は神さまの言われること

を信じないで笑ったのに、神さまは私に笑いを

お与えくださった。神さまにはできないことは

ない。みんないっしょに喜び、笑おう。

〈お祈り〉

　アブラハムさんとサラさんにイサクを与えてく

ださった神さま。あなたにはできないことはあり

ません。わたしたちも自分の力では、神さまを正

しく信じることはできませんが、神さまが私たち

を信じることができるようにしてください。アー

メン。

	 7月23日	 イサクの誕生	 幼稚科
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	 7月23日	 イサクの誕生	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は必ず約束を守られるお方であること信じ

る。神様の祝福について考える。

〈はじめに〉

　いよいよ夏休みが始まりました。子どもたちが

分級のお部屋に入ってくる顔も違うのではないで

しょうか。この夏の子どもたちのスケジュールが

守られ、全ての危険から一人ひとりが守られて元

気に過ごすことが出来るよう祈りましょう。子ど

もたち同志もお互いに誘いあって日曜学校来るこ

とが出来ますように、励ましましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①アブラハムさんとサラさんに生まれた赤ちゃん

の名前は何ですか。

②イサクさんが生まれたとき、アブラハムさんは

何歳でしたか。

③サラさんは、神様はサラさんに何をお与えに

なったと言いましたか。

〈展開例〉

　先週は、神様に従わない人たちを滅ぼしてしま

うという、悲しいお話でしたが、今日は、明るい

お話ですね。神様のアブラハムさんとサラさんに

「子どもを与えるという」お約束は本当でした。

なんと、アブラハムさんは100歳、そしてサラさ

んは90歳というおじいさんとおばあさんになっ

てから、このお約束が実現しました。

　アブラハムさんとサラさんはどんな気持ちで

ずっとずっとこのお約束を待っていたと思います

か。待ちくたびれたり、もうダメかもしれないと

思ったり、神様の方法ではなくて自分たちでこう

したらいいかも？	と一生懸命考えたり、もう忘

れようと思ったことが何度あったでしょう。でも、

神様はこのお約束を忘れていなかったんです。忘

れていないどころか、神様は「この時に」と神様

のご計画がちゃんとあったのですね。私たちは、

まだ見えないことやどんなに考えてもありえない

ことを信じることは難しいけれど、必ず神様はど

んなときにもお約束は守られる方なのです。

　生まれた赤ちゃんの名前はイサクさんでした。

アブラハムさんもサラさんも赤ちゃんが生まれる

ことを聞かされたとき、そんなことがあるでしょ

うか？と思わず笑ってしまいました。イサクさん

の名前の意味は「笑い」ですね。

　私たちはどんな時に笑いますか？	うれしい時、

おかしい時、照れ笑い、苦笑い、いろんな時にみ

んなのお顔はいろんなお顔に変わります。神様を

心から信じて、神様に従っていくとき、悲しい時

も、苦しい時も神様は私たちに笑顔をくださいま

す。私たちには分からないけど、神様は全てご存

知で、この神様について行こうと決心した時、私

たちのお顔はきっと明るいと思います。神様の祝

福を信じて歩める私たちは何と幸いでしょう。

〈お祈り〉

　神様、今日も神様の祝福を私たちにくださって

ありがとうございます。神様の祝福をいただいて、

今日から始まる一週間も笑顔ですごすことが出来

ますように。
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	 7月23日	 イサクの誕生	 小学科上級

〈ねらい〉

　「不信仰の父」でありながら、やはり「信仰の父」

であったアブラハムの信仰にならう。

〈展開例〉

　アブラハムさんは「信仰の父」と呼ばれました。

「神様を信じる」とはどういうことであるか知り

たいなら、この信仰の父を見ればいいのです。で

もアブラハムさんはずっとずっと神様を、ぶれる

ことなく信じ続けることができたのかというとそ

んなことはありません。私たちと同じように、神

様を信じることのできない弱さも持っていまし

た。いくら神様でも、そんなこと不可能だ……と

言ってしまう不信仰を抱えていました。

　創世記17章17節。開いてください、旧約22ペー

ジ。「アブラハムはひれ伏した。しかし笑って、

ひそかに言った。『百歳の男に子どもが生まれる

だろうか。九十歳のサラに子どもが産めるだろう

か』」。

　アブラハムは神から星の数ほどの子孫を祝福さ

れるという約束を与えられていました。でも次第

に年を取り百歳を超えました。でも神はこのよう

な現実にもかかわらず、アブラハムにむかって、

前とまったく同じ約束を繰り返されるのです。そ

れを聞いて思わずアブラハムは笑ったのです。相

手の言うことを「笑う」、これほど失礼なことも

ないでしょう。絶望しきって「そんなこと信じら

れるわけがない」ってあきれてるのですから。神

様に対する最も失礼な態度です。神様は、命をか

けて約束してくださっているのに、笑ってるので

すから。神様への暴言や文句よりも、もっともの

すごいものが、この笑いです。

　そんなアブラハムさん。「信仰の父」というよ

りも、「不信仰の父」のようですね。でも神様は、

そんなアブラハムを祝福してくださいました。そ

してアブラハムは、そんな神様にすべてをお任せ

して歩みました。子どもを与えてくださるという

神の約束など、もうとても信じられない。これま

で神様の言葉をよく聞いて生きてきたけど、全部

無駄だったじゃないかとやけくそになってしまっ

てもおかしくない。でも彼は、決して後ろを向か

なかった。神様から離れようとはしませんでした。

私たちと同じように、信じきれない心を抱えなが

らも、でもそんな自分のままで、神様と共に歩み

続けた。そんなアブラハムだからこそ、「信仰の父」

と呼ばれるのです。

　ローマ4章18節に、このアブラハムのことが書

かれています。「彼は希望するすべもなかったと

きに、なおも望みを抱いて、信じ、『あなたの子

孫はこのようになる』と言われていたとおりに、

多くの民の父となりました」。望むことができな

いのに、なおも望みつつ信じた。それがアブラハ

ムの信仰です。色んな困難や苦しみの前で、「そ

んなの不可能だ」と思わず言ってしまうことはあ

るさ。でもそんな時も、なおイエス様を見上げ、

神様の愛を信じて生きる。そんな私たちに、神様

はアブラハムと同じような祝福を満たしてくださ

います。心からの「笑い」を与えてくださいます。

〈祈り〉

　神様、あなたの真剣な約束を笑ってしまうよう

な、私たちの不信仰を赦してください。どんな時

も、神様とともに生きることができるようにして

ください。どうか、弱い私たちを祝福してくださ

い。
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	 7月23日	 イサクの誕生	 中学科

〈ねらい〉

　不思議な神様の約束への嘲笑を、喜びの笑いに

変えてくださる神様に感謝する。

〈展開例〉

Ｑ .みんなは聖書の約束の中で「それは無理だろ

う」とか「それはあり得ないなあ」と思うこと

はないか？	慣れ親しんでる言葉かもしれない

が「神様が君に永遠の命をくれる」とか「君の

人生はイエス様によって光輝く」とか、冷静に

考えればあり得ない約束を君たちは聞き続けて

来たことと思う。皆は中学生。人によりけりだ

が、小さな頃から聞かされ続けてきたことに疑

問が湧き出すのも自然な年頃。神様が聖書でな

されることは、驚くことが多い。これを素直に

「おぉ！	神様すげえ！」と驚くか、「えぇ?!	そ

れはないだろう？」と驚くかで、神様へ向ける

気持ちはまったく違ったものになる。

①今日の話では「えぇ?!	それはないだろう？」

と神様の約束をどこか小馬鹿にしたアブラハム

と妻サラの姿が記されている。冷静に考えれば

アブラハムの思いはもっとも。もし君たちが「来

年の今頃、あなたの身長は絶対に50cm 伸びる」、

こんな約束をされても、信じられないのが普通。

成長期なら可能性はゼロじゃない。でも、アブ

ラハムが約束されたのは、それよりあり得ない

話。100歳と90歳の夫婦に子どもが与えられる。

そりゃ、当然、鼻で笑いたくもなる。

②しかし、これはどんなことでも実現する力のあ

る神様からすれば失礼な話。神様は、人間が自

分の力では諦めるしかないほどの喜びを与えよ

うとしているのに、恵みの受け取り手である当

の本人が本気で相手をしていない。

③もし、君たちに何か聖書の約束への疑いがある

のだとしたら、それはこの時のアブラハムと似

ているかもしれない。神様の方は君の人生が一

番輝くように準備万端整えて、手ぐすね引いて

君を幸せにしようとしている。それなのに幸せ

をもらうはずの君が神様の約束を本気になって

聞かないなら、こんな失礼なことはないだろう。

④だが、神様の凄いところは、人間が信じること

のできない、笑うしかない冗談みたいな約束を

実現してくださるところ。神様は嘲笑うアブラ

ハムに、子どもの名前は「彼は笑う」としなさ

い、と言われた。神様の本気さを突きつけられ

てアブラハムの乾いた笑いは一気に凍りついた

かもしれない。少なくともサラは恐ろしくなっ

た。神様の約束を小馬鹿にして笑う心を神様は

見逃さない。「冗談かどうか、あなたに思い知

らせてあげよう」。神様はまったくの本気で君

にも同じように言われるに違いない。もし、全

能の神様が君にこう言っているとしたら、君の

笑いもサラと同じように恐れのもとに凍りつか

ないだろうか。サラは、すっとボケる形でだが、

確かにその後の態度を改め、神様の言葉を真剣

に受け止めた。

⑤嘲笑は、神様の言葉にかき消され、神様の言葉

を真剣に受けたサラに待っていたのは喜びの笑

いだった。君の嘲りの笑いも神様は叱られる。

それは、神様が真剣に君に喜びを授けようとし

ているから。この神様の本気をいつでも真剣に

受け止めて感謝できるようあって欲しい。

〈祈り〉

　私たちの疑いを確信と喜びへと変えてくださる

神様。その真剣さに感謝します。私たちもあなた

に対して真剣に応えられますように。アーメン。
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〈アブラハムの信仰は敬虔さからくる〉

　この物語は、アブラハムが息子であるイサクを

神に献げるが、主がそれを止めて、主を礼拝した

という物語です。1節、「神はアブラハムを試さ

れた」という出だしによって、聖書は、この物語

が、アブラハムの「試練」であることをあらかじ

め私たちに明記しています。

　試練とは、人の心の中の隠れたものが何である

かを調べるために試すことであり、苦難や迫害に

よって人を練りきよめること（詩編26:2など）

でもあります。そのため、試練は、信仰の成長に

おいて必要不可欠なものであり、驚き怪しむべき

ではなく（ペトロ一4:12）、この上もない喜びで

あり、幸いである（ヤコブ1:2,12）ことを覚え

るべきです。また、その根拠として、試練につい

て、神が耐えられないような試練にはあわせるこ

とはない（コリント一10:13）とも述べられてい

ます（『新聖書辞典』、いのちのことば社、「試練」

の項目を参照）。

　6節を見ますと、アブラハムは、火と刃物とい

う危険なものはイサクに持たせず、自ら持って行

きます。このような、アブラハムの父としての配

慮の気持ちとそれらを使ってイサクを生け贄にし

なければならない気持ち、その複雑な思いが描か

れています。さらに「二人は一緒に歩いて行った」

という表現によって、その緊張が高められていま

す。7、8節では、親子の対話が書かれていて、

その間の6、8節で「二人は一緒に歩いて行った」

ということで、沈黙から対話へ、そしてまた沈黙

へと、心理的緊張感が高められていることが分か

ります。

　その緊張感の中で、11、12節、天から主の御

使いが現われ、「その子に手を出すな。……あな

たが神を畏れる者であることが、今、分かったか

らだ」という声が聞こえてきます。「今、分かった」

とは、神が分からないでおられ、試して分かった

という意味ではなく、神は知っておられたが、そ

れが明らかになった、証明されたということ、そ

して「神を畏れる者」としてのアブラハムの敬虔

さが現れた、という意味です。つまり、単に神の

存在のみを畏れているということだけではなく、

礼拝や律法などを守って神を畏れているという、

積極的な畏れを意味しています。この信仰の敬虔

の現われを聖書は私たちに示し、メッセージとし

て伝えています。

〈我らの主なる神は必要なものを

	 備えてくださる主である〉

　アブラハムの「焼き尽くす献げ物の小羊は、きっ

と神が備えてくださる」（8）という言葉に対して、

主なる神は、それに応えて「ヤーウェ・イルエ（主

は備えてくださる）」とされました。必ず私たち

に相応しい形で備えてくださる全能の神であるこ

とがここで明らかにされています。そして、「今

日でも『主の山に、備えあり（イエラエ）』と言っ

ている」と語って、ここが後にエルサレム神殿が

建てられた場所（歴代下3:1）であることを暗示

しています。

　ここではアブラハムが敬虔であったから主が備

えてくださったというように結果的にはなってい

ますが、主がアブラハムになされた、アブラハム

に与えられたという神の主権性がたたえられてい

るように思われます。

　アブラハムが敬虔であったから主が備えたとい

う相互互恵ではなく、またここではアブラハムが

主語ではなく、主なる神が主語であり、その中で、

アブラハムを神が憐れんだ、という主権性を聖書

は私たちに伝えています。しかもその神の主権性

は、すべての人にとって益となるような主権性で

あるということを信じることを教えているので

す。	 （潮田　祐）

	 7月30日	 イサクを献げる	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	22章1～19節
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　お誕生日おめでとう。そんなあたたかい言葉を、

いちばんはじめにかけてくれたのは、やはりお母

さん、そしてお父さんでしょう。あなたがこの世

に生まれでるためなら、どんな苦しみや痛みもお

それない。あなたが神さまと人々から愛される人

になるためなら、どんな犠牲をはらってもかまわ

ない、自らの命をさしだしてもおしくない。そん

な、けだかい心によって、あなたは生まれたので

す。そして育つのです。

　命をもらい、お乳をもらい、食べ物をもらう。

生きてゆくために、要るものは与えられ、要らな

いものは取りさられる。求めなくても与えられる

恵みがあり、求めても与えられない恵みもある。

愛されるために、しなければならないことを教え

られ、してはならないことを諭される。しなけれ

ばならないことをせず、してはならないことをし

て、叱られることがあり、懲らしめられることも

ある。こんなふうにして、あなたは養われ、育て

られているのです。

　ときどき、欲しいものをなかなか与えられなく

て悲しくなったり、欲しくないものをいきなり与

えられて困ってしまったり。したいことがいっこ

うに許されなくてウズウズしたり、したくないこ

とをむりやりさせられてイライラしたり。そんな

とき、わたしは愛されているのだろうか。お父さ

ん、お母さんは、わたしを愛しているのだろうか。

そんなふうに、考えこんでしまうこともあります

ね。そんなときこそ、今日の聖書のみことばに耳

をかたむけてください。あなたを養い育てるため

に、お父さんとお母さんを定めてくださった、神

さまのみこころを知ることが大切です。あなたの

親は、神さまのみこころを行う責任があるからで

す。

　アブラムが99歳のとき、主が現れてこう仰せ

になりました。「わたしはまったき神である。あ

なたはわたしに従って、まったき人になりなさい。

あなたはもはや、アブラムではなく、アブラハム

と名のりなさい。あなたを多くのくにたみの父と

するからである。わたしは、あなたとの間に、そ

してあなたの後を継ぐ子たち孫たちとの間に、永

遠の契約を立てる。わたしは、あなたとあなたの

子孫との神となる。あなたがいま旅をしているカ

ナンの土地のすべてを、あなたとあなたの子孫に、

永久の住みかとして与える。このように、わたし

の恵みは確かなのだから、わたしの契約を守りな

さい。あなたとあなたの子孫、そして共に暮らす

人々について、男子はすべて割礼を受けなさい。

それによって、わたしの契約は、あなたの体に記

されて、永遠の契約となる」。

　この約束を聞いたアブラハムは、すでに年老い

ていて、子供はひとりもありませんでした。しか

し神さまは、御自分の約束を果たし、アブラハム

に恵みを与えてくださいました。人間にはとうて

いできないことを、神さまはなしとげてくださっ

	 7月30日	 イサクを献げる	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	22章1～19節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問4

〔単元のねらい〕

　主の真実はしもべに信仰を要求する。神の約束によって生まれた男子は、アブラハムとの契約が真実

であることの証しであった。契約の恵みに与かるアブラハムは、神の御心に従うことを　徹底して求め

られる。神の御前に罪ある人間は死ななければならない。その人間を生かすために、神は代償の死を人

知れず備えておられる。神の備えを予め知らされないまま、その日その時に示される神の御意志に、ひ

たすらに従ってゆく。信仰はそのように鍛えられ、練られる。

「信仰を鍛練する天の父」
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たのです。アブラハムが100歳のとき、90歳の妻

サラは身ごもって、男の子を産んだのです。その

子は、人間のちからで生まれた子ではなく、神さ

まの約束によって生まれた子でした。神さまはそ

の子に、「イツァハーク（彼は笑う）」と名づけま

す。アブラハムもサラも、神さまの途方もない約

束を聞かされて、思わず心のなかで笑ってしまっ

たからです。神さまのみこころは、人間には計り

知れないほどに恵みふかく、とうてい信じられな

いほどに力づよいものなのです。

　しばらくして、神さまは再び語りだされます。

「アブラハムよ」。その声は、よく聞き覚えのある

神さまの声、紛れもない主の呼びかけです。今度

はどんな恵みを与えてくださるのだろう。そんな

期待に胸をふくらませて、アブラハムは返事をし

ます。「はい！」。すると、主なる神さまは、こう

仰せになるのです。「あなたの息子、あなたの愛

する独り子イサクを連れてモリヤの地へ行きなさ

い。わたしが命じる山に登り、わたしを礼拝する

ために、その子を生け贄としてささげなさい。イ

サクをあなたの手で殺し、焼き尽くして、その命

をわたしにささげなさい」。

　信じられないみことばです。アブラハムは息を

のんで、何も言えなくなって、考えこんでしまい

ます。「なぜだ？」。そのひとことが、彼の頭のな

かを駆けめぐります。「いやだ！」。その思いが、

彼の心のなかで暴れだします。そんな彼を見つめ

ながら、神さまは沈黙なさいます。

　「なぜだ？」。アブラハムの混乱は当然です。イ

サクは神の約束の確かさ、神の恵みの揺るぎない

証しだと信じて感謝しているのに、その恵みの契

約を神さまが台無しになさるとは、とても信じら

れないからです。「いやだ！」。アブラハムの抵抗

も無理はありません。独り息子を殺して焼き尽く

すなど、子を持つ親にできるわけがないからです。

しかし、紛れもない主のみことばには、従わなけ

ればならないのです。

　アブラハムは、とにかく主の仰せのとおり、行

動を開始します。薪を拾ってイサクに背負わせ、

自分は刃物と火種を持って、出かけてゆきます。

「お父さん、ささげものの小羊はどこにあるので

すか」。そう問いかけるイサクに、アブラハムは

心かきむしられる思いで答えます。「小羊は神が

備えてくださる」。思いつめた父の表情と言葉に、

息子は何も言えなくなります。いよいよその場所

につき、祭壇を築き、薪を並べ、イサクを縛って、

そこに寝かせます。「100歳の男と90歳の女に子

供を与えてくださった神さまなら、たとえこの子

が死んだとしても、死者の中から生き返らせてく

ださる。神にできないことは何ひとつない」。そ

う信じて、刃物を振り下ろそうとした、その時で

す。「アブラハム！	アブラハム！」。天の御使い

の声です。「その子に手を下すな！	何もするな！	

よく分かった！	あなたは自分の独り息子さえ主

にささげることを惜しまなかった。もうそれでよ

い」。後ろを見ると、木の茂みに一匹の羊が角を

取られているではありませんか。アブラハムは、

神が備えてくださった羊を捕まえ、息子イサクの

命の代わりに、その羊の命をささげて、主を礼拝

したのでした。

　主は、アブラハムの信仰を試されたのです。彼

の息子イサクが神の約束の子であることを忘れさ

せないためです。神の恵みはアブラハムの持ち物

ではなく、神が与えることも奪うこともできると

心に刻ませるためです。たとえ神の恵みの契約に

入れられたアブラハムとその子孫であっても、神

の前に罪ある人間であることに変わりはなく、そ

の報いとして死ななければならない。その事実を

目の当たりにさせるためです。そこで神さまは、

アブラハムとその子孫との永遠の契約を成し遂げ

るために、彼らの命を救うための身代わりの死を、

彼らの知らないところで備えておられる。その恵

みを示すためです。

　あなたの親は、アブラハムと同じ信仰を求めら

れているのです。そしてあなたは、イサクと同じ

従順を求められているのです。	 （二宮　創）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヘブライ人への手紙	12章5,	6節

わが子よ、主の鍛錬を軽んじてはいけない。主から懲らしめられても、力を落としてはいけない。

なぜなら、主は愛する者を鍛え、子として受け入れる者を皆、鞭打たれるからである。
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〈ねらい〉

　主は、私たちの思いを越えて、すべてを備えて

いてくださることを信じる信仰を、イサクの奉献

物語から知る。

〈暗唱聖句〉

　「きっと神さまが備えてくださる」。

〈展開例〉

①アブラハムとサラのたった一人の子供、イサク。

大事な愛する子供、イサク。イサクは大切に育

てられました。家ではいつもイサクを中心にし

て笑いが絶えませんでした。

②そんなある日、神さまがアブラハムさんに声を

かけられました。「私が命じる山に登って、あ

なたの愛するたった一人の息子イサクを犠牲の

献げ物としなさい」。

③アブラハムさんはびっくりしました。だって犠

牲の献げ物ということは、祭壇で命をとるとい

うことだからです。アブラハムさんは苦しみ悲

しみました。「なぜ神さまはそのようなことを

私に命じられるのだろうか。私はどうしたらよ

いのだろうか」。でも、アブラハムさんは決心

しました。「神さまのご命令どおり、年老いた

私にイサクが与えられた。だから今度も神さま

のご命令どおりにしよう」。アブラムさんはす

ぐに旅の支度をして、イサクを連れて山に登り

ました。

④「ねえ、ねえ、お父さん」。「ここにいるよ。私

の子イサクよ」。「山には何をしに行くの」。「礼

拝をしにいくのだよ」。「ふ～ん、だから火と薪

はここにあるのだね。でも犠牲にする小羊がい

ませんよ。ねえ、ねえ、お父さん。どうするの」。

⑤「私の愛する子イサクよ。私たちには分からな

くても、きっと神さまが備えてくださるよ」。

そう言って、二人で並んで歩いていきました

⑥神さまが命じられた場所に着くと、さっそくア

ブラハムさんは祭壇を築き、礼拝をささげる準

備を始めました。そしてイサクを縛って祭壇の

上にのせました。そして刃物をとってイサクに

手をかけようとした、そのとき、

⑦「アブラハム、アブラハム」。神の御使いの声

がしました。「アブラハム、もうよい。あなた

が神さまのことを心から信頼し、その言葉に聞

き従うことがよく分かった」。

⑧見ると、後ろの木の茂みに、一匹の雄羊がいま

した。アブラハムとイサクはその雄羊を犠牲に

して礼拝をささげました。

⑨アブラハムさんはイサクに言いました。「な、

神さまは私たちに必要なものを前もって備えて

くださっていただろ。これからも神さまは私た

ちの必要のすべてを与えてくださるよ」。

〈お祈り〉

　天のおとうさま。あなたは私たちを愛して、い

つも必要なものを与えてくださいます。ときどき

他の人のものが欲しくなったり、自分のものを人

に与えるのが嫌になったりして苦しいですが、ど

うかそのような苦しみから助け出してください。

アーメン。

	 7月30日	 イサクを献げる	 幼稚科
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	 7月30日	 イサクを献げる	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は私たちを愛し、神様の子どもとしてふさ

わしく成長することを願っておられる。神様の言

葉に従う子どもとして歩む力をいただこう。

〈はじめに〉

　この4月から新しく日曜学校の教師としての奉

仕を始めた方もおられるかもしれません。あるい

は、何年も奉仕を続けてこられたベテランの方も

おられるでしょう。数ヶ月続けてみて、難しさや

とまどいを多く感じられているでしょうか。ベテ

ランの先生方に何でも質問しましょう。あなたが、

今感じていることはベテランの方も同じことを感

じて、同じ道をとおって来られたかもしれません。

奉仕者が連絡をよく取り合って、気遣いあうこと

が必要でしょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①神様が、アブラハムよ、と呼びかけたとき、ア

ブラハムさんは何と答えましたか。

②神様は、アブラハムさんにイサクさんを連れて、

どこに行きなさいと言われましたか。

③アブラハムさんは、その通りにしましたか。

〈展開例〉

　アブラハムさんとサラさんに、神様のお約束ど

おりイサクさんが与えられました。イサクさんは、

アブラハムさんとサラさんに大事に愛されて、神

様を心から信じるりっぱな人に成長しました。

　ある夜のことです。神様は、アブラハムさんに、

突然、びっくりするようなことを言われました。

イサクさんを山に連れて行って、殺して、神様に

献げなさい、というのです。アブラハムさんは、

どんなに驚き、どんなに悲しんだことでしょう。

100歳になるまで待って、待ってやっと与えられ

たイサクさんを神様にお献げしなさい、というの

です。でもアブラハムさんは自分の思いではなく、

神様の言われることを一番にしました。これまで

ずっとしてきたように、この時も神様に従いまし

た。嫌だと言ったり、疑ったり、文句言ったりし

なかったんですね。

　アブラハムさんはイサクさんを連れて、モリヤ

の山に三日間かけて登りました。そして、祭壇を

作って、本当にイサクさんを殺そうとした、その

時に、神様の「殺してはいけない」という声を聞

きました。イサクさんはアブラハムさんのもとへ

返されました。

　これは、神様がアブラハムさんを試される出来

事でした。そして、アブラハムさんが神様を心か

ら愛して従う人であることが十分わかりました。

アブラハムさんも神様に十分愛されていることを

知りました。

　私たちも神様から愛されている子どもです。神

様は私たちが「なぜ？」思うことを、時としてな

されることがあります。でも心配いりません。神

様はいじわるな方ではありません。私たちが神様

をもっと知ることができるように、もっと愛する

ことができるようにと成長をお与えくださるので

す。

〈お祈り〉

　神様、神様をいつも信じ、神様の言われること

を一番にできる子どもにしてください。
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	 7月30日	 イサクを献げる	 小学科上級

〈ねらい①〉

　人間的な希望の限界を超えていく、神の救いの

ご計画に信頼して生きる、信仰者の希望を伝える。

〈展開例①〉

　「わたしの思いは、あなたたちの思いと異なり

／わたしの道はあなたたちの道と異なると／主は

言われる。天が地を高く超えているように／わた

しの道は、あなたたちの道を／わたしの思いは／

あなたたちの思いを、高く超えている」（イザヤ

書55:8～9）。

　神様の救いのご計画は、いつも私たちの思いを

はるかに越えています。

　私たち、弱く、目の前のことしか見えない人間

は、困難なことがあるとすぐに希望が見えなく

なって、パニックになります。「どうしてこんな

ことが起こるの？」「なぜわたしだけこんな目に

あうの？」そして、誰もがこう言います。「神様

は何を考えておられるのか……？」

　イサクをささげよと言われたアブラハムさん

も、パニックになったことでしょう。しかし、ア

ブラハムは神様に従うことを選びました。自分に

は今見えない希望の未来を、神様が見ていてくだ

さると信じているからです。私たち以上に私たち

のことを知っていてくださる神様が、いつも私た

ちのために一番よいことを備えてくださるので

す。

〈ねらい②〉

　私たちにとって本当に必要なものは何か、「本

当に大切にすべきもの」は何か、共に考える。

〈展開例②〉

　アブラハムのように、神様にどこまでも従おう

とする中で、自分にとって大切だと思ってきたも

のを失わなければいけない……と覚悟する時が、

私たちにも訪れます。

　例えば、礼拝で日曜日は友だちと遊べない。で

も仲良しの○○くんが、遊べないならもう友だち

じゃないよと誘ってくる。せっかく神様から与え

られた大切な友だちなのに、神様に従おうとする

と、だんだんと遊べなくなって、友だちじゃなく

なっちゃうかもしれない……。そんなことを考え

る時もあるでしょう。（あなたの大切にしている

礼拝を尊重してくれない友だちは、本当の友だち

じゃないと、先生は思うけどね。）

　一番大切なものを失ってまで、神様に従うなん

て……、そんな迷いがあるかもしれません。でも

ね、神様は、あなたにとって本当に一番大切にす

るべきものを失わせることは決してありません。

神様はあなたがそんな犠牲を払うことは、少しも

要求されません。むしろ、犠牲を払ってくださっ

たのは神様のほうです。一番大切な、絶対失いた

くない独り子イエス様を、私たちのためにささげ

てくださったのは神様のほうです。

　この神様が、お前の一番大切なものを捨てろな

んて、絶対に言いません。あなたが本当に大切に

すべきもの、本当にあなたにとって必要なものは、

いつも神様が備えていてくださいます。神様に従

う時に失わねばならないものは、いつも本当には

必要でないものばかりです。時には、一番失いた

くないと思っているものであっても、私の信仰の

成長のために、神様は奪っていかれる時がありま

す。「本当に大切にすべきもの」はなんなのか。

よく考えてみましょう。

〈祈り〉

　神様、私たちのために、必要なすべてのことを

備えてくださるあなたを、もっと信じることがで

きるようにしてください。
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	 7月30日	 イサクを献げる	 中学科

〈ねらい〉

　試練の中で主が備えてくださることを知る。

〈展開例〉

①今日の話はアブラハムの信仰の試練の話。皆は

「試練」という言葉にどんなイメージを持って

いるだろう？「試練」という字は「試して」「練

り上げる」と書く。「練る」とは純粋な金属や

糸を作るために不純物を取り除く作業工程のこ

と。糸の場合は煮込む。金属の場合は火に入れ

る。信仰も、純度の高い信仰となるために、苦

るしいこと、辛いことをとおして、神様に練ら

れることがある。そこでは、神様をまったく信

じきる心が試される。「試される」という感じ

は「こころみる」とも読む。神様はまさに、人

間が苦しみの中で神様に信頼する心を持つこと

ができるように、その心を御覧になるのである。

Ｑ .皆は、神様を信じているという理由で「何で

自分はこんな目にあうのだろう」こんな思いを

したことは無いだろうか？「何で自分の気持ち

を犠牲にして、皆と違う生き方をしなくちゃな

らないんだ」、「神様は『するな』と言うけど、

それでは、自分のやりたいことができなくなる」

というとき。反対に「神様の命令なんか無視す

れば、これができるのに」と思うとき。自分も

そうだったが、中学生というのは反抗期のまっ

さかり。納得のいかないことに悲しみや怒りを

大人以上に感じる時期。

②だからこそ、今日の聖書に目を向ける必要があ

る。皆が葛藤を覚える以上に、アブラハムは苦

しみ悶えたに違いない。イラついたかもしれな

い。悲しんだかもしれない。しかし、彼は「自

分の愛する独り息子を神様に献げる」という、

およそ納得できようもない命令に対してすら、

「たとえ何があっても神様は私の人生を祝福し

てくださるに違いない」と考えた。このような

「神様をまったく信頼する」という信仰を練り

上げられていく。

③神様のくださる試練は、私たちをいじめて楽し

んでいるわけでも、苦しむ様を眺めているので

もない。始めに言ったように神様は、君たちが

神様の命令と何かの間で葛藤するときに、「私

を信頼しろ！」と、君が神様の方を選び取るこ

とができるように強く望んでいる。アブラハム

には契約が与えられていた。「私は彼（イサク）

と契約を立て、彼の子孫のために永遠の契約と

する（17章9節）。」アブラハムは神様の命令と、

自分の思いの間で葛藤した。しかし、最終的に

神様を信頼したアブラハムは、神様が約束どお

りにイサクを生かし、自分を祝福される方であ

ることを思い知ることとなる。

④皆に与えられている契約はイエス様によって結

ばれた新しい契約。神様が独り子を十字架につ

けてまで、君を祝福しようとされる約束である。

色々なものが嘘くさく思える反抗期の毎日の中

で、神様に従うことに苛立ちや迷いを感じる時

に、これだけは信じ続けて欲しい。君のために

愛する子をさえ惜しまない神様は、そのイラつ

きの中で、その戸惑いの中で神様を選び取る君

を、絶対に悪いようにはしない。絶対に裏切ら

ない。神様を選び取る君に、神様は君が納得し

て感謝して喜ぶようなエンディングを確実に備

えていてくださる。

〈祈り〉

　試練の中で祝福の結末を用意し、そこに導いて

くださる神様。心に葛藤を覚えるときに、あなた

を選び取ることができますように。アーメン。
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それは、だまし取るという仕方で行われた。主の

ご計画は必ず実現するが、それが実現してゆくに

当たって、実際に行動する人間の様々な思惑が絡

み合い、策略まで用いて息子と妻が父であり夫で

ある者をだますということすら起こってきた。

　ヤコブはエサウの恨みを買い、逃亡生活に入ら

なければならなくなってしまう（28章以下）。

　だますこと自体は悪であるがゆえに、ヤコブは

その報いを受ける。リベカもヤコブを送り出さな

ければならなかった。この後、ヤコブとリベカの

再会の記事はない。それぞれ、この世の生活では

離別の悲しみと、故郷を離れて人に仕えるという

労苦を忍ばなければならなかった。そして自分も

ラバンにだまされるという経験をすることになっ

た (29:25)。

　しかし、イサクは、ヤコブがだまし取った祝福

だから無効であるとはしなかったし、主ご自身も、

ヤコブを祝福を受け継ぐ者として認められた

(28:14)。故郷を旅立ったヤコブに対して、主は

夢の中でヤコブに祝福の約束をお与えになり、ど

こにいても共にいることと、再び主が故郷に連れ

帰ることを約束してくださった (28:13～15)。

　イサクは、祝福を求めるエサウに対して、その

後の歩みの厳しさを予告する (27:39,	 40)。しか

し、後にヤコブと再会したエサウは、物質的経済

的には恵まれていた (33:9)。ヘブライ書は、イ

サクはエサウのためにも祝福を祈ったと記す

(11:20)。しかしヤコブの受けた祝福は単に物質

的なものではなく、霊的なものであった。エサウ

は「ただ一杯の食物のために長子の権利を譲り渡

した」者であり、彼のようなみだらな俗悪な者に

ならないようにと読者に警告している（同12:16,	

17）。エサウ自身も自分の行いの報いを受けたの

であった。	 （久保田証一）

〈エサウとヤコブの誕生〉

　双子の兄弟エサウとヤコブは、イサクが六十歳

のときに生まれた。彼らの誕生は主がリベカの祈

りに答えてくださった結果であったが、主は兄（エ

サウ）が弟（ヤコブ）に仕えることもリベカに予

告しておられた (25:19～26)。そしてイサクはエ

サウを愛し、リベカはヤコブを愛した (25:28)。

〈祝福のゆくえ〉

　高齢になったイサクは、長子であるエサウに祝

福を与えようとする。祝福は一人に対して、しか

も一度与えられれば取り消されないものとされて

いる。主はイサクに対し、その子孫によって地上

の諸国民はすべて祝福を得る、と約束された

(26:4)。イサクは長子であるエサウ一人に祝福を

与えようとするが、後にヤコブは十二人の息子た

ちそれぞれにふさわしい祝福を与えている

(49:28)。

　イサクは、リベカへの主の約束を聞いていたで

あろうが、祝福自体は長子であり自分の愛するエ

サウに与えたいと願ったのであろう。逆にリベカ

は、兄が弟に仕えるという主の約束があったので、

祝福も弟が受けるものという考えから、何とかし

て愛するヤコブが祝福を受けられるように企んだ

と思われる。アブラハムとサラの場合もそうで

あったが、主に従う夫婦の足並みが揃わない時に、

家庭がどのような状況になるか、という現実を私

たちは見せ付けられる。

　リベカもヤコブも、もしイサクにこのことがわ

かれば、祝福どころか呪いを受けることを承知の

上でこの計画を実行した。

　イサクは、一度は本当にエサウが来たのかどう

かを疑いながらもついにヤコブに祝福を与える。

アブラハムに与えられた祝福の約束が、イサクへ、

そして次の者へと伝えられていくことになるが、

	 8月6日	 ヤコブとエサウ	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	27章1～40節
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　年老いたアブラハムさんに、ようやく与えられ

たイサクさんでしたが、そのイサクさんも、40

歳にしてリベカさんと結婚しました（25:20）。そ

して60歳にして初めての子ども、それも双子の

兄弟が与えられていました（25:26）。兄の名前は

エサウ、弟の名前はヤコブです。生まれてくる時、

弟は兄のかかと（アケブ）をつかんで、先に出て

きたため「ヤコブ（かかと）」と名付けられたの

です。

　二人は大人になり、兄エサウさんは狩人となり、

ヤコブは家の周りで仕事をしていました（25:27）。

父イサクは狩りの獲物が大好きなため兄エサウを

愛していましたが、母リベカは弟ヤコブを愛して

いました。

　ある日のこと、エサウが狩りをして、疲れきっ

て野原から帰って来ました。お腹がすいてペコペ

コです。エサウが家に近づくと、美味しそうなスー

プの匂いがします。ヤコブが赤いスープをつくっ

ていたのです。エサウはヤコブに言います。「ヤ

コブ、もうお腹がすいて死にそうだよ。そのスー

プを食べさせてくれ」。すると、ヤコブはこの時

とばかりに、「いいですよ。けれども一つ条件が

あります。長子の権利を譲ってください」。「いい

よ、今はお腹がすいていて、死にそうなんだ。そ

んなもの譲ってやる」。するとヤコブは、「では、

今すぐ誓ってください」と迫り、兄エサウはすぐ

に誓い、長子の権利を弟ヤコブに譲ってしまいま

した（25:27～34）。

　さて、それからまた年月がたち、父イサクも年

をとり、目がかすんで見えなくなっていました。

そのため、イサクは、今のうちにアブラハムから

与えられた神さまの祝福を、兄エサウに受け継が

せようと思いました。そのため、イサクはエサウ

を呼び、エサウが取ってきた獲物で美味しい料理

を食べさせて欲しいと願い、その後、祝福を与え

ることを約束しました。

　この話を聞いていたリベカは、ヤコブが可愛く、

ヤコブがイサクから祝福を得るべきであると思

い、イサクをだますことにしました。はじめヤコ

ブは、エサウとの違いがイサクに分かり、逆に呪

われるのではないかと怖じ気づきます。しかし、

それでもヤコブは、リベカに言われるまま、エサ

ウを装い、子山羊の毛皮を肌に付けて、イサクの

ところに行きます。

〔単元のねらい〕

　父のイサクに愛され、父の命令に従い、父の祝福を得ようとしている兄エサウ。一方、父の祝福をだ

まし取る弟ヤコブ。人間的な感情において語れば、弟ヤコブの卑怯さと兄エサウへの同情となります。

　しかし、この箇所を説教するにあたって忘れてはならないことは、主の計り知れないご計画と、歴史

に現れる摂理の御業です。そして主のご計画は、私たちにとって祝福に満ちたものです。主の秘められ

た愛が忘れられてはなりません。

　また、エサウへの同情が語られる時、エサウの不信仰（ヘブライ12章14～17節を参照）も確認しな

ければなりません。主が求めておられることは、神である主を愛することと、隣人を自分自身のように

愛することの両方を満たすことであり、信仰によって生きることが疎かになってはならないのです。

「一番大切なもの」

	 8月6日	 ヤコブと工サウ	 説教展開例

	 テキスト	 	 27章1～40節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問13,14,17～19

	 	 	 ウェストミンスター小教理	問11

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白	第5章
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　そしてヤコブは、エサウの声色を真似して、「わ

たしのお父さん」と呼びかけます。イサクは、声

を聞いても、誰なのか分かりません。「誰だ、お

前は」。ヤコブは答えます。「長男のエサウです」。

イサクは信じられません。イサクはエサウに狩り

に行き、獲物を取ってくるように命じましたが、

非常に早かったからであり、エサウの声とは少し

違うかなと思ったのです。そしてイサクは、直接

触るとエサウかどうか分かるはずだと思い、「近

寄りなさい。わたしの子に触って、本当にお前が

息子のエサウかどうか、確かめたい」と語ります。

目が見えなくなっていたイサクは、子山羊の毛皮

を着けているヤコブに気がつかず、エサウだと思

い、もう一度「お前は本当にわたしの子エサウな

のだな」と確認をして、ヤコブが持ってきた料理

を食べ、父イサクは弟ヤコブに祝福を与えました。

リベカとヤコブは、まんまとイサクをだますこと

に成功したのです。

　さて、弟ヤコブが父イサクから祝福を受けると

すぐに、兄エサウが狩りから帰って来て、料理を

作り、イサクのところに持ってきました。イサク

は非常に驚きました。体を震わせます。ヤコブに

だまされたことに気がついたのです。神さまから

与えられた祝福を、すでにヤコブに与えたのであ

り、取り消すことはできませんし、あらためてエ

サウを祝福することもできないのです。エサウは

「わたしにも祝福をください」と願いますが、そ

れはできません。エサウは、ヤコブに、最初は長

子の権利が奪われ、今度は父からの祝福が横取り

されました。「なぜ？	おかしい。ヤコブは卑怯だ」

と思ったことでしょう。

　みなさんも、神さまはなぜ、このようなことを

お許しになるのだろうかと思うでしょう。人を騙

すことは、神さまが禁じておられます。そのため、

父からの祝福を受けたヤコブでしたが、自分の罪

のために、長い間、エサウから逃げて、苦しまな

ければなりませんでした。

　けれども、エサウさんが正しかったのかを考え

なければなりません。神さまは、私たちを救って

くださり、神の子としてくださいました。そして、

神さまは、神の子としてふさわしく生きることを

求めておられます。救い主である神さまに感謝し、

礼拝すること、そして隣人を愛することです。ど

ちらもが神さまが求めておられることであり、大

切なことです。しかしエサウは、神さまから与え

られた長子の権利をおろそかにして、お腹がすい

ただけで、弟に譲ってしまいました。このことは、

神さまの御前に大きな罪です。このことがエサウ

は理解できなかったのです。

　一方、ヤコブのしたことも許されませんが、長

子の権利を得たい、お父さんからの祝福を得たい

という熱心な思いは、神さまからの恵みを大切に

しようという思いから出てきています。神さまに

よって愛され、神さまによって救われているみん

なも、神さまを礼拝し、神さまによる恵みをいっ

ぱいいただくように、熱い思いを持つことが、求

められています。

　神さまは、このような人間の悪いたくらみをも

用いて、神さまの御業を成し遂げられます。主イ

エス・キリストが、私たちの罪の償いのため、十

字架にお架かりくださった。それは、ユダヤ人の

悪いたくらみによってであったことを知っている

でしょう。けれども、そのたくらみをも用いて、

神さまは御業を成し遂げられました。このように、

神さまの御計画が実現することを「摂理」と言い

ます。私たちにとってはなぜだろうと思われるこ

とであっても、神さまにとってはもっとも素晴ら

しいこととして、実現していきます。

　神さまによって愛され、神さまの子として救わ

れている私たちは、神さまを愛し礼拝すること、

そして隣人を愛することが求められています。目

先の楽しみに心が揺さぶられることなく、私たち

にとって本当の喜びである神さまに愛されるため

に、神さまを礼拝し、隣人を愛し続けましょう。

	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヘブライ人への手紙	12章14節

すべての人との平和を、また聖なる生活を追い求めなさい。

聖なる生活を抜きにして、だれも主を見ることはできません。
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〈ねらい〉

　神さまの御心が実現することを知る。

〈暗唱聖句〉

　リベカさんは、「主の御心を尋ねるために出か

けた」。

〈展開例〉

①イサクさんは大きくなってリベカさんと結婚し

ました。二人にはなかなか赤ちゃんができませ

んでしたが、お祈りすると双子の赤ちゃんが与

えられました。リベカはお腹の中の赤ちゃんの

ことで、神さまの御心を尋ねるために出かけま

した。そんなリベカさんに神さまは言われまし

た。「この二人は争うことになる。そして兄が

弟に仕えるようになる」。これが神さまの御心

でした。

②さて、二人のうち、赤くて全身が毛むくじゃら

の兄をエサウと名付け、兄のかかとをつかんで

出てきた弟をヤコブと名付けました。そして二

人は成長し、エサウは野原で狩人になり、ヤコ

ブは天幕の周りの畑で働くようになりました。

③ある日、ヤコブが煮物を料理していると、エサ

ウが疲れて帰ってきて言いました。「お腹がす

いて死にそうだ。それを食べさせてくれ」。「だっ

たら、お兄さんガ受け継ぐはずの神さまから祝

福を受ける権利を譲ってください」。エサウは

あまりにもお腹がすいていたので、そんな権利

くらいどうでも良いやと思いました。そしてパ

ンとレンズ豆をもらう代わりに、神さまの祝福

の権利をヤコブに譲ってしまいました。

④またエサウは、神さまのことを知らない人と結

婚しお父さんとお母さんを悩ましました。

⑤やがてイサクさんは年をとったので、兄のヤコ

ブに神さまの祝福を譲ろうと思いました。「ど

うか私のためにおいしい料理を作っておくれ。

それを食べたら、お前に神さまの祝福を譲ろ

う」。エサウは喜んで狩りに行きました。

⑥さて、それを聞いていた母のリベカさんはこま

りました。エサウは神さまのことを軽く考えて

いるので、きっと家族に災いをもたらすに違い

ない。そこで弟のヤコブに、お兄さんの代わり

に神さまの祝福を受けるように言い、おいしい

料理とエサウの着物を渡し、毛むくじゃらの毛

の代わりに毛皮をつけさせてイサクのもとに送

り出しました。

⑦リベカさんの計画通りに、イサクさんは、エサ

ウだと思って神さまの祝福をヤコブに与えまし

た。ヤコブが立ち去るとすぐ、エサウが帰って

きましたが、もうすでに後のまつりです。エサ

ウには祝福は残っていませんでした。エサウは

悔しがって、ヤコブを憎み、いつか必ず殺して

やるとまで心の中で思うようになりました。イ

サクさんは言いました。「お前はこれから暴力

に頼っていくだろう。しかしやがてお前は弟に

仕えるようになるだろう」。

⑧お兄さんの怒りを知ったヤコブは、すぐに逃げ

ることにしました。その道はとても厳しい道で

す。でも神さまが用意してくださった道を、神

さまの祝福と一緒に歩んで生きます。

〈お祈り〉

　不思議な方法でヤコブに祝福を与えられた神さ

ま。あなたの御心だけが実現します。どうか私た

ちの歩みも神さまの御心にかないますように。

アーメン。

	 8月6日	 ヤコブとエサウ	 幼稚科



─ 65 ─

	 8月6日	 ヤコブとエサウ	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様には、私たちには知り尽くすことができな

いほど大きな救いのご計画があり、そのご計画は

神様の大きな愛の中で実行されることを信じる。

〈はじめに〉

　暑い毎日が続きます。子どもたちは元気に日曜

学校に来ているでしょうか。休みが続いている子

どもはいないでしょうか。来ている子どもたちと

一緒に、分級の少しの時間を割いて、カード・ハ

ガキを書いてみてはいかがでしょう。旅行中のお

友だち、病気のお友だち、家庭の事情で来られな

いお友だち、様々な事情の中に置かれている子ど

もたちを祈りの中で覚えましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①年をとり、目が見えなくなってきたおじいさん

の名前は何ですか。

②上の息子の名前は何ですか。

③エソウの弟の名前は何ですか。

④お母さんのリベカはエソウに「お父さんのとこ

ろにお父さんの大好きな料理を持っていきなさ

い」と言いました。エソウは何と答えましたか。

〈展開例〉

　イサクはリベカと結婚しました。そして双子の

子どもが生まれました。お兄さんのエソウは元気

で野原をかけめぐって、動物を捕まえるのが大好

きでした。弟のヤコブは優しくて畑のお仕事や、

羊のお世話をするのが大好きでした。お父さんの

イサクはエソウを、お母さんのリベカはヤコブを

かわいがりました。

　イサクがすっかり、おじいさんになったある日、

イサクは、エソウを呼んで、「動物をとってきて、

私の好きな料理を作っておくれ。私が死ぬ前にあ

なたを祝福しよう」と言いました。それを聞いた、

お母さんのリベカはこっそりをとヤコブに言いま

した。「私がおいしい料理を作るので、エソウに

なりすまして、持って行きなさい」。ヤコブはエ

ソウのように毛深くみせるために腕や首に動物の

毛皮を巻きつけて、お母さんの言うとおりにしま

した。お父さんはもう目が見えないので、ヤコブ

の腕を触って、エソウだと思ってしまって、ヤコ

ブを祝福しました。ヤコブは長子の権利を自分の

ものにしてしまいました。

　リベカやヤコブはイサクにうそをつきました。

人をだますことは神様は喜ばれません。でも神様

は人のわるだくみや、神様に喜ばれない思いや行

いをも、神様の大きなご計画に用いられることに

私たちは驚きます。私たちも生まれる前から、神

様のご計画の中にあることを覚えましょう。神様

は私たち一人ひとりを用いて、神様の救いのご計

画を進めていかれます。私たちの周りにはまだ神

様を知らない人がたくさんいます。神様が私たち

を祝福してくださっていると同じように、神様を

知らないお友だちや家族が祝福をくださる神様を

知ることが出来るために私たちが用いられますよ

うに祈りましょう。

〈お祈り〉

　今週も神様の祝福の中で歩めますように。
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	 8月6日	 ヤコブとエサウ	 小学科上級

〈ねらい〉

　一連の族長物語の中に、現在の私たちの姿と重

なり合う、悲惨に満ちた罪人の生を見抜く。

〈展開例〉

（第41回全国学生会修養会における吉田隆先生の

講演レジュメより、多く参考にさせていただきま

した。）

　イサクは神様の奇しい導きによってリベカと結

ばれました。そのような麗しい結婚をしたはずな

のに、その夫婦が築いた家庭は、まるで昼ドラマ

でも見ているかのように、ドロドロの家庭崩壊劇

でしたね。（説教において示された聖書物語をな

ぞるだけで十分でしょう）。

　こんなのが、神様を愛するクリスチャンホーム

なの !?	って言いたくなりますね。うちの家はこ

んなことないよ、だって神様を信じる人たちの家

だもん。お父さんだって、お母さんだって、ぼく

だって、わたしだって、こんなにひどくない !!	

本当にその通りならすばらしいですね。でも本当

にそうでしょうか。日曜日だけは、教会でいいかっ

こうしてるけど、おうちに帰ると実は……なんて

ことはありませんか？	パパとママが夫婦ゲンカ

してたり、ぼくたちわたしたちも兄弟ゲンカした

り。あれ？	考えてみると、なんだかヤコブの家

とそっくりだなと思う時もあるのではないでしょ

うか。

○イサク

　お父さんのイサクは、食い物とスポーツのこと

ばかりに夢中の典型的な中年オヤジで、神様を愛

し、家族を愛し、父親として立派に子どもたちを

育て上げることがおろそかだったように思いま

す。家族崩壊の根源は、このあたりにあるようで

す。

○リベカ

　リベカは、夫に愛想をつかして、息子（ヤコブ）

のことばかり溺愛して、息子だけが生きがいに

なっています。こういうお母さんも、今多いです

ね。息子を愛していると言いながら、実際は自分

のエゴイズムを満たしたいだけ。こういう子への

歪んだ愛から、引きこもり、家庭内暴力などの悲

劇に陥ることが、残念ながら多いようです。（子

どもたちの中には、実際にこういう問題に直面し

ている方もいるかもしれません。十分な配慮をお

願いします。）

○エサウ

　単純細胞のマッチョなエサウは、目の前の喜び

だけを追いかける消費型の人間とも言えます。人

生を根源的なところで支えてくれる神様の愛と祝

福よりも、目の前にある快楽のほうを大事にして

しまう。ゲームやケイタイなどで、日々の快楽を

追いかけることに夢中で、またそうしないと置い

ていかれるという悲しい危機感に追われてしまっ

ている、現代っ子に通じます。

○ヤコブ

　ずるがしこいマザコン息子のヤコブは、エゴイ

ズムに満ちた母親に育てられて、同様におぞまし

いまでに自己中心です。目的の実現のためには手

段を選ばず、神の喜ばれないような嘘まで平気で

つきます。「そこまでして神の祝福を自分のもの

にしたい」、それは神への熱心と言えないことは

ないでしょう。でも、歪んだ熱心です。兄弟を愛

することのない者は、本当に神を愛したことには

なりません（ヨハネ一4:20）。

〈祈り〉

　神様、ヤコブの家とそっくりな私たちの罪をお

赦しください。そんな私たちの愚かさまで用いら

れて、救いのご計画を成し遂げられるあなたの御

業の不思議に驚き、あなたを賛美します。
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	 8月6日	 ヤコブとエサウ	 中学科

〈ねらい〉

　神の摂理の内にある人の自由と責任を覚える。

〈展開例〉

①今日は「神様の摂理」についてのお話。聖書は、

ヤコブとエサウの話をとおして、神様は世界に

起こる様々なことを、一つの計画のもとに、実

現される（摂理）ということを教えている。今

日の話の登場人物たち。エサウは神様からの恵

みを軽んじ、ヤコブは兄の恵みをかすめ取り、

リベカはヤコブと共謀し、イサクは祝福の相手

を自分勝手に変更し、と皆、ダメさ丸出しの人

たちであり、スッキリしない人間関係が描かれ

る。だけど、これは信仰者の集まりを示すリア

ルな人間模様ではないだろうか？

②皆は、神様が契約を守られるということをアブ

ラハム物語から続けて聞いてきた。神様が人間

と愛し合って生きる世界、人間同士もまた愛し

合う世界。そんな世界を目指して、神様は皆を

祝福する計画を実現させていく。でも、それは

一人ひとりの個性とか特徴を無視して魔法のよ

うに実現するんじゃない。神様は、人間が善い

ことをしようが、悪いことをしようが、そうし

たものも、ひっくるめてリアルな人間模様が無

くならないように計画を立てておられる。人間

の特徴である自由を壊さないで、神様は計画を

実現させる。もし、正しい人や方法しか神様が

用いられないとしたら、世界で正しい方はイエ

ス様だけ。皆と神様との接点はゼロになってし

まう。神様は人間が悪い思いを抱くことも知っ

た上で、神様のスバラシサを見せてくれる。

③「なーんだ。じゃあ俺らは自由にやってればい

いんだ」。こんな風に思うかもしれない。ある

意味正解。君たちは自由に生きて良い。ただ、

自由というものは責任を伴う。「最後は神様が

良いようにしてくれる。だから結果オーライ」

とはならない。もし君たちが「自由」を「好き

勝手」と勘違いして、神様が嫌がる、神様との

付き合いを無視した、お金や財産だけを求める

人生を生きたとする。君の仕事っぷりで社会は

潤い、社会の福祉事業で弱い人たちが助けられ

ることが起こるかもしれない。君の行動で誰か

が助かるという善い結果が生まれることはあり

得る。だけど、君が神様を無視した事実は変わ

らない。悪いことの結果に善いことが起きたと

しても、それは神様のお手柄。君に突きつけら

れるのは、そのために悪いことを行ったという

事実と責任。

④神様の計画は君たちがどんな失敗をしたとして

も、パーにはならない。だから君たちは「神様

のために何かをしよう！	誰かのために何かを

しよう！」と思うとき、失敗を恐れなくてよい。

皆が失敗しても、神様の計画がこけることは無

い。だけど同時に、できる限り神様が喜ばれる

ような方法を考えて欲しい。神様が喜ばれる道

を気持ちよく選び取ることができること。この

選択の自由こそ、聖書の示す自由です。

⑤ヤコブは神様の恵みを求めた。これは見習いた

い心意気。だけど、その方法は褒められたもの

じゃない。せっかく神様を求めるのならば、イ

エス様がほほ笑んでくださるような、そんな仕

方で、神様が世界中を祝福されるという、壮大

な神様の御計画に参加してもらいたい。

〈祈り〉

　世界を祝福へと導かれる神様。あなたの悲しむ

仕方ではなく、あなたの喜ばれる仕方で、あなた

の祝福を受け、それを広げることができるように

してください。アーメン。
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〈エジプトへ売られたヨセフ（37:12～36）〉

　ある日ヨセフはヤコブの言いつけで、羊を飼っ

ている兄たちの様子を見るために家をあとにした。

ドタンにいた兄たちが遠くからヨセフを見つけた

とき、日ごろから心にあった憎悪が一気に噴出し

た。「あれを殺して、穴の一つに投げ込もう。……

あれの夢がどうなるか、見てやろう」（20）との言

葉から、彼らが、ヨセフの夢が単なる夢ではない

と感じていたこと、またその夢の実現を阻む目的

で殺そうとしたことがわかる。長兄ルベンはヨセ

フを殺す計画に反対した。彼は、ヨセフを彼らの

手から助け出して、父のもとへ帰したかったから

である（22b）。兄たちはヨセフの晴れ着をはぎとり、

穴の中に投げ入れた。彼を奴隷として売ることを

ユダが提案した。それでイシェマエル人によって

エジプトに連れ去られ、ファラオの宮廷の役人、

ポティファルに売られ、彼の奴隷となった。

　兄たちは父ヤコブを欺くために、ヨセフが死ん

だように見せかけようとして、雄山羊を殺して彼

の晴れ着に塗り、家に帰ってヤコブに見せた。ヤ

コブは、ヨセフが野獣にかみ殺されてしまったと

思い、悲しみ嘆いた。この悲しみは、ヨセフがエ

ジプトで生きていることを聞くまで続いたと思わ

れる。ヤコブはかつて兄エサウから長子の特権を

奪うために、子山羊の肉と毛皮で父イサクを欺い

た（27:15～17）。いま彼は雄山羊の血によって息

子たちに欺かれることになる。

　ヤコブの家族間の確執はまさに罪深い人間の姿

そのものである。しかし神は、人間の悪意や小賢

しい知恵を超えて、ご自分のご計画を歴史をとお

して間違いなく遂行される全能者であられる。ヨ

セフは波乱万丈の人生をとおして、器として整え

られていき、神の救いの歴史の中で大きく用いら

れた。私たちも神の御手にゆだね信仰によって歩

むならば、神のご計画のなかで用いていただける。

	 （後藤公子）

〈背景と文脈〉

　ヨセフ物語ほど神の摂理を確信させてくれるも

のはない。創世記37章から50章まではヨセフに

関する記述である（ただし38章にはユダに関す

る記事が挿入されている）。一見、数奇な運命に

翻弄されているかのような生涯であるが、神の摂

理によって支配されていたことが、読み進めてい

くなかで見えてくる。ヨセフはヤコブ（ヨセフの

父）の一族の命を救うための神の器だった。ヤコ

ブは神の契約の民となったイスラエル民族の先祖

であり、この民からメシア、イエス・キリストが

お生まれになった。

　37章は、50章まで続くヨセフ物語の序論であ

り、結論へ向けて伏線が敷かれている箇所である。

〈ヨセフの家庭環境と兄たちの憎しみ（37:1～11）〉

　主人公ヨセフはヤコブとラケルの子であり、彼

には同じ母から生まれた弟ベニヤミンがいた。兄

たちはレア（ラケルの姉）、またラケルの召使ビ

ルハ及びレアの召使ジルパとヤコブの間の子ども

で、ヨセフにとっては異母兄だった。父イスラエ

ル（ヤコブを指す別名）は、ヨセフが年寄り子だっ

たので、彼を兄たちよりもかわいがり、彼には特

別裾の長い晴れ着を作ってやった。これは高貴な

人が着る衣服で、腕の先、また足のくるぶしまで

覆うものだった。ヤコブの偏愛の象徴であったこ

の晴れ着が、異母兄たちの憎しみをかう原因に

なった。複雑な家庭環境と父ヤコブのヨセフに対

する偏愛がこの物語の背景にある。

　ヨセフが見た二つの夢も兄たちの憎しみを増し

た。畑でヨセフの束がまっすぐに立った時、兄た

ちの束がその束の周りに集まってきて、ヨセフの

束にひれ伏した。また太陽と月と十一の星がヨセ

フにひれ伏した。これらが単なる夢ではなく、神

が将来ヤコブの家族に起こることを、夢を通して

啓示されたことは後に明らかになる。

	 8月13日	 売られたヨセフ	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	37章1～36節
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　愛する子どもたち、おはようございます。

　暑い毎日ですが、元気ですか。今週も、みんな

の心と体が神さまによって守られますように。

　ところで、先生は、聖書を読むとき、つくづく

思うことがあります。本当に神さまって、すごい

なあ！と。だって、先生なんか、歳のせいでしょ

うか？　きのう、誰かと約束したことも、今日に

なったら、その約束をもう忘れてしまっているこ

とが多いのです。しかし、神さまは違いますね。

何千年もの昔になさったお約束をちゃんとおぼえ

ていらして、まさかと思うようなことを用いられ

て、お約束を果たされるからです。その一番の例

が、最初の人間アダムさんとエバさんが罪を犯し

て、神さまに背いてしまったすぐ後で、二人を誘

惑した蛇、悪魔を裁かれる中で、お約束してくだ

さったこと、つまり、「お前と女、お前の子孫と

女の子孫の間に／わたしは敵意を置く。彼はお前

の頭を砕き／お前は彼のかかとを砕く」（創世記

3:15）、そうです、全世界の救い主を送るという

お約束ですね。神さまは、何千年とかけて、この

お約束の内容をもっとはっきりとなさって、少し

ずつ実現するようになさったわけです。

　さあ、神さまは、このお約束を実現なさるため

に、世界中のたくさんの人の中から、たった一人、

まずアブラハムさんをお選びになって、そのアブ

ラハムさんからイサクさん、そして、ヤコブさん

へと続く血筋を選ばれました。きょうからは、そ

のヤコブさんの11番目の息子、ヨセフさんのお

話となりますが、実は、神さまは、ヨセフさんの

ひいおじいさんのアブラハムさんにこんなお約束

をなさっておられたのです。「主はアブラムに言

われた。『よく覚えておくがよい。あなたの子孫

は異邦の国で寄留者となり、四百年の間奴隷とし

て仕え、苦しめられるであろう。しかしわたしは、

彼らが奴隷として仕えるその国民を裁く。その後、

彼らは多くの財産を携えて脱出するであろう。あ

なた自身は、長寿を全うして葬られ、安らかに先

祖のもとに行く。ここに戻って来るのは、四代目

の者たちである。それまでは、アモリ人の罪が極

みに達しないからである』」（創世記15:13～16）。

アブラハムさんの子孫が、どこかの国で四百年も

の間奴隷になるというお約束ですが、アブラハム

さんの子孫にとっては、奴隷になることなんか、

とても大変なことで、嫌なことです。しかし、神

さまは、全世界の救い主を送るために絶対に必要

なこととして、このようなお約束をなさったわけ

です。そして、いよいよ、ヨセフさんの時になっ

て、このお約束が実現へと向かうようになったの

です。しかし、誰も、そんなことは夢にも思って

いませんでした。また、私たちも、今朝の聖書箇

所だけを読むならば、そのように話が進んで行く

なんて思うことができません。だって、ここに書

いてあることは、ヨセフさんにとっては、本当に

災難だからです。

	 8月13日	 売られたヨセフ	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	37章1～36節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問11,	13

〔単元のねらい〕

　神様の救いの歴史を子どもたちと共にたどりたい。神様の救いの歴史の中にヨセフ物語、特にヨセフ

の苦難を位置付けると、それは、今日の子どもたちに対してどのようなメッセージを発信するようにな

るのかを考えたい。苦しみは悪であると考えられがちな世の中で、このヨセフ物語の学びを通じて、神

様の子どもに与えられる苦しみが、ついには神様の子どもの救いにとって神様にあって善とされるとい

う摂理の信仰が養われればと願う。

「神さまのお約束が実現するために」
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　ヨセフさんが17歳の時のことでした。ヨセフ

さんのお仕事は、お兄さんたちと一緒に羊のお世

話をすることでした。ところで、ヨセフさんは、

ヤコブさんが歳を取ってから生まれた子どもだっ

たので、お父さんにとてもかわいがられたのでし

た。それで、お兄さんたちは、弟が嫌いでたまり

ませんでした。また、ヨセフさんは、ヨセフさん

で、お兄さんたちのことをお父さんにいちいち告

げ口していましたから、そのことでも、お兄さん

たちは、ヨセフさんのことが嫌いで嫌いでたまら

なかったことでしょう。そんなヨセフさんの態度

からだと、これから起こることは、まったく予想

できない災難ではなく、自分でまいた種が原因と

言えるかも知れませんね。

　ある日、お兄さんたちの憎しみが殺意へと変わ

ることが起こったのです。ヨセフさん、妙な夢を

見ました。畑で、お兄さんたちの束が、ヨセフさ

んの束にひれ伏したり、太陽と月と11の星が、

ヨセフさんにひれ伏したりする夢です。お兄さん

たちは、その夢のことを聞いて、何を意味してい

るのか、ピーンと来ました。お兄さんたちが、そ

ればかりか、お父さん、お母さんも、ヨセフさん

にひれ伏すということです。お兄さんたちは、こ

の夢のことを聞いて、はらわたがにえくりかえる

ようでした。そして、ついにヨセフさんを殺して、

野原の穴に放り込んで、お父さんには、野獣に喰

い殺されたと報告しようと相談しました。しかし、

長男のルベンさん、四男のユダさんは、ヨセフさ

んを殺すことに反対しましたから、ヨセフさんは

殺されずに、生きたまま、野原の穴に放り込まれ

てしまいました。後になって、長男のルベンさん

が、ヨセフさんを穴から助けようとして穴の所に

行ったのですが、もう既にヨセフさんは奴隷とし

て売られて、エジプトに連れて行かれてしまって

いたのでした。

　エジプトへと連れて行かれたヨセフさんは、そ

の後、どうなったのかというと、エジプトの王様

にお仕えするお役人、ポティファルさんの奴隷と

なりました。ポティファルさんは、侍従長ですか

ら、王様にお仕えするお役人の中でも一番偉い人

です。そういう人の奴隷となったわけです。　

　さて、こうして、ヨセフさん、エジプトで、たっ

た一人、奴隷としての生活を始めたのですが、当

然、ヨセフさんは、神さまのお約束のために自分

が用いられているなんて、夢にも思っていません

でした。もしかしたら、お兄さんたちに穴に突き

落とされた時から、「神さま、どうして、一緒に

いてくださるはずのに、わたしを守ってくださら

なかったのですか！」と、神さまに何度も何度も

訴えていたかもしれません。しかし、決して、神

さまは、ヨセフさんから遠く離れてしまわれたわ

けではありませんでした。神さまがヨセフさんと

いつも一緒だったからこそ、お兄さんたちに穴に

突き落とされて、奴隷としてエジプトに連れて行

かれ、エジプトの王様の侍従長ポティファルにお

仕えするようになったのでした。すべては、ヨセ

フさんと一緒におられる神さまのお導きによるこ

とでした。神さまは、ヨセフさんの災難をも、ヨ

セフさん自身にとって、さらにはヨセフさんの家

族のみんなにとって、さらには今の私たちにとっ

て、ためになる善いこととしてくださったのです。

全世界の救い主イエス様を送るために絶対に必要

な準備としてくださったのです。この世界と時間

のすべてをお考えのままにご支配なさる、神さま

を心から賛美しましょう。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 コリントの信徒への手紙	二	1章20節

神の約束は、ことごとくこの方において「然り」となったからです。
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〈ねらい〉

　ドラマチックなヨセフ物語のはじまりです。神

さまがどんな時も守ってくださることを覚えて祈

れたらと思います。

〈暗唱聖句〉

　「父はこう言って、ヨセフのために泣いた」。

〈展開例〉

①ヤコブさんには12人の息子がいました。その

中でもヨセフは年をとってからの子だったの

で、どの兄弟よりもかわいがりました。でも、

兄たちにはそれがとても憎らしく、ヨセフとは

話もしたくないと思っていました。そんなある

日、ヨセフは兄たちに夢の話をしました。

②「兄さん、兄さん。私の夢の話を聞いてくださ

い。畑で私たちが束を結わえていると、突然私

の束が起き上がり、兄さんたちの束がわたしの

束の前に来てひれ伏しました」。それを聞いた

兄たちは、もうかんかんです。「なに、お前が

私たちの王になって、お前にひれ伏すというの

か」。兄たちはヨセフをますます憎みました。

③また別の夢を見たときはヤコブさんにも話をし

ました。「お父さん、太陽と月と11の星が私に

ひれ伏している夢を見ました」。ヤコブさんは、

ヤコブをしかりましたが、このことを心に留め

ました。

④ある日、遠くまで羊の群れを飼っていた兄たち

の様子を知ろうと、ヤコブはヨセフに見てきて

くれと頼みました。ヨセフは言われたとおり、

兄たちのいるところまでやってきました。

⑤「あれはヨセフじゃないか。また我々を馬鹿に

するためにやってきたのか。いっそのこと殺し

てしまおう。そしてあれの夢がどうなるか、見

てやろう。どうだ」。兄たちは相談しました。

⑥しかし、長男のルベンはヨセフを助けようとし

て言いました。「私たちが殺すのはよそう。そ

れより、この井戸の投げ込んでしまったらどう

だ」。他の兄たちもこの意見に賛成しました。

彼らはヨセフがやってくると、服を剥ぎ取り、

井戸の中に投げ込みました。でもルベンは、後

できて助け出そうと思っていたのでした。

⑦しかし、兄たちが食事をしている間に、井戸を

通りかかった商人たちがヨセフを井戸から引き

上げ、エジプトに売り飛ばしてしまったのです。

ルベンはヨセフがいないことに気づくと嘆きま

した。兄弟たちは自分たちのしたことを隠そう

と、ヨセフの服をやぎの血で染めて、父のとこ

ろに持っていって、「この服は多分ヨセフのだ

と思いますけれども、きっと野獣に襲われたの

です」と言いました。

⑧ヤコブは悲しみのあまり自分の着ている服を引

き裂き、「私もあのところへ行く」と言って、

ヨセフのために毎日泣きました。この後、エジ

プトに売られたヨセフさんはどうなってしまう

のでしょうか。またヤコブさんの悲しみはいや

されないのでしょうか。大丈夫。神さまはヨセ

フさんと一緒におられます。それに神さまを信

じる人が悲しんでいるのを神さまは必ずいやし

てくださいます。

〈お祈り〉

　天の神さま。どうかヨセフさんをお守りくださ

い。そして悲しんでいるヤコブさんをお守りくだ

さい。そして私たちもお守りください。アーメン。

	 8月13日	 売られたヨセフ	 幼稚科
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	 8月13日	 売られたヨセフ	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様のご支配に信頼する。

〈はじめに〉

　夏休みも一ヶ月が過ぎました。夏休みの間のこ

のクラスはいかがでしたか？	暑い中での分級の

尊いご奉仕を感謝します。小学校は夏休みがあり

ますが、日曜学校にはお休みはありません。欧米

の教会ではお休みもあったりしますが。教えると

いう奉仕にお休みはありませんが、奉仕者のリフ

レッシュを必要に覚えます。奉仕者同志、祈りに

覚え、支え合い、教え合い、お互いに気遣いあい

ましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①ヨセフは、お父さんヤコブからかわいがられて

いましたか。

②ヨセフさんはどんな服を着ていましたか。

③他の兄弟のお兄さんたちは、ヨセフさんのこと

が好きでしたか。

④それは、なぜでしょうか。

〈展開例〉

　アブラハムさん、イサクさん、そしてヤコブさ

んと旧約のお話がずっと続いています。私たちに

は、聖書が与えられていますから、一人ひとりが

神様からどんな道を歩まされてきたか、全部知る

ことが出来ます。この先、この人にどんなことが

起きるのか、どうしたのか、どんな失敗をしたの

か、どんないいことがあったのか。

　でも、今の私たちは、自分の明日のこと、一週

間先のこと、一年先のこと未来のこと、何が起こ

るのか、自分はどうなるのか確かなことはわかり

ませんね。だから先のことを心配に思ったり、何

でこんなことがあるんだろうと悩んだりします。

　今日のヨセフさんもそうです。ヨセフさんは

17歳でした。みなさんより大きいですね。兄弟

が上に10人、そして弟が一人いたので、全部で

12人でした。でもお父さんヤコブが随分年をとっ

てから生まれたヨセフさんはとてもとてもヤコブ

さんが大切にかわいがっていました。ほかの子ど

もたちを嫌っているわけではありません。でもヨ

セフさんは特別扱いだったのです。当然、上のお

兄さんは面白くありませんよね。いつかいつか、

ヨセフさんをやっつけてやろうと思ってました。

　ある日、ヨセフさんは不思議な夢を見て、その

ことをお兄さんに話しました。その夢の内容は、

お兄さんたちの心をますます怒らせるような内容

で、ヨセフさんにみんながひれ伏すというもので

した。お兄さんたちの怒りは頂点で、とうとう、

殺しはしませんでしたが、ヨセフさんを穴に突き

落として、お父さんにはヨセフさんは動物に襲わ

れたという、うその報告をしました。ヤコブさん

の悲しみはどれほどだったでしょう。

　ヨセフさんは、通りすがりのミディアン人に引

き上げられエジプトに奴隷として売られてしまい

ました。でもヨセフさんはエジプトで一生懸命働

きました。神様なぜこんな目にあうのですか、と

ヨセフさんは悲しい時もあったかもしれません。

でもこれには、深い深い神様の救いのご計画が

あったのです。私たちにはすぐには分からないこ

とでも、すべてご存知の神様が私の神様だという

ことを知りましょう。

〈お祈り〉

　私に神様を信頼する信仰を与えてください。
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	 8月13日	 売られたヨセフ	 小学科上級

〈ねらい①〉

　聖書において、神の摂理を教える最大のテキス

トはヨセフ物語ですが、その「教え」を抽出・精

錬して生み出された箴言の言葉は、子どもたちに

も必ずや深い印象を残すカテキスムです。

〈展開例①〉

　人の歩む道は主の御目の前にある。

　その道を主はすべて計っておられる。

	 （箴言5:21）

　主は御旨にそってすべてのことをされる。

　逆らう者をも災いの日のために造られる。

	 （箴言16:4）

　人間の心は自分の道を計画する。

　主が一歩一歩を備えてくださる。

	 （箴言16:9）

　くじはひざの上に投げるが

　ふさわしい定めはすべて主から与えられる。

	 （箴言16:33）

　人の一歩一歩を定めるのは主である。

　人は自らの道について何を理解していようか。

	 （箴言20:24）

〈ねらい②〉

　「すべてのことに意味がある」と信じて生きる、

信仰者の根源的な幸いを伝える。

〈展開例②〉

　お兄さんたちの悪だくらみによって、エジプト

に連れて行かれてしまったヨセフさん。かわいそ

うだね。エジプトでも色んな大変なことがありま

すが、やがて王様に気に入られてヨセフさんが総

理大臣になっていくという、とってもスケールの

大きなお話が、この後に続きます。でもね、お話

はそれで終りではありません。ヨセフさんの後、

イスラエルの人たちはエジプトに住むようになり

ますが、やがてエジプトのファラオから憎まれて、

奴隷として追い使われて苦しみの叫びをあげま

す。そこに登場するのがモーセです。モーセさん

によってエジプトから脱出するという救いの大き

な物語が続くわけです。さらに言えば、それだけ

じゃないよ。その後カナンの地で、ダビデ王が王

国を築き、そしてそのダビデの家からやがてイエ

ス様という救い主が与えられます。そこが救いの

ご計画のクライマックスです。そう考えると、今

日聞いたお話は、まだまだ始まりの始まりだね。

　でもこの始まりの始まりからもうすでに、神様

はすべてのことを考えつくして用意しておられま

した。お兄さんたちの悪だくらみによってヨセフ

さんはエジプトに連れて行かれてしまいました

が、でもこの出来事がなければ、その後の大きな

物語は起こらないのですね。それは偶然ではなく、

神様が定めておられたことです。

　このヨセフ物語には神様が直接登場なさること

はありません。でもその大きな手がすべてを包ん

でいます。私たちの人生にも、神様が直接登場な

さって、言葉を与えてくださることなどまずあり

ません。でもいつでも神様は、私たちを見ていて

くださって、すべてを用意していてくださいます。

私たちの人生に起こるすべてのことには意味があ

ります。その意味は、神様が知っておられます。

私たちの思いをこえて、神様は、終りの時の神の

国の完成に向けて、大きな救いの物語を進めてお

られます。そのために必要な一つひとつのことを、

私たちのために定めてくださっています。ヨセフ

が味わったような、痛みや辛さを味わうこともあ

るでしょう。でもすべては、大きな物語の完成（私

たちの救いの完成）のために、意味のあることな

のです。

〈祈り〉

　神様、あなたのもとで、すべてのことに意味が

あると信じる幸いを、もっと教えてください。
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	 8月13日	 売られたヨセフ	 中学科

〈ねらい〉

　歴史を支配される神様の摂理のスケールの大き

さを覚える。

〈展開例〉

Ｑ .皆は「自分は一体、何をするために生まれて

来たんだろう」、こんな疑問を感じたことはな

いだろうか。思春期というのは、こういうでっ

かい謎が気になったりする時期だと思う。むし

ろ、自分の一生について時間をかけて考えられ

る今の時期に思う存分考えて欲しい。みんなは

中学生なりに色んなことをしながら自分を探し

ていると思う。学校の課題。塾のノルマ。部活

に習いこと。恋愛、友だち。色々あると思うが、

じゃあ、君は勉強するために生まれて来たの

か？	部活をするために生まれて来たのか？習

い事をするために生まれて来たのか？	恋愛の

ために生まれて来たのか。抱えているモノは人

それぞれ。とはいえ、今の君たちはまだ何者で

もないように感じるかもしれない。

①今日から始まったヨセフ物語には様々な人たち

が登場するが、神様はそうした色々な人の、色々

な人生を用いて、神様が約束を実現されていく

様をヨセフの人生に現わされる。アブラハム、

イサク、ヤコブ、ヨセフ、そして、これらの人

たちと一緒の時代を生きた数限りない人たち。

こうした人たちがそれぞれに生きて、神様の約

束が少しずつ実現してく。神様はこういう仕方

で、一人の一生だけでなく、世界が始まってか

ら完成するまでの「歴史」というめちゃめちゃ

規模のでかいモノを、御自分の計画に従って整

えて、導いていく。そんな中で君たちは何のた

めに生まれてきたのか。具体的な形はこれから

少しずつ形づくれば良い。ただ、今日覚えて欲

しいのは君の人生には間違いなく「何かのため」

という目的と意味があるということ。そして、

いつかその目的のために存分に力を発揮するた

めに、皆の「今」には図りきれない意味がある。

②ヨセフは一見、苦しみのどん底のような人生を

送る。家族との別離。兄弟からの憎悪。奴隷と

いう束縛。しかし、ヨセフの苦しみは自分の一

族すべて、さらにはエジプトという当時のトッ

プ大国全体を救いへと導くために必要な苦しみ

であった。ヨセフの若い時の苦しみは、ヨセフ

自身の未来のため、エジプトという大きな社会

が祝福されるため、そして、ヨセフの後の人々

の救いという今後の歴史のため、その歴史を導

かれる神様のために無くてはならないもので

あった。

③君が何をするために生まれて来たのか。それは

他人にはわからない。でも、君の人生はヨセフ

を導き、歴史を導く神様の愛の眼差しの内にあ

る。君は自分のためだけに生まれて来たわけ

じゃない。君は、社会のためだけに生まれて来

たわけじゃない。君は神様が世界を祝福へと導

くその立役者となるために生まれて来た。君は

たまたま生まれた、いてもいなくても同じな、

そんな空しい存在ではない。君が生まれるのは、

この時代の、この国でなくてはならなかった。

　　君は世界や社会の中でちっぽけな存在ではな

い。君は広大な世界と壮大な歴史を舞台に飛び

回る神様が選び出したメインキャストである。

神様の目線で自分を見つめるとき、自分という

存在は、自分が思う以上にかけがえのない存在

であるということを覚えて欲しい。

〈祈り〉

　世界と時間を導く神様、あなたの創られるこの

世界で生きられることを感謝します。アーメン。
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れることを、ファラオに告げるものであり、ふた

つの夢の意味は同じであること、また神がそれを

間もなく起こそうと決定されていることを告げ

た。それは7年の豊作のあとに7年の飢饉の年が

来ることの予言であり、ヨセフはその対策として

何をなすべきかファラオに進言した。

〈宰相になったヨセフ（41:37～44）〉

　ファラオはヨセフに神の霊が宿っていることを

認め、彼をエジプト国民のもっとも上に立つ宰相

として任命した。ファラオの言葉、「お前の許し

なしには、このエジプト全国で、だれも、手足を

上げてはならない」（44）は、ヨセフが王の次の

位の支配者であり、すべての国民を治める者とさ

れたことを示唆する。囚人の身分だったヨセフは、

神の時が来た時、神によって引き上げられた。そ

のことが、父ヤコブの一族を救うために、神が用

意された道であったことが、42章以下の記事か

らわかる。

　ヨセフの人生の中で、神は彼に伴い、恵みを与

えられた。神はポティファルの奴隷となったヨセ

フと共におられ、その祝福は彼のゆえにポテファ

ルの家、財産にも及んだ（39:2～5）。また神は、

無実の罪によって投獄されたヨセフと共におら

れ、恵みを与え、監守長の目にかなうように導か

れた（39:21）。

　そのように、神はヨセフと共におられ、彼の人

生を導かれた。ヨセフの夢の解き明かしを聞いた

ファラオは、「このように神の霊が宿っている人

はほかにあるだろうか」と感嘆している（41:38）。

ヨセフは自分の境遇を恨むことなく、神を信じ、

そのような環境の中で彼を導いておられる神に自

分自身をゆだねた。神はヨセフと共におられ、祝

福され、またその祝福は、周囲の人々にも及んだ

のである。神は彼を神の救済史のなかで用いられ

たばかりでなく、異教の地でご自身の証人として

も用いられた。	 （後藤公子）

〈背景と文脈〉

　神は、ポティファルに仕えるヨセフと共におら

れ、彼の働きを祝福された。しかしヨセフは、ポ

ティファルの妻の誘惑を退けたことから、新しい

試練にあう。妻の偽りの言葉を信じたポティファ

ルは、ヨセフを捕えて、王の囚人のための監獄に

彼を入れた。しかし主はヨセフと共におられ、恵

みを与えられたので、ヨセフは監守長の信任を得

た。

　この後、ファラオの給仕役の長と料理役の長が

王に過ちを犯し、ヨセフのいた獄に投獄された。

二人はそれぞれ夢を見たが、その意味を理解でき

ないでいた。ヨセフは彼らの夢を解き明かし、そ

れが現実になった。彼は、職に復帰することになっ

た給仕役の長に、無実の罪で投獄されていること

をファラオに告げ、解放されるよう取り計らって

ほしい、と依頼した。しかし、給仕役の長はその

ヨセフの願いを忘れてしまった。そのため、その

後2年、彼はなお囚人として獄で生活する。しか

し、これが神の摂理だったことが、今日の箇所か

ら明らかになる。

〈ファラオの夢を解くヨセフ（41:1～36）〉

　ヨセフが給仕役の長の夢を解いたその2年後、

ファラオはふたつの夢を見た。やせ細った七頭の

雌牛が、よく肥えた七頭の雌牛を食い尽した。ま

た、実の入っていない干からびた七つの穂が、太っ

て実の入った七つの穂をのみ込んでしまった。こ

れらの夢を見たファラオはひどく胸が騒ぎ、エジ

プト中の魔術師と賢者をすべて呼び集め、解き明

かしを求めたが、誰にもそれができなかった。

　そのとき、給仕役の長は、ヨセフがかつて獄中

で、彼と料理役の長の夢を解き、その通りになっ

たことを思い出し、ファラオに彼のことを告げた。

ヨセフは獄から連れ出され、ファラオの前に出た。

神の時が来た。

　王はふたつの夢をヨセフに話した。ヨセフは、

王が見た夢は、神がこれからなさろうとしておら

	 8月20日	 総理大臣になったヨセフ	 聖書研究

	 テテキスト	 創世記	41章1～44節
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　愛する子どもたち、おはようございます。

　毎日暑い日が続いていますが、森や林では、ツ

クツクボウシが鳴くようになりました。先生は、

みんなみたいに小学生の頃、ツクツクボウシが鳴

くようになると、ツクツクボウシが「夏休みもも

うすぐ終わりだから、宿題頑張って！」と言って

いるように聞こえて、ちょっとあせったものです。

みんなは、どうですか。

　さあ、この夏休みは、元気に過ごせましたか。

もしかしたら、クーラーかけっぱなしで寝て、寝

冷えしゃったことがあったかも知れませんね。そ

して、何日間か、高い熱が出て、苦しい思いをし

たかも知れません。そんな病気の時、みんなは、

どう思うでしょうか。確かにクーラーかけっぱな

しが原因で、体をこわしてしまったわけだけれど、

神さまが見捨てられたので、病気になっちゃった

のかな？　それで、苦しい思いをしているのか

な？と思ったことないでしょうか。神さまが、ど

こかに行ってしまわれたので、病気になったので

しょうか。きょうは、たとえば、病気で苦しい時

とか、神さまは、どこにおられるのかをヨセフさ

んのお話から考えてみましょう。

　ヨセフさん、お兄さんたちに嫌われて、遠い遠

いエジプトの国へと奴隷として売られて連れて行

かれました。そして、エジプトの王様にお仕えす

る侍従長、ポティファルさんの奴隷として働くこ

とになりました。ヨセフさんは、もしかしたら、

お兄さんたちに穴に突き落とされた時から、「神

さま、どうして、一緒にいてくださるはずなのに、

わたしを守ってくださらなかったのですか！」と、

神さまに何度も何度も訴えていたかも知れません

ね。しかし、神さまは、ヨセフさんから、ひとと

きも離れられることなく、いつも一緒だったので

す。創世記の第39章には、そのことが繰り返し

書いてあります。たとえば、「主がヨセフと共に

おられたので、彼はうまく事を運んだ。彼はエジ

プト人の主人の家にいた。主が共におられ、主が

彼のすることをすべてうまく計らわれるのを見た

主人は、ヨセフに目をかけて身近に仕えさせ、家

の管理をゆだね、財産をすべて彼の手に任せた」

（39:2～4）。「しかし、主がヨセフと共におられ、

恵みを施し、監守長の目にかなうように導かれた

ので、監守長は監獄にいる囚人を皆、ヨセフの手

にゆだね、獄中の人のすることはすべてヨセフが

取りしきるようになった。監守長は、ヨセフの手

にゆだねたことには、一切目を配らなくてもよ

かった。主がヨセフと共におられ、ヨセフがする

ことを主がうまく計らわれたからである」（39:21

～23）。神さまがいつもヨセフさんと一緒だった

ので、ヨセフさんだけでなく、ポティファルさん

の家も豊かに祝福されたのでした。それで、まず、

ヨセフさんは、ポティファルさんの家のことを何

でも任せられました。ところで、ヨセフさんは、

とてもイケメンだったようです。ある日、ポティ

ファルさんの奥さんがヨセフさんを誘惑しまし

た。しかし、神さまが一緒でしたから、それを退

〔単元のねらい〕

　神様がどんな時もヨセフと共におられた、このインマヌエルから、神様の豊かな祝福がヨセフ自身は

もちろん、周りの未信者の人々にも及ぼされていた事実を教えたい。子どもたちが、この事実を知るこ

とで、神様の子どもとされている自分の存在意義をいよいよおぼえて、日々、勇気をもって歩めればと

願う。

「神さまはどんな時も一緒」

	 8月20日	 総理大臣になったヨセフ	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	41章1～44節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問14
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けることができましたが、ポティファルさんに誤

解されてしまい、牢屋に入れられてしまったので

す。それでも、神さまがヨセフさんと一緒だった

ので、牢屋でも、牢屋を見張るお役人から、牢屋

のことをすべて任せられました。その次の第40

章には、神さまがヨセフさんといつも一緒だった

ので、ヨセフさんが、人の見た夢の意味がわかる

ようになったことが書いてあります。それで、王

様のご機嫌を損ねるようなことをしでかして、同

じ牢屋に入れられた給仕長と料理長の夢の意味を

教えます。それぞれの夢は、三日後に給仕長は許

されて元のお仕事に戻るけれども、料理長は許さ

れずに死刑にされるといった意味でした。実際、

三日後にその通りになったのですが、ヨセフさん

は、給仕長に、その通りになって幸せになった時

には、私のことを思い出して、王様に牢屋から出

すように取り計らってくださいとお願いしまし

た。ところが、給仕長は、つい、ヨセフさんのこ

とを忘れてしまったのです。

　それから、二年が経った様子です。王様が奇妙

な夢を見ました。突然、川から、太った七頭の雌

牛が上がって来て、岸辺で草を食べ始めるのです。

そうしたら、やせた七頭の雌牛が上がって来て、

さっきの太った七頭の雌牛を食べてしまいます。

また、こんな奇妙な夢も見ました。一本の茎から

豊かに実を結んだ七本の穂が生えて来たのです。

そうしたら、実のない、ひからびた七本の穂が生

えて来て、さっきの豊かに実を結んだ七本の穂を

飲み込んでしまったのです。王様は、国中の魔術

師なんかに、夢の意味を問いましたが、誰ひとり

分かりません。すると、給仕長が、ヨセフさんの

ことを思い出して、王様に、どんな夢でもその意

味がわかるヘブライ人が牢屋にいることを告げま

した。早速、王様は、ヨセフさんを牢屋から出し

て、連れて来させ、夢の意味を問います。すると、

ヨセフさん、一緒にいてくださる神さまが教えて

くださったこととして、その夢の意味を教えます。

その奇妙な夢は、エジプトの国中に七年間もたら

される豊作と、それに続く七年間、国中を襲う飢

饉のことだったのです。そして、ヨセフさんは、

王様に七年間の飢饉に備えるために、食べ物を七

年分蓄えるようにアドヴァイスもしたのです。

　王様は、ヨセフさんのことがたいそう気に入っ

て、ヨセフさんをエジプトの国のナンバーツー、

総理大臣にしたのでした。最初、野原の穴に、お

兄さんたちによって突き落とされた時には、真っ

暗な中で、これからどうなるのだろう？神さまは

どこに行ってしまわれたのだろう？と思ったに違

いありません。そして、ヨセフさんは奴隷として

エジプトに連れて行かれましたが、神さまは決し

てヨセフさんから離れることなく、いつも一緒に

おられました。そして、たとえ牢屋に入れられて

も一緒におられて、ついにヨセフさんをエジプト

の国の総理大臣になるようにお導きくださったの

です。

　このように神さまは、たとえば病気で苦しい時

も一緒にいてくださいます。悲しい時、つらい時

も、神さまは一緒です。苦しい時、悲しい時、つ

らい時ばかりではありません。楽しい時も、いや

いや普通の時も、神さまは一緒にいて私たちを祝

福してくださいます。私たちだけでなく、私たち

の周りの人たち、お友だちも祝福してくださいま

す。今週も、いつも、神さまは一緒。どんな時も

一緒にいてくださる神さまに信頼し、感謝して生

活しましょう。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記	39章2節

主がヨセフと共におられたので、彼はうまく事を運んだ。



─ 78 ─

〈ねらい〉

　困難にあっても、自分の力ではなく神さまが道

を開いて下さることを信じられるように。

〈暗唱聖句〉

　「わたしではありません。神さまが王さまの幸

いついて告げられるのです」。

〈展開例〉

①エジプトに売られていったヨセフは、なんと無

実の罪で牢屋に入れられました。神さまはもう

ヨセフを見捨てられたのでしょうか。そうでは

ありません。神さまは牢屋の中でもヨセフさん

とともにおられ、そこから素晴らしい道を用意

してくださっているのです。

②ある日、エジプトの王さまの給仕役と料理役が、

王さまに怒られて牢屋に入れられました。二人

はこの後どうなってしまうのか心配でたまりま

せん。そして二人は同じ夜に夢を見ました。給

仕役の夢はこうです。

③一本のぶどうの木に三本のつるがあり、それが

すくすく大きくなって、ぶどうが取れました。

私はそれを王さまの杯に注ぎました。ヨセフは

それを聞いて解き明かしをしました。「三日た

てば、あなたは元の仕事に戻ることができます。

そのときは、どうか私のことも思い出してくだ

さい」。

④三日後、ヨセフの解き明かしたとおり給仕役は

解放されました。でもヨセフのことは、すっか

り忘れてしまいました。

⑤それから、二年たちました。今度は王さまが夢

を見ました。「誰か、私の夢を解き明かしてく

れる者はいないだろうか。エジプト中の魔術師

と賢者を集めて聞いたが、誰にも分からなかっ

た。ああ、こまった。心がさわぐ。きっと何か

大切な知らせに違いないのに」。それを聞いた、

あの給仕役はヨセフのことを思い出して、「きっ

と、ヨセフなら分かります」と王さまに言いま

した。

⑥早速、ヨセフは王さまの前に出されました。「お

前は夢を解き明かすことができるそうだな」。

王さまが尋ねますと、ヨセフは「私ではありま

せん。神さまが王さまの幸せのために告げられ

るのです」。王さまは安心して夢のことを話し

始めました。

⑨「ナイル川のほとりに七頭のよく太った牛が上

がってきた後、七頭の醜いやせた牛が上がって

きて、最初の太った七頭を食べてしまった。ま

た、一本の茎から七つのよく実の入った穂が出

てきた後、やせて干からびた七つの穂が出てき

て、よく実った七つの穂を飲み込んでしまった。

この意味を告げるものが誰もいないのだ。おま

えには分かるか？」ヨセフは答えて言いました。

「七頭の太った牛と七つのよく実った穂は、エ

ジプトの国に7年間の大豊作があることを表

し、七頭のやせた牛と七つの干からびた穂は、

その後に起こる大飢饉を表しています。だから

最初の七年間の豊作の時に食べ物を蓄えておけ

ば、後の七年間の飢饉の時も、エジプトでは誰

も困ることはありません」。

⑩王さまは驚きながら、「ヨセフほど神さまの霊

が宿っている人は他にいない。こんなに神さま

に守られている者がエジプトのために働いてく

れれば、この国は神さまに守られることになる

であろう」と言って、ヨセフを総理大臣に任命

しました。そしてヨセフによって大飢饉のとき

も国中の人が守られました。でもヨセフはこう

言うでしょう。「私ではなく、神さまがすべて

の人の幸せのために告げられたのです」。

〈お祈り〉

　苦しい時も、いつも一緒にいて守ってくださる

神さま。すべての人が幸せのために告げられた聖

書の言葉を私にもっと教えてください。そしてす

べての人が幸せになりますように、お守りくださ

い。アーメン。

	 8月20日	 総理大臣になったヨセフ	 幼稚科



─ 79 ─

	 8月20日	 総理大臣になったヨセフ	 小学科下級

〈ねらい〉

　どんな時も共におられる神様を覚え、自分だけ

でなく周りのためにも祈ることができる子どもに

なりたい。

〈はじめに〉

　いよいよ夏休みも数日で終わってしまいます。

すでに学校が始まっている子どもたちもいるかも

しれません。子どもたちの様子はいかがでしょう

か。宿題に追われていたり、緊張や不安があった

りするかもしれません。子どもたちの心のうちを

聞く時間ももちましょう。そして、全てを神様に

委ねて安心してこの一週間をすごすことができる

よう共に祈りましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①誰が夢を見ましたか。

②最初に川から上がってきた雌牛は、太っていま

したか。やせていましたか。

③次に来た雌牛はどうでしたか。

④醜い、やせた雌牛はどうなりましたか。

〈展開例〉

　ヨセフさんのお話が続きます。お父さんに愛さ

れていたのに、兄弟からは嫌われていたヨセフさ

んは、悲しい思いをしましたね。お兄さんたちに

見捨てられ、遠い国に奴隷として連れて行かれま

した。家族から離れてしまって一人ぼっちになっ

てしまいました。でもそんなヨセフさんのそばか

ら離れないでずっと一緒にいてくださった方、神

様がおられました。どんな時も一緒にいてくださ

いました。この神様に応えて、ヨセフさんも一生

懸命自分に当てられたお仕事を朝から晩まで心を

込めてしました。何年も何年も働きました。だん

だん周りの人から、このヨセフさんは他の人と違

うぞ、よく仕事ができるぞ、信頼する人が増えて

きました。

　ある日、この国の王様が夢を見て、その夢の意

味を教えるという大きな仕事がヨセフさんに頼ま

れました。ヨセフさんはいつものように神様から

力をいただいて、王様の見た夢の意味を王様にお

伝えすることができました、そのお陰で、このエ

ジプトの国の大勢の人の生活、命を守ることがで

きました。王様はヨセフさんを信頼して、この国

の二番目に偉い人、総理大臣という大事なお仕事

をヨセフさんに与えました。

　この国に来たときは奴隷として売られて来て、

誰一人知った人もいなくて、しかも兄弟から嫌わ

れたという心に大きな傷をもっていたヨセフさん

も、今では総理大臣です。誰がこんな人になると

思っていたでしょう。もちろんお兄さんたちだっ

て想像もしていなかったこと、誰も知らないこと

が、ヨセフさんに起こっていたのですね。でも、

このことも神様の大きな計画の中にあったので

す。

　私たちも悲しい時、いやだと思う時、なぜ？と

思う時があります。でもどんなときでもヨセフさ

んのそばに神様がいてくださった、その同じ神様

が私たちのそばに今もいてくださいます。勇気が

出てきますね。私たちの回りの人たちはどうで

しょう。私だけでなく、お友だちにも、家族に人

にも、この神様が共にいてくださる、この祝福を

お伝えしましょう。

〈お祈り〉

　神様、どんなときにも共にいてくださりありが

とうございます。
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	 8月20日	 総理大臣になったヨセフ	 小学科上級

〈ねらい①〉

　前回と同じように、思いを超えた、神の救いの

物語のスケールの大きさに、共に驚く。

〈展開例①〉

　聖書の中でも飛びぬけて面白いテキストですか

ら、聖書物語を丁寧に確認するだけで十分に意義

深いと思います。礼拝における説教者が、時間の

都合で十分に語れないような場合に、分級でフォ

ローなさればいいと思います。その際は、説教展

開例を参考になさってください。紙芝居や絵本も

充実していると思います。

〈ねらい②〉

　主を信じる者は、決して主から見捨てられるこ

とはないという確信を伝える。

〈展開例②〉

　「強く、また雄々しくあれ。恐れてはならない。

彼らのゆえにうろたえてはならない。あなたの神、

主は、あなたと共に歩まれる。あなたを見放すこ

とも、見捨てられることもない。」	（申命記31:6）

　説教展開例にあるように、ヨセフはエジプトで

様々な苦悩を味わいましたが、いつも神様が共に

いてくださったので、ことがうまく運びました。

でも、そんなヨセフさんであっても、もう自分は

神様から見捨てられてしまったと、悲しみに沈ん

でしまった時はあったでしょう。お兄さんたちへ

の恨みと怒りで、心が真っ暗になった時もあった

かもしれません。やつらのせいで、おれはこんな

惨めな暮らしをしなければいけない……と、考え

てもおかしくありません。でも考えてみれば、元々

はヨセフも悪かったのでしたね。お父さんにひい

きされているのをいいことに、お兄さんたちに対

しても高慢にふるまって、怒らせているのにも気

付かない。無神経なジコチュー人間でした。

　どちらも罪人でした。罪人同士が憎しみ合って、

傷つけあった末に、ヨセフの惨めな牢獄生活があ

るのです。それは罪の牢獄と言ってもいいですね。

罪に支配された人間が、神様の御心からまったく

遠く離れた思いと行いによって傷を深め、罪の牢

獄に捕らえられて行き詰っているのです。神様か

ら「もうお前のことなんか知らない」って言われ

てもおかしくない、むしろ言われるのが当然です。

それはヨセフだけじゃない。私たちはみんな、神

様から見捨てられて当然の者たちです。行き詰っ

た罪人です。

　でも神様は、そんなヨセフのことを、私たちの

ことを、どこまでも見捨てないで、共にいてくだ

さる方なのだと、今日の御言葉は教えてくれます。

イエス様を信じるなら、私たちは神様から絶対に

見捨てられることはありません。イエス様が、私

たちの代わりに見捨てられてくださったのですか

ら、もう私たちが見捨てられることはありません。

皆さんにも、ヨセフのように行き詰る時があるで

しょう。考えることもできない悲劇が襲う時もあ

ります。でも神様は、絶対にあなたを見捨てては

いません。その苦しみにも必ず意味があります。

〈祈り〉

　ヨセフとどこまでも共にいてくださった神様、

どうか私たちといつまでも共にいてください。思

いもよらない悲しみに襲われる時にも、考えたこ

ともなかった苦しみを味わう時にも、私たちの目

を開いてくださって、あなたが共にいてくださる

ことを教えてください。どんな時も、あなたを信

じ、強く雄々しくあることができますように。
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	 8月20日	 総理大臣になったヨセフ	 中学科

〈ねらい〉

　常に共にいてくださる主を覚える。

〈展開例〉

①「神様が私たちと共におられる」小さい頃から

教会に来ている人には聞きなれた言葉だと思

う。教会は、世界を創り、世界と歴史を導く神

様が皆と一緒にいる、という世間の人からすれ

ば信じられないことを大真面目で告白する。

Ｑ . みんなは、どうだろう？	自分の生活に神様

は確かに一緒にいてくださる、こんな風に感じ

たことがあるだろうか？	反対に、そんなすご

い方が一緒にいるにしては、自分の毎日は余り

にしょぼい。本当に神様は私と一緒にいるのだ

ろうか？	こんな疑問を感じたことはないか？

②今日、聞いたエジプトで奴隷として働くヨセフ

のサクセスストーリーはただの、成り上がりの

深いい話ではない。「主が共におられた」ので

ヨセフは、はた目にはつらそうな状況の中でも

道が切り開かれていった。ナレーションはそう

語るが、ヨセフの胸中がどうであったかはわか

らない。聖書は、ヨセフがどう感じたかではな

く、「主はヨセフと共にいた」という事実をた

だ述べる。しかし、神様が共にいられるという

ことは、まったく実感のないものであるわけが

ない。ヨセフは与えられた知恵や夢解きという

才能を用いて一つひとつの状況を一生懸命に生

きていく中で、神様が共におられることを確か

に示された。どんな困難な中でも常にポジティ

ブでいれたヨセフの信仰は、そうした歩みの中

で培われていった。信じたから助けられたので

はない。助けてくださったから信じることがで

きたのである。苦しい状況であったがヨセフは

確かに神様の力によって守られていった。未来

はヨセフの前に閉じていない。希望は常に彼の

前にあった。

③「神様が自分と一緒にいてくださる」この信仰

は神様に守られる中で養われる。守られる道の

りを振り返るときに初めて気がつくことも多い

だろう。しかし、神様に助けられ祝福され続け

る日々の積み重ねが、この素朴だが力強い信仰

を育む。そして、まったくの真顔で「ああ、神

様は私の毎日に確かに共にいてくださる」と思

える時、どんな困難の中にあっても決して絶望

しない、希望に満ちた生き様を君の人生につく

りあげる。

④ヨセフほどの劇的な状況ではないにしろ、君の

人生で何かがうまく運ぶとき、そこには神様の

導きが確実にある。神様と共に生きることで受

ける祝福は幅が広い。命の危機から救われるよ

うな大きなことかもしれないし、毎日の中の些

細なことかもしれない。それが大きなことであ

れ小さなことであれ、よく目を凝らせば神様の

恵みは君の毎日に溢れかえっているはず。そう

やって、日々の恵みを見つめ続けることによっ

て、目を凝らしても神様の恵みがわからないよ

うな苦しみの中で、「大丈夫。神様は絶対に一

緒にいてくださる」こう信じる信仰が皆に与え

られることを心から願う。将来に役立つことを

色々と身につけるこの時期に、どんな人生を歩

むにせよ、「神様が私と一緒にいてくださる」

この信仰をほど重要なことはない。苦難にあっ

ても絶望しない「主が共におられる」確信が与

えられるように願い求めて欲しい。

〈祈り〉

　私たちと共にいてくださる神様。感謝します。

どんな時にもそのことを信じられるようにしてく

ださい。アーメン。
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持っていたことは明らかである（42:20～22）。ヤ

コブが死んでしまった今、エジプトの宰相として

権力をほしいままにできるヨセフが、彼らに仕返

しすることは容易である。彼らはヨセフの仕返し

を非常に恐れた。それで、人を介して、父ヤコブ

が生前「どうか兄たちの咎と罪を赦してやってほ

しい」と言っていたと告げた。「これを聞いて、

ヨセフは涙を流した」（17）とある。ヨセフは万

感の思いでその言葉を聞いたことであろう。その

後、兄たち自身もやって来て、「お願いです。ど

うか、あなたの父の神に仕える僕たちの咎を赦し

てください」と彼に懇願した。彼の夢（37:7）は、

奇しくもこのように成就した。兄たちは悪意を

もって、その夢の成就を阻もうとしたが（37:19

～20）、全能の神の前に、それはまったく意味を

なさなかった。

〈赦しの再確認と摂理の主への信仰（50:19～21）〉

　ヨセフの兄たちへの言葉（50:19～21）がヨセ

フ物語の結論である。彼は、自分の人生を導かれ

たのは神ご自身であり、神は、彼らのたくらんだ

悪を善に変えられたこと、またその目的は、多く

の民の命を救うためであった、と言った。

　「わたしをここへ遣わしたのは、あなたたちで

はなく、神です」（45:8）と、ヨセフはすでに兄

たちに語ったが、その言葉を受けて、「わたしが

神に代わることができましょうか」（19）と、今

日の箇所で言っている。ヨセフは、測り知れない

知恵をもって悪を善に変えられたのは神であり、

自分は神のしもべとして、神のご計画に用いられ

たに過ぎないことを自覚していた。ヨセフは生涯

を通して摂理の主を信じ続け、その導きに従った。

それだからこそ人間的に見れば多くの不運を体験

したが、その信仰は揺るがず報いられた。一見マ

イナスに見える環境の中でも、悪を善に変えられ

る摂理の主を信じ、しもべとしてなすべきことを

なすことが大切である。	 （後藤公子）

〈背景と文脈〉

　ヨセフが解き明かしたように、7年の豊作のあ

と、7年の飢饉が来た。「飢饉は世界各地に及んだ」

（41:56）。それにより「世界各地の人々も、穀物

を買いにエジプトのヨセフのもとにやってくるよ

うになった」（41:57）。その中にヤコブの息子た

ちもいた。ヨセフはすぐ兄たちの一行であると気

づいたが、彼らはヨセフとは気づかなかった。物

語がどのように展開していったかについては42

～44章を参照のこと。

　二度目に穀物を買うためにヨセフのもとに来た

兄たちに、ヨセフは自分の身を明かした。「わた

しはあなたがたがエジプトへ売った弟のヨセフで

す。しかし、今は、わたしをここへ売ったことを

悔やんだり、責め合ったりする必要はありません。

命を救うために、神がわたしをあなたたちより先

にお遣わしになったのです。……神がわたしをあ

なたたちより先にお遣わしになったのは、この国

にあなたたちの残りの者を与え、あなたたちを生

き永らえさせて、大いなる救いに至らせるためで

す。わたしをここへ遣わしたのは、あなたたちで

はなく、神です」（45:4～8）。

　ヨセフのこの言葉は、ヨセフ物語のクライマッ

クスともいうべきものである。やがてヤコブ一族

はヨセフの招きによってエジプトに下ってくる。

ヤコブはヨセフとの再会を果たし、その後、エジ

プトの地で息を引き取った。ヨセフや兄たちは、

ヤコブの遺言に従い、カナンに彼を葬り、エジプ

トに戻ってきた。今日学ぶ箇所は、ヨセフ物語の

締めくくりであり、読者は、ヨセフの言葉を通し

て、神が人の悪を善へと造りかえられる全能者で

あることを知る。

〈兄たちの恐れ（50:15～18）〉

　兄たちは、父ヤコブの死により、ヨセフが、こ

とによると過去に彼にした悪の仕返しをするので

はないか、と非常に恐れた。彼らは弟ヨセフを奴

隷として売ったことに対して、長い間、罪悪感を

	 8月27日	 摂理の主の勝利	 聖書研究

	 テキスト	 創世記	50章15～21節
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　愛する子どもたち、おはようございます。

　二学期が始まりましたね。今学期も、学校で、

お家で、そして、何よりも日曜日は日曜学校、教

会で、神さまがヨセフさんと一緒にいてくださっ

たように、みんなとも、いつでもどこでも一緒に

いてくださって、豊かに祝福してくださいますよ

うに。

　さて、神さまが全世界の救い主をお送りくださ

るお約束を実現なさるために絶対に必要だった、

ヨセフさんに関係するいろんな出来事のお話をし

て来ました。先週のお話では、そのヨセフさんが、

王様の夢の意味がわかったことで王様にたいそう

気に入られて、総理大臣とされて、国中のすべて

のことを任せられました。奴隷から総理大臣へ、

日本だと、ちょっと豊臣秀吉に似ているけれども、

ヨセフさんの場合は、神さまがアブラハムさんへ

のお約束を果たされるために、総理大臣とされた

のでした。ヨセフさんが総理大臣とされてからの

お話を少ししておきましょう。

　ヨセフさんが神さまに告げられて王様に教えた

通りに、七年間、豊作の年があるかと思ったら、

今度は、七年間、ひどい飢饉の年が続きました。

しかし、ヨセフさんのアドヴァイスの通りに食べ

物をたくさん蓄えていたので、エジプトが飢饉で

困ることはありませんでした。けれども、その飢

饉は、ヤコブさんたちが住んでいたカナンにも広

がって行きました。ヤコブさんたちは、飢饉に備

えていませんでしたから、食べ物に困ってしまい

ました。それで、ヤコブさんは、末っ子のベニヤ

ミンさん以外の息子たちを食べ物を買わせに、エ

ジプトまでお使いに出したのです。何も知らずに、

息子たちは総理大臣のところに行って、地面にひ

れ伏しました。こうして、ヨセフさんが昔見た夢

が本当のことになりました。ヨセフさんは、お兄

さんたちが来たことがわかりましたが、自分がみ

んなの弟のヨセフだとは言いませんでした。ヨセ

フさんは、お兄さんたちに末のベニヤミンさんも

連れて来るように命じました。そのベニヤミンさ

んが来て、兄弟がみんなそろうと、はじめて、ヨ

セフさんは、自分のことを明かしたのです。そし

て、こう言ったのでした。

　「わたしはあなたたちがエジプトへ売った弟の

ヨセフです。しかし、今は、わたしをここへ売っ

たことを悔やんだり、責め合ったりする必要はあ

りません。命を救うために、神がわたしをあなた

たちより先にお遣わしになったのです。この二年

の間、世界中に飢饉が襲っていますが、まだこれ

から五年間は、耕すこともなく、収穫もないでしょ

う。神がわたしをあなたたちより先にお遣わしに

なったのは、この国にあなたたちの残りの者を与

え、あなたたちを生き永らえさせて、大いなる救

いに至らせるためです。わたしをここへ遣わした

のは、あなたたちではなく、神です。神がわたし

をファラオの顧問、宮廷全体の主、エジプト全国

を治める者としてくださったのです。……」（45:4

～8）。

〔単元のねらい〕

　神様が正義のお方ならば、どうして、世の中に悪がはびこるのか、こういった素朴な問いを持つ子ど

もも多いことだろう。しかし、イエス様を信じる私たちは、神様が悪を善へと変えて、御自身の栄光と

私たちの救いのために役立ててくださると大胆に信仰をもって教えることができる。ヨセフ物語の学び

をとおして万事を益としてくださる神様への信頼がいよいよ子どもたちに増し加わることを願う。

「すべてのことを善としてくださる神さま」

	 8月27日	 摂理の主の勝利	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記	50章15～21節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問13
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　さらにヨセフさんは、お父さんのヤコブさん、

家族、家畜全部が、エジプトの国に来て、住むよ

うに言いました。こうして、ヤコブさんの家族全

員が、エジプトに移り住むことになりました。こ

のことによって、神さまは、その昔、アブラハム

さんになさった約束の一部をちゃんと果たしてく

ださったのです。「よく覚えておくがよい。あな

たの子孫は異邦の国で寄留者となり、……」（創

世記15:13）。そして、この約束は、全世界の救

い主をお送りくださるお約束の一部でもあります

から、全世界の救い主のお約束を守ってくださっ

たと言うこともできます。

　ヤコブさんがエジプトの国で亡くなると、お兄

さんたちは、ヨセフさんを恐れるようになりまし

た。ヤコブさんが生きている時は、ヤコブさんに

免じて、自分たちが赦されていると思っていたか

らです。しかし、ヨセフさんは、ヤコブさんに免

じてでなく、既にお兄さんたちを心から赦してい

たのでした。そのことを、ヨセフさんは、あらた

めてお兄さんたちに言いました。それが今日の聖

書箇所です。

　「ヨセフは兄たちに言った。『恐れることはあり

ません。わたしが神に代わることができましょう

か。あなたがたはわたしに悪をたくらみましたが、

神はそれを善に変え、多くの民の命を救うために、

今日のようにしてくださったのです。どうか恐れ

ないでください。このわたしが、あなたたちとあ

なたたちの子供を養いましょう』。ヨセフはこの

ように、兄たちを慰め、優しく語りかけた」（50:19

～21）。

　ヨセフさんは、お兄さんたちをはじめ、たくさ

ん人たちの命を飢饉にあって救うために、神さま

がヨセフさんを先にエジプトに遣わして、奴隷か

ら総理大臣になるようにしてくださったと確かに

信じることができました。神さまは、悪さえ善へ

と変えてくださるお方だと、確かに信じることが

できたのです。このようなことは、お兄さんたち

に野原の穴に突き落とされた昔を神さまへの信仰

をもって振り返ってこそ、言えることです。

　ヨセフさんは、「あなたがたはわたしに悪をた

くらみましたが、神はそれを善に変え、多くの民

の命を救うために、今日のようにしてくださった

のです」と言いました。神さまの救いの、より大

きな歴史で言うならば、これは神さまが、お兄さ

んたちの悪だくみを善に変えて、多くの民の命を

罪による滅びから救うための救い主をお送りにな

るために、今日のようにしてくださったというこ

とです。今日のところから、神さまは、すべてを

善に変えられるお方でいらっしゃることを教えら

れます。みんなの中には、今、何で？と思ってい

ることがたくさんあるかも知れませんね。神さま

が一緒なのに、何でこんな悪が？と思っているこ

とがあるかも知れません。しかし、神さまがヨセ

フさんと多くの民のために悪を善へと変えてくだ

さったように、みんなのためにも善に変えてくだ

さることに信頼し、期待しながら、今週も歩みま

しょう。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記	50章20節

あなたがたはわたしに悪をたくらみましたが、神はそれを善に変え、

多くの民の命を救うために、今日のようにしてくださったのです。



─ 85 ─

〈ねらい〉

　人間の悪をも善に変えられる神さまの力に信頼

し、神さまの善に用いられることを望むように。

〈暗唱聖句〉

　「あなたがたの悪を、神は善にかえられた」。

〈展開例〉

①ヨセフの解き明かしたとおり、七年の豊作のあ

と、七年の大飢饉が起きました。エジプトでは

ヨセフガ総理大臣となって食べる物にこまりま

せんでしたが、他の国では食べ物がありません。

ヨセフのお父さんのヤコブの家族も飢え死にし

そうでした。そこでヤコブは子どもたちに言い

ました。「エジプトには素晴らしい総理大臣が

いて、飢饉の中でも倉にはたくさんの食べ物が

あるそうだ。行って買って来ておくれ」。そう

して、お兄さんたちはヨセフのいるエジプトに

やってきました。

②「総理大臣さま。どうか私たちに食べ物を売っ

てください」。お兄さんたちはヨセフの前にひ

ざまずいて懇願しました。その姿は、あのヨセ

フが最初に見た夢のとおりでした。ヨセフはお

兄さんたちだと分かりましたが、お兄さんたち

はそれがヨセフだとは気づきません。当然です

よね。自分たちが奴隷として打った弟が総理大

臣になっているなんて、誰も思いません。ヨセ

フもそのときは何も言いませんでしたが、もう

一度来るように計画を立てました。

③ヨセフが計画したとおり、お兄さんたちはもう

一度エジプトに来ました。ヨセフは、「お兄さ

んたち、私はあなたたちがエジプトに売ったヨ

セフですよ」と言って、自分の正体を明かしま

した。お兄さんたちはびっくりすると同時に、

とても怖くなりました。だって、ヨセフにあん

なひどいことをしたのですから。「ごめんなさ

い。私たちがあなたにしたことを赦してくれ」。

お兄さんたちはヨセフを恐れました。

④でも、ヨセフは言いました。「恐れないでくだ

さい。私をエジプトに送ったのは、あなたたち

ではなく、神さまです。あなたたちは確かに悪

いことをしましたけれど、神さまは多くの人の

命を救うために、そのことも用いられました。

私は怒っていません。どうかヤコブお父さんも

エジプトに来て、一緒に住みましょう」。ヨセ

フは優しく語りかけました。

⑤兄たちはヨセフの言うままをお父さんに告げま

した。ヤコブも涙を流してヨセフが生きている

ことを喜び、家族そろってエジプトにくだって

ヨセフのそばで暮らしました。

〈お祈り〉

　人間の悪いわざも、善いことに変えてくださる

すばらしい神さま。どうか神さまの善いことのた

めに私を遣わしてください。アーメン。

	 8月27日	 摂理の主の勝利	 幼稚科
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	 8月27日	 摂理の主の勝利	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様への信頼を深める。

〈はじめに〉

　夏休みの間のご奉仕も感謝いたします。新しい

学期を迎え、子どもたちは生き生きとしているで

しょうか。教師自身の状態はいかがでしょうか。

子どもたちの前に立たされるとき、自分自身の信

仰生活がいつも問われます。教えるということの

前に、自分自身が御言葉に養われ、主の導きを祈

らなければなりません。学生の方で奉仕をしてく

ださる方、お仕事で毎日忙しく帰りも遅い中、こ

のクラスの準備をしてくださる方、主婦の方、こ

のクラスを担当してもう何年にもなられる方、い

ろいろな方が幼い子どもたちに仕えておられると

思います。お一人おひとりのご奉仕が整えられ、

心身の健康が支えられますように。

〈御言葉に聴きましょう〉

①ヨセフのお父さんヤコブは死ぬ前に、何と言っ

ていましたか。

②これを聞いたヨセフはどうしましたか。

③ヨセフはお兄さんたちを怒りましたか。

④20節を声に出して読みましょう。

〈展開例〉

　ヨセフさんは、神様から特別な力をいただいて、

王様ファラオの夢の意味を知ることが出来まし

た。夢の意味を教えられた王様はヨセフをとても

信頼して、総理大臣のお仕事を任せました。その

後、ヨセフさんはどうなったでしょうか。

　ヨセフさんには昔、悲しい出来事がありました

ね。それは、兄弟から捨てられるという出来事で

す。どんなに王様から大事にされても、どんなに

大きなお仕事をしてみんなからほめられても、

きっと心の奥でいつもお父さんは元気かな、お兄

さんや弟は今頃何しているかな、どうして私はこ

んなことを経験したのかなと思いをめぐらし、時

には悲しみで胸がいっぱいになった時もあったで

しょう。でもヨセフさんは一生懸命、国のため国

民のために働きました。王様の見た夢はヨセフさ

んが言ったとおりになりました。ヨセフさんのお

陰で国民は助かりました。

　遠くに住んでいるお兄さんたちの生活も助けま

した。これを指導している総理大臣が自分たちの

あの捨てたヨセフとは誰も知りません。随分時間

がたってから、ヨセフは兄弟にもお父さんにも再

会することができました。何十年も待ちに待った

再会でした。でもお兄さんたちは手放しでは喜べ

ません。なぜなら、あの時自分たちがしてしまっ

た悪いこと、ヨセフを憎み捨てて、お父さんにも

うそをついたことをずっと忘れないでいたからで

す。きっとヨセフは赦してくれない、それほど悪

いことをしてしまったことの後悔と恐れがありま

した。でも、ヨセフは、お兄さんたちを赦しまし

た。全てを神様はご存知で、悪いことも、善いこ

とに変えてくださる神様を、その神様のお力をま

すます信じる思いが強く与えられたからです。

　もう一度20節をみんなで声を合わせて読みま

しょう。

〈お祈り〉

　神様、神様の大きな愛をありがとうございます。
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	 8月27日	 摂理の主の勝利	 小学科上級

〈ねらい①〉

　前回と同じように、思いを超えた、神の救いの

物語のスケールの大きさに、共に驚く。

〈展開例①〉

　聖書の中でも飛びぬけて面白いテキストですか

ら、聖書物語を丁寧に確認するだけで十分に意義

深いと思います。礼拝における説教者が、時間の

都合で十分に語れないような場合に、分級でフォ

ローなさればいいと思います。その際は、説教展

開例を参考になさってください。紙芝居や絵本も

充実していると思います。

〈ねらい②〉

　悪を善に変えられる摂理の主を信じる、信仰者

の「最高の幸い（カルヴァン）」を伝える。

〈展開例②〉

　「神の全能の力、窮めがたい知恵、無限の善は、

その摂理の中によく現れ、最初の堕落やその他す

べての御使いと人間たちの一切の罪にまでおよん

でおり、しかも単なる許容によるものではなくて、

多様な配剤において、神ご自身のきよい目的のた

めの、最も賢い力ある制限や、その他の秩序づけ

と統治がそれに伴っている。しかもなおその場合

の罪性はただ被造物からだけ出て、神から出るの

ではない。最もきよく正しくいます神は、罪の作

者でも是認者でもないし、またありえない」（ウ

信仰告白5:4）。

　「一切は混乱し混沌と化したように見られても、

その時に天上は常に静穏で晴れ晴れとしている。

それゆえ、世界の物事が混乱して我々の判断が奪

われる時にも、神は義と知恵の純粋の光によって

この激動を最も良く整えられた秩序に収拾し、正

しき目的に至らせたもうと確信すべきである」（カ

ルヴァン『綱要』第1篇17:1）。

　人間には、神様の考えておられることのすべて

は分かりません。どうしてこんなことが起こるの

か？と言いたくなる様な出来事がしばしば起こり

ます。「どうしてアダムとエバは堕落したのか？」

誰もが聞きたい問ですね。「神様は人間を命令だ

けに従うロボットとして創られなかった、自由な

存在に創ってくださった。でも人間はその自由を

間違って使って、堕落の道を選んでしまった」。

これは聖書から導き出される模範解答です。でも

これを聞いても、先生は全然納得できません。み

んなはどうかな？

　「どうして？	なぜ神様はこんなことを……」と

いう問いは、人間が永遠に問い続けるものでしょ

う。でも、神様の考えておられることをすべて知

りたいと願うのは傲慢なことですし、そんなこと

不可能です。また必要ありません。むしろ大切な

ことは、どんな出来事が起ころうとも、それはす

べて神様の「全能の力、窮めがたい知恵、無限の

善」によって定められたものであって、すべては

「きよい目的」の実現のために用いられると“信

じる”ことです。

　神様は、人間の犯したどんな反逆も過ちも悪も、

また私たちが味わわねばならないあらゆる悲惨な

出来事も、すべてを善に変えて用いてくださる方

です。イエス様を十字架にかけてしまったのは人

間の最大の罪ですが、神様はその罪さえも用いて、

私たちの救いを実現してくださった方です（使徒

2:23～24、4:27～28）。大いなる神の御手に人生

を委ねて、平安の中であゆみましょう。

〈祈り〉

　神様、万事を益としてくださるあなたを信じま

す。どんな混乱の時も、あなたを見上げ、確かな

平安の中で歩むことができますように、私たちの

信仰を整えてください。
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	 8月27日	 摂理の主の勝利	 中学科

〈ねらい〉

　人の悪を善に変えられる神様の業を覚える。

〈展開例〉

①今日で壮大なヨセフ物語が幕となる。これまで

激動の人生を歩んできたヨセフだったが、この

物語の最後は、自分に向けられた悪が、神の救

いのために用いられ、善へと変えられたという

ヨセフの告白で締めくくられる。

Ｑ .ヨセフの周りにあった悪とはいったい何だっ

たろうか？	父親の偏った愛。兄たちの嫉妬。

兄たちの殺意。女性からの誘惑。自分を利用す

るだけ利用して恩を忘れる薄情さ。そして、エ

ジプトという異教の国の存在。神様はアブラハ

ムの子孫たちに、祝福を約束した契約を実現し、

イスラエル一族を飢饉から守られために、こう

した悪を用いられた。そして、ついには神様が

善しくイスラエルをとおして世界を祝福される

方であることがはっきりと示された。

②以前も話したが、これは悪でも OK ということ

ではない。悪を働いた者はそれぞれに責任を負

う。父は最愛の息子を失い、兄たちには罪の呵

責が与えられ、他の神々を捨てなかった大国エ

ジプトも、やがて神様の裁きのもとに滅びるこ

ととなる。しかし、神様はそのような悪であっ

ても自由を奪うことなくそれぞれの責任のもと

で世界を任せられる。そして、人の自由さすら

も計画の中に入れた上で、御自分の思い、アブ

ラハムの子孫を祝福し、地上の民を祝福すると

いう思いを実現させられる。

③ヨセフはすべてが成し遂げられたとき、自分が

これまで味わってきた人の悪意をゆるすことが

できた。それは、神様の目線で自分の生涯を見

ることができたから。自分には辛く、悲しく、

寂しく、苦しい人の悪意だったが、神様の実現

のためにそれらは起こるべくして起きたとヨセ

フは理解した。そして神様が起こした救いを

知った今、それらの悪は最早、過去の出来事で

あり、赦すべき人の弱さへと変わったのである。

④摂理信仰とはまさに、神様の眺めておられる壮

大で愛情に満ちた目線に立って、すべてを見つ

めるということである。神様の眼差しを意識し

て世界を見つめるとき、また毎日の生活を見つ

めるとき、人の悪を嫌いながらも、人そのもの

を大切にされる神様の寛容さに触れることがで

きる。悪ですら御自分の御業のために使われる

神様に従うとき、私たちは自分の身の回りに起

きる悪であっても寛容となれる。ヨセフが「悪

が善へと変えられた」と言うとき、それはテレ

ビ越しに感じる世界の悪とかネットで気になる

人間の悪さとかそういう頭の中の話をしている

のではない。自分を苦しめ、自分を陥れたその

リアルな悪に対して、彼はそれを赦し、感謝す

ることすらできたのである。皆の日常にも降り

かかる人の悪意があるかもしれない。しかし、

その悪ですら、神様ならばやがて善へと変えて

くださると信じることができならば、君は悪に

対して傷つく人生から、悪のある世界を受け入

れつつ、それが善へと変わることに希望を持つ、

ワンランク上の人生観を与えられる。悪を善に

変える神様の御業が自分の人生にも豊かにしめ

されるように、祈り求めたい。

〈祈り〉

　人を祝福するために悪を善へと変えられる神

様。感謝します。私にも、私の周りにも多くの悪

がありますが、あなたが整えて善へと変えてくだ

さい。アーメン。
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　歴史を顧みない権力者の号令がエジプトのイス

ラエルを悪夢へ引きずり込む。ここに出現した闇

の世界は、洪水前夜の罪に満ちた世界の再現であ

る。そのとき神は世界の破滅を宣告された。ファ

ラオを殺戮の衝動に走らせたのは恐怖であり、イ

スラエルを脅威と感じたエジプトの民族意識であ

る。文化や習慣の異なる民族を多く抱えるのにも

限界があると感ずる人々の意識はこうして歴史的

なものと証明される。しかし、イスラエル人を強

制労働に服させるというファラオの対応策は裏目

に出、彼らの人口はかえって増大した。そこでファ

ラオの恐怖は嫌悪や憎悪にまで発展し、ついに大

量殺戮の号令が下る。最悪の時代には最悪の人間

が神の座につく（新約ではヘロデ）。

　出エジプト記の初めに記される状況は「エジプ

トとイスラエル」という民族間の対立と図式化さ

れる。創世記の終りに向かう主題は、神の不思議

な救いの御業による和解であった。兄弟同士の間

にあった深い対立の溝は、ヨセフに対する兄たち

の嫉妬であり、その後は彼を奴隷に売り飛ばした

罪悪感であったが、それが神の導きの下に取り去

られて赦しが告げられ、イスラエルの家族は神の

祝福の中に安息を見いだした。これはヤコブ＝イ

スラエルの家族内における和解である。当時のエ

ジプトとイスラエルの関係は和やかで、宗教の違

いが争乱のもとになる気配すらない。しかし、出

エジプト記では、イスラエルは既に家族からひと

つの民族へと発展しており、そこから今度はエジ

プトとイスラエルという民族単位の対立が生じ

る。イスラエルと世界との間の対立構造、すなわ

ち、神の民と異邦人との関わりである。これがこ

こから展開する旧約全体の主題の一つとなる。す

ると、既にここから終りも予想されていることに

気付く。それは神を起源とする二つの兄弟である

エジプトとイスラエルの和解である（イザヤ書

19章）。地上のあらゆる民族の対立が解消される

ことがこの先の歴史で目指される。従って、出エ

ジプトという出来事は大いなる出発である。世界

に対する神の救済の御業がここから開始され、人

類の真の和解を目指してイスラエルの歴史は長い

旅に出る。

　一人の男の子の誕生からそれは始まる。レビ人

の夫婦に生まれたその子は母親がしっかりと防水

加工を施した葦の籠に入れられナイルに漂う。「籠

（テバ）」という特殊な語は、他では洪水の上を漂っ

た「箱（舟）」にしか用いられない。それは大水

からの救いをあらわす神の救いの器である。小さ

な命が神に守られて荒れ狂う波間を漂う。赤ん坊

はついにファラオの娘に拾われ王宮へと運ばれる

が、これは単なる幸運ではない。美しい（或いは

健康な）男の子が命を狙われて親元から切り離さ

れる。それが、神の不思議な導きでエジプトの宮

廷にまで入り込む。これは、ヤコブの息子ヨセフ

が辿った道のりと同じく神の摂理を物語る。ファ

ラオはヨセフを忘れたが、神はイスラエルを忘れ

ることなく、かつて示された道筋で新たに神の僕

を起こされる。

　「モーセ」という名はヘブライ語では「引き上

げる」を意味するが、この名前にもヨセフとの共

通点がある。ヨセフはファラオに迎え入れられた

ときに別のエジプト名を授かった。モーセは一つ

の名前だけだが、その名は本来エジプト語で「息

子」を意味しファラオたちの愛称であった。すな

わち、モーセはエジプト名とヘブライ名の二つの

名を重ね持つという点でヨセフと共通する。ヨセ

フはエジプトの宰相になり、ヤコブの家族とエジ

プトを救った。モーセもまたイスラエルを救うた

めに神がお遣わしになる救済者である。そして、

王の息子としての名をもつ、エジプトの王子とな

るはずであった。モーセはやがて来るべきお方の

前触れとして、歴史に神が働きかけてくださる具

体的なしるしとして旧約時代に示されたキリスト

の型を示す。	 （牧野信成）

	 9月3日	 モーセの誕生	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	1章22節～2章10節
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　ヨセフの時代に、ヤコブの家族、イスラエルの

人びとすべてがエジプトに移り住みました。やが

てヤコブとヨセフはエジプトで死に、その後も、

イスラエルの人びとはエジプトに住み続けまし

た。神さまは変わることなく恵みを注いでくだ

さって、イスラエルの人びとはエジプトで増え広

がりました。300年ほどの間、イスラエルの民は

エジプトで祝福されて歩んだようです。

　今日からは、モーセのお話になります。モーセ

をとおして、神さまが再び力強いみわざ、不思議

なみわざを行ってくださいました。イスラエルの

民を、今度は、エジプトから導き出して、もとも

と神さまがイスラエルの民に与えると約束してお

られた土地、カナンの地へと導いてくださった。

その出エジプトということを学びます。神さまの

約束の地カナンへと帰って行く物語です。

　神さまは、イスラエルの民がエジプトに向かう

時にはヨセフを用いられました。今度、イスラエ

ルの民がカナンへと帰るために、モーセが用いら

れます。先ほどの聖書の御言葉は、そのモーセが

生まれたときの出来事です。

　モーセが生まれたとき、イスラエルの人びとは、

たいへんな中に置かれていました。モーセには、

アロンというお兄さん、ミリアムというお姉さん

がいました。お兄さんお姉さんが生まれた時はま

だよかったのです。けれども、モーセが生まれた

時には、エジプトの王さまから命令が出ていまし

た。「ヘブライ人（イスラエルの人のことです）

に男の子が生まれたら、その子をナイル川に放り

込まなければならない」。そういうおかしな命令

が出ていました。そのため、モーセは、生まれて

きても川に放り込まれなければならない。そして、

川に放り込まれるならば、普通は生きていられま

せん。死んでしまいます。ですから、生まれてき

ても死ななければならない、モーセはそういう状

況の中で生まれました。

　もちろん、モーセのお父さんお母さんも、モー

セを見捨てることなどできません。生まれてから

三ヶ月ほど、何とか隠して育てました。アロン兄

さん、ミリアム姉さんも協力しました。けれども、

赤ん坊も三ヶ月くらいになってくると大きな声で

泣くようになります。ハイハイし始めるようにな

ります。だんだん隠しておくことが難しくなるの

です。そして、ついに隠しておけず、ナイル川に

放り込まなければならなくなりました。何と悲し

く、つらいことでしょう。けれども、できること

なら何とか生き延びてほしい。そう願って、お父

さんお母さんはカゴを用意して、水に沈まないよ

うにして、そのカゴにモーセを寝かせることにし

〔単元のねらい〕

　主なる神は、ご自分の造られた世界を御手の中で支え、導いておられるお方である。『子どもカテキ

ズム』問11に、神の全能と主権について、「神さまの力の及ばないところは、宇宙のどこにもありません」

とある。赤ん坊を川に流さなければならない。これは、理不尽なことであり、たいへん悲しいことであ

る。けれども、このことも主なる神の支配の中に置かれていた。モーセはエジプトの王女によって引き

上げられ、王女の子どもとして育てられる。そのようにして、神ご自身が歴史を紡いでおられる。わた

したち、また子どもたちにとっても、主なる神は愛をもってわたしたちと深く関わり、導いてくださる

お方である。主なる神がおられることを驚きと喜びをもって伝えたい。

「神さまが引き上げてくださった」

	 9月3日	 モーセの誕生	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	1章22節～2章10節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問11
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ました。ナイル川の葦の葉が茂っているところに

置いて、川に流されてしまうことがないようにし

ました。少しでも長く生き延びてほしい。みんな

がそう願っていました。

　ミリアム姉さんも、赤ん坊のモーセをかわい

がっていました。カゴに寝かされて川に置かれた

モーセのことが気になって仕方がありません。も

しカゴがひっくり返ってしまったら！そう思うと

気が気でありません。ミリアム姉さんは、遠くか

らモーセのカゴを見守ることにしました。

　しばらくすると、エジプトの王さまの娘、王女

がやって来ました。王女は、ときおり、そのあた

りで水浴びをしていたのです。いつものように水

浴びをしていると、何だか赤ん坊の泣き声がする

ではありませんか。王女は、召し使いの女たちと

一緒に赤ん坊を探しました。カゴに寝かされた

モーセが見つかりました。なんとまあ、かわいい

男の子ではありませんか。王女はすぐに気がつき

ました。ああ、この子はヘブライ人の男の子なの

だ。王さまの命令に従うために、カゴに入れて川

に流されたのだ。そうであるならば、このまま放

り出しておくのがよいだろうか。川に流してしま

えばよいのか。いや、何とかわいい男の子か。何

とかわいそうなことか。そう思って、王女は、自

分が引き取って育てることにしました。こうして、

モーセは川から引き上げられたのです。

　遠くから見ていたミリアム姉さんは、モーセを

引き上げたのがエジプトの王女であることに気が

つきました。びっくりしましたが、王女がモーセ

を引き上げて、かわいそうに見つめているのを見

て、勇気を出して飛び出して行きました。そして

言いました。「お乳の出るヘブライ人の女の人を

知っています。呼んで参りましょうか」。王女は

答えました。「ありがとう。そうしてください」。

ミリアム姉さんは、さっそく家に帰って、モーセ

のお母さんを連れて来ました。王女は、ミリアム

姉さんが連れて来た女が実のお母さんであると気

づいたでしょうか。きっと気づいたでしょうね。

それでも、王女は言いました。「この子を連れて

行って、わたしの代わりにお乳を飲ませて、世話

をしてください」。モーセのお母さんは、王女か

らモーセを育てるよう命じられ、何と驚き、また

喜んだことでしょうか。

　こうして、川から引き上げられたモーセは、エ

ジプトの王女の子どもになり、しかも、実のお母

さんに引き取られて、育つことになりました。た

いへん不思議な仕方ですけれども、神さまは、不

思議な仕方で、人に生きる道を与えてくださいま

す。人間の思いを超えた神さまご自身の方法で、

生きる道を切り開いてくださいます。エジプトの

王女が引き上げたのですけれども、実は、主なる

神さまがモーセを引き上げたのです。

　ナイル川は、豊かな収穫を与える豊穣の神と呼

ばれ、礼拝されていました。川が礼拝されるとは

不思議なことですが、ナイル川に流されて、モー

セの命はナイル川が支配することとなった。その

ところで、イスラエルの神は、そのナイル川の支

配の中からモーセを引き上げて、救い出してくだ

さいました。イスラエルの神は、エジプトの神、

偽りの神々に勝利しておられる、力強いお方です。

やがてイスラエルの民は、エジプトに勝利して荒

れ野に旅立ちます。すでにその勝利が、このモー

セの誕生の時に始まっていたのです。

　わたしたちにとって、神さまは、このようにし

て力強く働いてくださるお方です。わたしたちを

愛して、決して見捨てない神さまがおられ、わた

したちの周りに起こることの一つひとつをご存じ

で、支配しておられます。悪いことが起きても、

よいことへと造り変えてくださいます。このよう

な力強い神さまがおられ、この神さまを信じるこ

とができるとは、何と幸いなことでしょうか。こ

の神さまを信じて歩みましょう。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙	8章28節

神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、

万事が益となるように共に働くということを、わたしたちは知っています。
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〈ねらい〉

　神様が、苦しみや悲しみから引き上げてくださ

ることを知るように。

〈暗唱聖句〉

　かごの中の赤ちゃんを「水の中からわたしが引

き上げた」。

〈展開例〉

①ヨセフの計らいで、ヤコブさんの家族は全員エ

ジプトに住むようになりました。エジプトの人

たちとも親しくなって、イスラエルの人々は国

中に広がりました。しかしそれからずいぶん

たって、ヨセフさんのことを知らない王さまが

現れると、急に怖くなりました。「イスラエル

の人たちはあまりにもたくさんになった。もし

かすると私たちの敵になるかもしれない。気を

つけるにこしたことはないな。そうだ。厳しい

仕事を与えれば、苦しくてこれ以上増えないか

もしれない」。

②そう思った王さまは、イスラエル人たちを無理

やり連れて行って町の建設現場で働かせまし

た。そこは、熱くて、重くて、休む時間も食料

もほとんどありません。イスラエルの人たちは

「助けて。苦しいよ」と叫び声を上げています。

でも神さまが守られたので、イスラエルの人た

ちはもっと増え広がりました。

③そこで王さまは考えました。「なかなかイスラ

エルの人は減らないな。そうだもっと直接数を

減らそう。生まれた男の子は一人残らずナイル

川に放り込め。女の子は生かしておけ」。大変

なことになりました。国中にイスラエル人の人

たちの悲しみと叫び声が広がりました。

④そんな中で、レビの家に一人の男の子が生まれ

ました。とっても美しい子です。家の人は王さ

まの命令を知っていましたが、かわいそうで、

三ヶ月間、家の中で隠して育てました。しかし

赤ちゃんはすくすく成長し、声も大きくなって

きます。これ以上隠しておくわけにいきません。

そこでパピルスのかごにアスファルトとピッチ

で水が入らないようにし、その中に男の子を入

れてナイル川の葦の茂みにそっと置きました。

お母さんは、「この子をエジプト人が拾ってく

れたら、命は助かるかもしれない」。そう考え

たのです。その様子をお姉さんは草陰でじっと

見ていました。

⑤そこへ王女さまが水浴びをしにやってきまし

た。「アーン、アーン」。「あれ何かしら。赤ちゃ

んの鳴き声が聞こえるわ。あ、あそこのかごの

中に赤ちゃんが」。抱き上げると、それはかわ

いい男の子でした。王女さまは、王さまの出し

た命令に心を痛めていましたので、この子を育

てる決心をしました。この子は「水の中から私

が引き上げた」ので、モーセと名づけましょう。

そして王宮で大切に育てました。

⑥モーセはこのあと、どうなるのでしょうか。そ

してエジプトで苦しめられているイスラエルの

人たちはどうなってしまうのでしょうか。大丈

夫。神さまはすべてをご覧になって、御心に留

めておられます。そして、モーセを通して、素

晴らしいやり方で、苦しみの中から引き上げて

くださいます。

〈お祈り〉

　すべてを知っておられる神さま。どうか苦しん

でいる人を助けてください。悲しんでいる人を、

涙の中から引き上げてください。そのために私を

遣わしてください。アーメン。

	 9月3日	 モーセの誕生	 幼稚科



─ 93 ─

	 9月3日	 モーセの誕生	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は私たちの毎日を導いてくださるお方、そ

してこの大きな歴史の中で働いておられるお方で

あることを知る。

〈はじめに〉

　クラスには数少ない子供しかまだ与えられてい

ないかもしれません。でもこれから主はどのよう

な子どもを与えてくださろうとしているのかわか

りません。一人のキリスト者として、今、目の前

に主が与えてくださった子どもに、小さなわたし

の全てを通して福音が伝えられ、またこの福音が

次の世代にも伝えられていくことを信じながら、

子どもの前に立たせていただきましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①王様ファラオは、全国民に、赤ちゃんを殺せと

いう命令を出しました。その赤ちゃんは男の子

ですか。女の子ですか。

②どこの川にほうり込めと命じましたか。

③ある時に男の赤ちゃんが生まれました。家族は

隠しました。でもだんだんと大きくなったので

隠せなくなりました。家族はどうしましたか。

〈展開例〉

　ヨセフさんが死んで、長い時間がたちました。

その間に何人も王様が変わりました。そして、あ

る王様が「イスラエル人の男の赤ちゃんは全員ナ

イル川にほうり込め。殺してしまえ」という残酷

な命令を出したのです。イスラエルの人たちはエ

ジプトで奴隷として一生懸命働いて、そして、人

数も増えてきたので、王様は怖くなってきたので

す。だから男の赤ちゃんを殺してしまおうという

恐ろしい命令を出したのです。

　あるイスラエル人の家族に男の赤ちゃんが生ま

れました。その家族は絶対に赤ちゃんを殺したく

ありませんでした。そこで葦を編んで作った籠に

赤ちゃんを入れ、ナイル川の茂みにそうっと置き

ました。

　その赤ちゃんを見つけたのがなんと、あの恐ろ

しい命令を出した王様の王女だったのです。王女

は、その赤ちゃんを見つけて、かわいそうに思っ

て、自分のこどもとして育てることにしたのです。

しかもその赤ちゃんにミルクを与える役目とし

て、本当のお母さんをそばに置きました。こうし

て、この殺されるはずだったイスラエル人のある

一つの家庭から生まれた赤ちゃんは、王様の家族

として、大事に育てられたのです。

　この赤ちゃんの名前を「モーセ」と言います。

モーセさんは大人になってから、神様のために働

く大事なお仕事が用意されていました。だから、

神様はこのような特別な方法で、モーセが殺され

ないようにお守りくださったのです。

〈お祈り〉

　神様、私たちも神様がご用意されたお仕事がで

きるよう、今からお守りください。そして、神様

がどんなことがあっても助けてくださることを信

じさてください。
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	 9月3日	 モーセの誕生	 小学科上級

〈ねらい〉

　人間が考え出すいかなるドラマよりも劇的な、

神の歴史創造の妙に、共に驚く。

〈展開例〉

　ヨセフさんの山あり谷ありの人生をずっと学ん

できました。一時は牢獄にまで入れられたのに、

まさか総理大臣のようになってしまうなんて。そ

んなドラマがあったら、「ありえなーーい」って

言っちゃいそうですね。でも神様の救いの物語は、

人間が考える以上にドラマティックなのです。聖

書にはそういうお話がずっと書かれている。だか

ら最高に面白いのです。

　さて、ヨセフの人生も山あり谷ありでしたが、

神の民イスラエルの歴史はそれ以上に山あり谷あ

りです。ヨセフさんのおかげで命拾いした兄弟た

ちは、その後一族全員を引き連れて、エジプトに

移り住んだと教えてもらいましたね。そしてどん

どん数が増えていった。幸せの絶頂ですね。いい

感じです。

　でもこの後急降下します。エジプトの王様が、

「このままではあいつらが強くなりすぎる……」

と警戒して、苦しい重労働をさせて、イスラエル

の人々を虐待しはじめたのです。でもまだまだイ

スラエルはへこたれません。それでもどんどん増

えていく。するとエジプト王は、とんでもないこ

とを言い出しました。「イスラエルの人々に男の

子が生まれたら、一人残らずナイル川に放り込

め !!」……さあ大変、最大のピンチです。

　そんな時に生まれてきたのがモーセでした。こ

のモーセは、やがてイスラエルの人々をカナンの

地に導くために神様が遣わしてくださった大事な

人だと教えてもらいましたね。でもそんなモーセ

が、よりによってこんな大ピンチの時に生まれて

くる。エジプト王が、イスラエルを導く神様の手

を、必死になって邪魔しようとしているのです。

その結果はどうなったか……？	それは説教で聞

きましたね。赤ちゃんモーセは奇跡的に命を助け

られて、なんとエジプトの王子として育てられる

ことになりました。「ありえなーーい !!」でも、

誰でも考え付くようなことなら、神様じゃなくて

もできます。ありえないからこそ、信じる値打ち

があるのです。

　そんなわけで、ヨセフ以上に波乱万丈なモーセ

の人生がスタートしました。そしてそのモーセと

共に、イスラエルの波乱万丈の歴史もいよいよ本

格的にスタートします。そこには、いつも神様の

見えない導きがあります。人間の思いを超えた、

劇的な救いのご計画が進められています。

　人間はいつも神様のご計画を邪魔しようとしま

す。赤ちゃんモーセが殺されかけたように、赤ちゃ

んイエス様も殺されかけました（マタイ2:16-

23）。でもエジプト王やヘロデ王の狂気も、イス

ラエルにモーセを与え、全世界に救い主イエスを

与えようとする神様の力を止めることはできませ

ん。どちらの時もたくさんの子どもたちが死にま

した。たくさんの血が流され、涙が流されました。

神様はその悲しみを全部見ておられます。だから

こそ、その悲惨の泥沼から人間を「引き上げる」

ために、どれだけ罪人に邪魔されようが、神様は

力づくで救いを進めていかれます。あなたという

人の小さな歴史にも、そんな劇的な導きが必ずあ

ります。

〈祈り〉

　神様、あなたのお考えになっていることは大き

すぎて、とても想像がつきません。あなたはすご

い方です。そんなあなたが、私の神様になてくだ

さったことを感謝します。イスラエルの歴史を導

いてくださったあなたの手が、私をいつも守り導

いてくださいますように。あなたを信頼します。
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〈ねらい〉

　モーセに与えられた救いから、自分に与えられ

ている救いを確認する。

〈展開例〉

①今日から、モーセによってイスラエルがエジプ

トより救い出される、出エジプトの物語。ヨセ

フのもとで神様の恵みによって潤ったエジプ

ト。しかし、エジプトは、その身に受けた祝福

を忘れ、繁栄するイスラエルを憎み虐げるよう

になる。そんな時代に、神様はイスラエルを救

い出しかつてアブラハムに約束したカナンの地

に導くため、モーセという指導者を選びだされ

た。今日は、このモーセの出生に示された神様

の救いを覚えたい。

②モーセは生まれて三ヶ月の後に、イスラエルを

恐れるエジプトの王ファラオの命令のために、

ナイル川の上を籠に乗せられて漂っていた。ナ

イル川はエジプト人にとって自分たちに豊穣を

与える神と信じられていた。本当の神様のこと

を認めない人々の国で、偽物の神に流されるが

まま、生まれてから死に向かって漂い流れてい

く人生。モーセはそこから救われる。そして、

これは君たちにも同じように言える。皆は本当

の神様のことを認めようとしない国の中で生き

ている。神様を認めない人間の造り出す社会や

文化は、そこに生きる人を神様が嫌われるよう

な生き方や考え方のとりこにしようとする。

Ｑ .皆が暮らすこの社会には、神様が嫌な思いを

するような文化が無いか？	君が好きな小説や

マンガ。テレビ番組やゲーム。こうしたモノの

中に、君を神様から引き離そうとする考え方は

ないか。こうしたモノに、君が「カッコいい」

と感じるとき、そこには神様が嫌われる生き方

や考え方はないだろうか？	人間は自分の力で

	 9月3日	 モーセの誕生	 中学科

どこまでも成長できるとか、自分の信念や夢が

世界で一番大事とか。「神など俺には必要ない」。

こんなキャがまるでカッコ良いかのようにいた

るところに現れる。人間が一番という人間至上

主義の国で皆は生活している。だが、その価値

観に流されて辿り着くのは、神様から「お前は

必要ない」と拒絶される永遠の死である。神様

から拾い出されないなら、私たちの命は絶望的

である。

③モーセの話に戻ろう。神様はエジプトの王女を

用いるという仕方で、モーセをこの死地から拾

い上げられ、かつイスラエル人の母親の手に

よって育てられていく。これにより、モーセは

エジプトを良く知るイスラエル人として出エジ

プトのために整えられていく。モーセは神様を

知らない人の価値観に触れつつも、本当の神様

を主人とする生き方を学んでいったに違いな

い。

④生まれてから死に向かって流れていく、人間を

中心とした人生観。そのとりことなってしまう

人生から君は神様に拾い上げられた。小さい頃

から君が教会で何度も聞いてきた「救い」とは、

ここからの救いである。そして、この救いを知

る者が、やがて他の人々を救いへ導く者として

用いられていく。モーセに対して、神様は様々

な人を用いて、この救いを与えてくださった。

君もまた同じである。神様は君を死に向かう川

の流れから拾い上げるために様々な人を用い

て、君を人間至上主義の人生から救い出される。

この神様にこの身を委ねたい。

〈祈り〉

　死へと流れる私を拾われた神様。感謝します。

どうか、人間を一番にする価値観のとりことなら

ないようにお守りください。アーメン。
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「主（YHWH―アドナイと読む）」がそれである。ヘ

ブライ語の四文字で表されるその名は、今では誰

も本当の呼び方を知らないが、意味するところは

「わたしはある」という神の存在そのものである。

この謎めいた名は、「わたしは在りたいように在

る」「わたしはいたいと思うところにいる」とい

う歴史に働く神の自由をも示す。モーセはこの名

を委ねられて、今、信仰のない世界へ送られ、自

らを神の子と称するファラオの前で、「ある」と

いうお方の証言をせねばならない。モーセがそう

主張するのではない。「わたしはある」とはっき

りと語られる神御自身がモーセを通して証しされ

る。そして、未だ神の名を呼ぶことを知らないイ

スラエルの民に向かい、「わたしはある」と宣言

される方の言葉を伝え、彼らがその名において神

を礼拝するようになることが、これからのモーセ

が生きる意味となる。

　神に召された信仰者は誰しもモーセの姿に自ら

の召命を見る。神が人を御自身の働きへと召され

るとき、それは抗うことができない。神が「ある」

ということを本当に知るとき、その言葉には逆ら

えない。モーセが試みた反抗は、己を捨てるため

の試みであった。人の思いから来る疑いや不安は、

神の御存在の確かさの前には根拠を失う。御言葉

の宣教へと人が召されるとき、自分の力を信じる

ことなどできない。罪人が悔い改める出来事は、

杖が蛇に変わったり、皮膚病がきれいに治ったり

する以上の奇跡に相違ない。主イエスはこれを「ラ

クダが針の穴を通る方が易しい」と言われた。宣

教への召命は、モーセのように一介の羊飼いが召

されるのと同じである。「人にはできないが、神

にはできる」ことを信じて、ただ神の言葉の力に

頼って、その働きに召されるだけである。信じる

者には、神の名が委ねられており、神は信仰者の

生涯においてご自身の存在を訴えておられる。神

を信じる者たちの人生は、いつでもその名を帯び

ている。	 （牧野信成）

　神が地上をご覧になり人間の苦しむ姿を認めら

れる時、神は人間を通して救いの御業を始められ

る。「モーセ、モーセ」と二度呼ぶ声が燃える柴

から聞かれたとき、神の人はその救いの働きに召

されていく。「自分ではない」とモーセが必死に

抵抗する様子から知らされるのは、神が人を召さ

れるのは本人の自覚や自主性がその役割を引き受

ける第一要因ではないことである。神がモーセに

現れた。そして抗うことのできない言葉に促され

て、自分を無にして砂漠から人々の住まう所に出

て行った。「わたしは必ずあなたと共にいる」と

の約束が、かつて族長たちに語られたのと同様

モーセにも告げられている。その確約を得て「わ

たしは、今、イスラエルの人々のところに参りま

す」との応答が導かれる。

　モーセが向かうエジプトという「この世」は、

文明の力をもって暴虐を尽くすファラオの王国、

罪の極まった人間世界のモデルだといえる。もっ

と深刻なのは、イスラエルもまた神の僕を喜んで

受け入れるほど信仰に生きてはいない現実であ

る。彼らは自分たちが置かれた苦難に打ちひしが

れて叫ぶが、神の名を呼ぶことすらできない。そ

んな場所へと神はモーセを派遣し、彼は神の言葉

を語らなくてはならない。モーセが繰り返し神の

召しを拒絶するのも、その困難、否、不可能が分

かるからである。あらゆる不安を神の前に持ち出

し、自分が神の命令に耐え切れないと己が弱さを

認めざるを得ない。かつてのエジプトの王子は、

今や身も心も、沙漠で羊を飼う一人の無力な人間

に過ぎない。

　しかし、神の救いの道筋がこうして整えられる。

自分の力で救いをもたらそうという自負心はモー

セにはない。モーセが訴える不安はすべて神が引

き受けられる。しるしとなる杖も、代弁者となる

兄アロンも、必要なものはすべて神が用意される。

あとは神に身を委ねて自分を空にしたまま、エジ

プトへ出て行けばよい。

　このとき神は、モーセにご自身の名を顕された。

	 9月10日	 モーセの召命	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	3章1～22節
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　みんなは、お友だちやおうちの人と約束をした

ことがありますか。たぶん、あるでしょう。いろ

いろな約束をしたことがあるでしょう。いついつ

一緒に遊ぼうね。そう約束して、約束を守ること

ができたでしょうか。あと一時間遊んだら、お片

付けして勉強する。そう約束して、守れたでしょ

うか。守れたこともあるし、守れなかったことも

ある。そうですね。わたしは、子どもたちといつ

いつ一緒に遊べるよ、そう約束していて、忘れて

しまうことがありました。本当にごめんなさい。

　約束は、きちんと守らなくてはいけません。け

れども、わたしたちは、守れないことがある。約

束していたことを忘れてしまうことがあります。

人間は、約束をきちんと守ることができず、人を

傷つけたり、悲しませたりしてしまいます。けれ

ども、神さまは、約束を忘れることがありません。

約束をいつもおぼえていて、必ずそのとおりにし

てくださるお方です。

　神さまの不思議な導きによって自ら引き上げら

れたモーセは、おそらく三年ほどお父さんお母さ

んのもとで養われ、その後、エジプトの王女に引

き取られて、エジプト人として育てられました。

モーセは成長して、おとなになり、やがてエジプ

トからも離れて生活することになりました。この

とき、ミディアンという地方に住んで、羊の群れ

を飼い、羊を育てる仕事をしていました。

　ある日のこと、モーセが羊の群れを連れて荒れ

野に出かけていたとき、とても驚くことが起こり

ました。荒れ野の中の所々に柴の木が生えていま

す。その柴の木の一つが突然燃え上がりました。

炎が上がったのです。空気が乾燥しているから、

自然に火が起こったのか、モーセさんはそう思っ

たかもしれません。ところが、その柴は、燃えて

いるのに、燃え尽きません。赤く燃えているのに、

柴の木そのものはぜんぜん燃えていません。いっ

たいどういうことだろうか。そう思ったモーセは、

柴の木に近づきました。

　すると、その柴の木のほうから声がしました。

「モーセよ、モーセよ」。モーセはとっさに答えま

した。「はい」。声が続きました。「ここに近づい

てはならない。足から履き物を脱ぎなさい。あな

たの立っている場所は聖なる土地だから」。さら

に声が続きます。「わたしはあなたの父の神であ

る。アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神で

ある」。モーセは気がつきました。ああ、神さま

が声をかけてくださったのだ。柴が燃えていたの

は、神さまの御使いがそこにおられたからだ。モー

	 9月10日	 モーセの召命	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	3章1～22節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問7,	8

〔単元のねらい〕

　『子どもカテキズム』問7は、神さまは「永遠で、変わらないお方です」と告白する。問8には、「生

きておられるまことの神さまです」とある。聖書の神は契約の神であり、真実で変わらないお方、生き

て働かれるお方である。主なる神は、モーセを召し出して、出エジプトのわざへと導いてくださった。

イスラエルの民の贖いのみわざを成し遂げてくださった。今も、主なる神のわたしたちへの愛は変わら

ない。契約に対する真実も変わらない。神は生きて働いておられる。それゆえに、神は確かにわたした

ちを救いの恵みに入れてくださる。神さまを信頼することへと子どもたちを招きたい。そして、わたし

たちも神さまに真実をもって応えて歩みたい。なお、聖書朗読としては、1～10節くらいまでが適切で

あろう。

「神さまの愛は変わらない」
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セは、神さまを畏れて、あわてて顔を覆い、ひれ

伏しました。

　神さまはおっしゃいました。「わたしは、あな

たの父の神である。アブラハムの神、イサクの神、

ヤコブの神である。わたしは、エジプトにいるイ

スラエルの人びとが苦しんで生活しているのを

知っている。わたしは、あなたの先祖、アブラハ

ム、イサク、ヤコブに、カナンの地を与えると約

束したことをおぼえている。今、わたしは、エジ

プト人の手からあなたたちを救い出し、その約束

の地、すばらしい土地に導き出す。イスラエルの

人びとが苦しんでいる声が聞こえる。今、行きな

さい。わたしは、あなたをエジプトの王さまのと

ころに遣わす。わたしの民イスラエルの人びとを

エジプトから連れ出しなさい」。

　驚きましたか。柴の木が燃えだして、けれども、

燃え尽きない。それはもちろん驚きです。けれど

も、もっと驚くべきことがあります。神さまが、

300年以上、いや400年位も昔かもしれません、

それほど昔の約束を忘れることがなかったことで

す。神さまは、モーセの先祖であるアブラハム、

イサク、ヤコブへの約束を忘れることなく、今こ

のとき、それを実行しようとしておられるのです。

神さまは、そのように、変わらないお方です。ア

ブラハムを愛して、イサクを愛して、ヨセフを愛

して、今もモーセを愛して、イスラエルの人びと

を愛しておられます。その愛が変わらないから、

モーセに語りかけて、これからイスラエルの人び

とを導き出すとおっしゃっておられます。

　このイスラエルの人びととは、主イエスさまに

結ばれて教会の枝とされているわたしたちのこと

でもあります。主なる神さまは、わたしたちのこ

とも愛して、わたしたちをも救い出してくださる、

力強く生きて働いてくださるお方です。神さまは、

わたしたちを愛して救い出すと約束されました。

そのことを必ず成し遂げてくださるお方なので

す。こういう神さまがおられて、神さまを信じる

ことができるとは、何と幸いなことでしょうか。

　そして、変わらない、真実な神さまを信じて、

わたしたちも神さまに応えて、真実に生きること

ができるよう、まっすぐに生きることができるよ

うに、造り変えられるのです。

　神さまが突然現れて、「あなたをエジプトに遣

わす」と言われて、モーセは戸惑いました。うろ

たえました。いったいどういうことでしょうか。

自分に何ができるでしょうか。とくに、実は、モー

セはエジプトの王さまから逃げていたのです。王

女の子どもとして育てられたのですが、王さまの

ところから逃げ出して、ミディアンに来ていた。

ですから、エジプトに戻るなどとんでもない。そ

して、エジプトの王女の家でぬくぬくと育った自

分を、イスラエルの人びとがどうして指導者とし

て受け入れてくれるだろうか。モーセは、いくつ

もの理由をあげて、神さまに反対しました。

　神さまは、そんなふうにして逃げ出してきて、

モーセの心が傷ついていることをご存じでした。

そのため、生きて働いておられる神、力強いお方

である神ご自身がいつも一緒にいてくださると約

束されました。「わたしは必ずあなたと共にいる」。

そうおっしゃって、モーセを力づけられました。

　神さまは、ご自身の御言葉を与えて、わたした

ちを力づけてくださいます。確かに一緒にいて、

力を与えてくださいます。モーセは、確かに神さ

まが一緒におられ、神さまから力を与えられまし

た。神さまは、モーセを助ける人として、兄であ

るアロンも備えておられました。そのような助け

と励ましがあり、イスラエルの人たちは、神さま

がモーセに告げられた御言葉を聞いて、神さまの

約束を思い出し、信じることへと導かれました。

イスラエルの人びとは、モーセを指導者として受

け入れ、出エジプトへと備えたのです。

　神さまは変わらないお方であり、生きて働いて

おられます。わたしたちを愛して、わたしたちを

救い出す、その約束に忠実です。その神さまに信

頼して、わたしたちも、神さまに真実に応えて生

きていきましょう。	 （望月　信）

　〔今週の暗唱聖句〕	 マラキ書	3章6節前半

まことに、主であるわたしは変わることがない。
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〈ねらい〉

　必要なものはすべて神さまが用意してくださる

から、大胆に神さまのことをお話しできるように。

〈暗唱聖句〉

　「わたし必ずあなたと共にいる」。

〈展開例〉

①長い間、イスラエル人たちは奴隷となって苦し

んでいました。神さまはその叫びを聞き、御心

に留められていました。そして大きくなった

モーセさんにいよいよ声をかけられます。

②ある日、モーセが荒れ野の奥へ羊を追って入っ

ていくと、柴が燃えているのに気がつきました。

「あれ、火は燃えているのに、柴は燃え尽きない。

不思議だな」。

③すると、「モーセよ、モーセよ」と天から声が

聞こえました。彼が「はい」と答えると、「私

はあなたの父の神である。私はエジプトで苦し

むイスラエル人を見、叫びを聞いた。そこで、

わたしはあなた王のもとに遣わして、イスラエ

ルの人をエジプトから連れ出す」。

④モーセはビックリしました。そしてすぐに言い

ました。「私にはそんな力はありません。私に

は無理です」。しかし神さまは言われます。「わ

たしは必ずあなたと共にいる」。

⑤でもモーセは自信がなくて言いました。「神さ

まはどなただと聞かれたら答えられません」。

しかし神さまは言われます。「わたしはあると

いうものだ。そう答えなさい」。

⑥でもモーセは心配して言いました。「私が神さ

まと一緒にいることは誰にも見えません」。し

かし神さまは言われます。「杖を蛇にかえてあ

らわしなさい」。

⑦それでもモーセは恐れて言いました。「わたし

は口下手でうまく話しができません。誰か他の

人にしてください」。

⑧さすがに神さまは怒って言われます。「アロン

を一緒に連れて行きなさい。もう言い訳はよい。

必要なものはすべてわたしが用意する。だから

あなたは杖を持って、アロンと一緒に王の前に

行きなさい」。

⑨モーセさんは行くことをとても怖がっていまし

たけれども、それが神さまの御心であることが

はっきり分かりました。そしてアロンと杖を

持って出かけていきました。もう言い訳ばかり

のモーセではありません。神さまから送られた

者として、堂々と王さまの前に立ち、神さまの

言葉を語りました。

〈お祈り〉

　いつも必ずわたしたちと共にいてくださる神さ

ま。あなたは、神さまのお働きができるように、

すべて準備してくださっていることをモーセさん

を通して知りました。だからわたしたちも神さま

のお働きができるように力を与えて、周りのお友

達にも神さまのことをお話ししできるようにして

ください。アーメン。

	 9月10日	 モーセの召命	 幼稚科
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	 9月10日	 モーセの召命	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様はいつも変わらないお方であり、お約束を

守られる方であることを知る。

〈はじめに〉

　今日も変わらず、日曜学校に神様が一人ひとり

の子どもを招いてくださいました。招きに応じて

くることができた一人ひとりの子どもを温かく迎

えましょう。このクラスの部屋に入って来る子ど

もたちの表情はいかがでしょう。子どもたちの生

活の様子は見えますか。子どもたちの祈りの課題

はないでしょうか。子どもたちの祈りの交わりも

大切にしたいものです。

〈御言葉に聴きましょう〉

①モーセは、神の山に行きました。この山は何と

言いますか。

②ホレブの山に来た時、モーセは何を見ましたか。

③柴の間から、「モーセよ、モーセよ」という声

を聞きました。だれの声ですか。

〈展開例〉

　王女に助けられ育ったモーセは、大きくなって、

将来の王様になるためのお勉強を一生懸命しまし

た。そして多くの人から尊敬される大人として成

長しました。でも、モーセは自分と同じイスラエ

ル人が、奴隷として毎日毎日、しんどい苦しい仕

事をしている様子を見ていましたから、心がいつ

も悲しかったのです。モーセは、このエジプトか

らイスラエル人を助ける大きな仕事が与えられて

いることを知っていました。

　ある日、モーセはいじめられているイスラエル

人を見て、そのいじめたエジプト人を殺してしま

いました。それを知った王様はカンカンに怒った

ので、モーセはミディアンという所に逃げて行き

ました。その時モーセは40歳でした。モーセは

羊のお世話をするお仕事をして過ごしました。今

までとは全く違うお仕事ですね。

　ある日、モーセは、ホレブという山に来ました。

そこに不思議な火が燃えているのに、葉っぱや枝

はなくなりません。そして火の中から、神様の声

がして「モーセよ、モーセよ、ここに近づいては

いけません。履物を脱ぎなさい。ここは聖なる土

地です」と言われました。また「私は、エジプト

にいるイスラエル人が苦しんでいるのをよく知っ

ています。私はあの人たちを救い出します。今、

行きなさい！王様の所に行って、イスラエル人を

連れ出すと言いなさい」と言われました。

　モーセはびっくりしました。「どうしてそんな

ことが私にできるでしょうか」と言いましたが、

神様は「私は必ず、あなたと共にいます。必ずイ

スラエル人をエジプトから救い出します」と言わ

れました。モーセは本当に神様から大きな力が与

えられました。

　モーセと共に居てくださった神様は、今日も明

日も私たちと共にいてくださるのです。

〈お祈り〉

　神様、どんな時も私たちと一緒にいてくださり

ありがとうございます。変わらない愛をもって私

たちを愛してくださり、ありがとうございます。
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	 9月10日	 モーセの召命	 小学科上級

〈ねらい〉

　「単元のねらい」に従って、「聖書の神は契約の

神であり、真実で変わらないお方、生きて働かれ

るお方である」ことを確認したい。

〈展開例〉

　「あなたこそ、主なる神。アブラムを選んでカ

ルデアのウルから導き出し／名をアブラハムとさ

れた。	あなたに対して忠実なその心を認め／彼

と契約を結び／子孫に土地を与えると約束され

た。カナン人、ヘト人、アモリ人／ペリジ人、エ

ブス人、ギルガシ人の土地を。あなたは約束を果

たされた。まことにあなたは正しい方。

　わたしたちの先祖がエジプトで苦しんでいるの

を見／葦の海で叫び声をあげるのを聞き	ファラ

オとその家来／その国民すべてに対して／あなた

は数々の不思議と奇跡を行われた。彼らがわたし

たちの先祖に対して／傲慢にふるまったことを／

まことにあなたは知っておられた。こうしてかち

えられたあなたの名声は／今日も衰えることを知

らない」（ネヘミヤ記9:7～10）。

　イスラエルの人々の苦しみをほうっておくこと

ができずに、モーセを通して救い出そうと、神様

が宣言なさったと教えられました。そしてそれは、

ご自分がかつて約束なさったことを、決して忘れ

ることなく実行なさろうとしてくださる、神様の

変わることない真実を教えてくれるのだと確認し

ました。

　聖書の神様はこのように、私たちのために約束

を守り続けてくださる方です。聖書には、そんな

神様が何度も繰り返してくださった約束の言葉が

記録されています。

　「それにもかかわらず、彼らが敵の国にいる間

も、わたしは彼らを捨てず、退けず、彼らを滅ぼ

し尽くさず、彼らと結んだわたしの契約を破らな

い。わたしは彼らの神、主だからである。

　わたしは彼らの先祖と結んだ契約を、彼らのた

めに思い起こす。彼らはわたしがその神となるた

めに、かつて国々の目の前でエジプトの国から導

き出した者である。わたしは主である」（レビ記

26:44～45）。

　「わたしの僕イスラエルよ。わたしの選んだヤ

コブよ。わたしの愛する友アブラハムの末よ。わ

たしはあなたを固くとらえ／地の果て、その隅々

から呼び出して言った。あなたはわたしの僕／わ

たしはあなたを選び、決して見捨てない。

　恐れることはない、わたしはあなたと共にいる

神。たじろぐな、わたしはあなたの神。勢いを与

えてあなたを助け／わたしの救いの右の手であな

たを支える」（イザヤ書41:8～10）。

　約束を果たされる神様は、約束通りにイエス様

を与えてくださいました。そしてイエス様は私た

ちに、罪の赦しと永遠の命を、必ず約束通りに与

えてくださいます。

　「神は約束に従って、このダビデの子孫からイ

スラエルに救い主イエスを送ってくださったので

す。……わたしたちも、先祖に与えられた約束に

ついて、あなたがたに福音を告げ知らせています。	

つまり、神はイエスを復活させて、わたしたち子

孫のためにその約束を果たしてくださったので

す。」（使徒言行録13:23,	32～33）

〈祈り〉

　神様、約束を守り続けてくださるあなたの真実

に感謝します。モーセやイスラエルの民と共にい

てくださったように、私たちとどこまでも共にい

てくださると約束してくださったあなたを信じま

す。強く雄々しく歩むことができますように、守

り導いてください。
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〈ねらい〉

　神様の約束の確かさと、それを確信させる神様

の存在と御言葉の力を覚える。

〈展開例〉

①今日はモーセが、イスラエルの人たちに神様の

思いを伝える使命に召し出された話。モーセは

王宮で成長した。しかし、エジプト人に虐げら

れるイスラエル人を助ける際にエジプト人を殺

してしまう。モーセは事件が露呈するのを恐れ、

エジプトからミディアンという土地に逃れ、そ

こで暮らしていた。そんな折、モーセは山で神

様と出会う。そこで、モーセに使命が与えられ

る。使命とは、エジプトに戻りイスラエル人に、

神様は昔の約束を覚えてイスラエルを助けると

いうことを伝えること。また彼らをエジプトか

ら約束していたカナンへ導くというものであっ

た。

②これを聞いてモーセはうろたえる。エジプト人

への恐怖。自分の能力の限界。イスラエルの人

たちへの不信感。神様は色々な言い訳を理由に

して使命を断ろうとするモーセに、それらを解

決する答えをくださる。それでも不安がるモー

セに、神様は私が一緒にいるから大丈夫だ、と

力強い励ましを与えてくださった。

Ｑ . 皆はどうか？	神様から自分の生きる道を示

されたとき、うろたえることはないか？	神様

を中心にした生活をつくり上げよ、という使命。

すべての人に神様と生きる幸いな生き方を広め

よ、というイエス様からの使命。君たちもまた

神様からの使命をいただく者たちである。だが、

神様の命令を聞くとき色々な言い訳を探して、

「そんな力は無い」「そんなことをすれば周りか

らひどい目にあう」「そんな生き方をしても誰

も理解しないに違いない」、こんな風に使命を

	 9月10日	 モーセの召命	 中学科

放棄する心の弱さがないだろうか？

③しかし、神様は言われる、「わたしは必ずあな

たと共にいる」。モーセは神様との出会いをと

おして、本当に神様はおられるということを

知った。そして、その神様が使命のために必要

なすべてのことを解決してくださるということ

を示された。モーセという人は本当に心配症で

ある。神さまの励ましがあり、それでもなお彼

はうろたえる。だが、神様はとりあえず行け、

と言われる。心配事は言い出せばキリがないが、

神様はモーセと一緒に行って、その都度、なす

べきことを教えてくださると言われた。そして、

確かに彼は神様と共にエジプトのイスラエルの

人々の前に出ていき、神様の約束の確かさを彼

らに信じさせるに至った。

④モーセの何が、神様の約束の確かさをイスラエ

ルに信じさせたのだろうか？	それは、一緒に

いてくださる神様のリアリティー。そして、リ

アルに神様と一緒にいる、モーセの口をとおし

て語られる神様の言葉の力だった。自分が信じ

るにしろ、誰かに信じてもらうにしろ、神様の

命令や約束がホンモノだということが確かにさ

れるとき、必要なのは能力でも環境でもない。

神様が共にいること。神様の声に聞くこと。こ

のことだけが、無茶に思える神様の使命を実現

可能にする。この二つを体の隅々にかよわせる

ために毎週の礼拝を神様は用意しくださってい

る。神様を中心として生きるために、神様がそ

のリアリティーと確かな言葉を君たちに届けて

くれるよう、神様に願いたい。

〈祈り〉

　モーセと共におられた神様。あなたの使命に生

きられるように、私にも同じように共にあって、

あなたの声を聞かせてください。アーメン。
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かエジプト中のあらゆる水が血に変わったのか本

文が錯綜するが、エジプト全体が受ける被害は甚

大なものと予想される。一つにはエジプト全土を

襲う渇水であり、もう一つはエジプトを支える漁

業の受ける打撃である。さらには酷い臭いが立ち

こめるという不快な状況も加わる。これに対し、

ファラオはモーセを無視したばかりではなく、民

衆の苦しみにも目を留めていない。

　ナイル川の水が血に変わるという災害には、続

く蛙の災いと併せて幾つかの象徴的な意味があ

る。これらの災いはファラオがイスラエルに行っ

た「嬰児殺し」に対する報復を意味する。「生ま

れた男の子は一人残らずナイル川に放り込め」

（1:22）と命じたファラオに対して、殺された子

供たちの血がナイル川から訴える。蛙はエジプト

の豊饒を支える女神であり、安産の神であった。

ナイル川と蛙というエジプトの神々は、こうして

今やエジプトに災いをもたらすものとなった。こ

れらの災いはエジプトの自然崇拝を逆手にとり、

イスラエルの神がそれらの創造者であることを知

らせるものである。

　神はエジプトを滅びに定められたとは記されて

いない。エジプトは、自分の国のただ中で悲惨な

状態に置かれているイスラエルに目を留めるよう

求められている。彼らを奴隷の状態に留めておく

のは不当である、と訴えられている。そして物言

わぬ偶像にではなく、イスラエルを真の信仰の内

に解放しようとされている神の御業に目を留める

ことが求められる。その神の真実を悟るのならば、

彼らも間違いなく、神の憐れみを受けることにな

る。ヨセフの時代がその前例となる。そこには危

機の中にあっても平安でいられた、神の知恵が支

配する時代があった。エジプトにもまた立ち返る

場所が用意されている。人間の頑なさは人間の説

得力ではなく、歴史を導く神の御業が打ち壊す。

神は世を滅ぼすお方ではなく、滅び行く世界を救

おうとされるお方である。	 （牧野信成）

　神はイスラエル救出のためモーセとアロンを派

遣され、この二人の働きによって神の御業が世に

媒介される。出エジプトの出来事では、イスラエ

ルの解放という事態を通して救いの神が啓示され

るが、その一方で神の裁きに立ち向かう人間の滅

び行く様をも描き出す。全体として、救いの神と

救われるべき罪人の姿が告げられることによっ

て、人類全体へ救いが呼びかけられている。

　イスラエルの解放は単にエジプトから砂漠へと

放り出されることではない。聖書はそれを「自由

である」とは言わない。神の代理人としてモーセ

がファラオに要求するのは、「わたしの民を去ら

せ、荒れ野でわたしに仕えさせよ」というもので

ある（7:16）。イスラエルの自由は、神に仕える、

すなわち礼拝することの中に保証される。奴隷か

ら自由民へという社会的立場の変化には、罪の束

縛から神の自由への解放という福音が込められて

いる。その意味で、出エジプトの出来事はイエス・

キリストの十字架による罪の贖いを予め示す。

　十の災いによってふるわれるエジプトは、創造

者である神が救済者として働かれることによっ

て、実際に不信仰が打ち壊されて行く過程をも示

す。モーセとアロンの一見絶望的な闘いは、神が

ご自身の闘いとしてこれを行われることで、確実

に救いへと導かれる。それはエジプトの神とイス

ラエルの神との闘いとして描かれており、エジプ

トの偶像に対して創造者である真の神が裁きの力

を発揮され、ご自身の唯一であることを証しされ

る。

　アロンの杖が蛇に変わって見せることで神の奇

跡的な力が示されるが、これはエジプトの魔術師

たちも同様に行うことができ、実害のない不思議

というものが信仰の問題にとっては効果を生まな

いことの事例となっている。アロンの杖が魔術師

たちの杖を飲み込んだことはその後の行く末を暗

示する。

　第一の災害は、ナイル川だけが血に変わったの

	 9月17日	 十の災いと過ぎ越し	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	7章8～24節
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　エジプトで、イスラエルの人たちは苦しんでい

ました。奴隷にされて、朝から晩まで土をこねて、

レンガを作らなければなりません。逃げ出した人

もいました。けれども、エジプトの兵士たちが見

張っていました。逃げ出した人は捕まえられて、

もっと苦しい目にあわされました。

　そんなイスラエルの人たちのところに、モーセ

が現れました。モーセは言いました。「アブラハ

ムの神、イサクの神、ヤコブの神、イスラエルの

民の神さまが現れて、『イスラエルの人びとをエ

ジプトから導き出す』と告げられた」。モーセの

兄であるアロンも一緒になって、神さまが現れて

くださったと語りました。イスラエルの人たちは、

神さまが一緒にいてくださるならば、エジプトか

ら出て行くことができるかもしれない、苦しみか

ら逃れることができるかもしれない、そう思い、

神さまを信じて、神さまに期待しました。

　けれども、その期待は裏切られました。モーセ

とアロンがエジプトの王さま、ファラオのところ

に行って、言いました。「イスラエルの神、主が

こう言われました。『わたしの民を去らせて、荒

れ野でわたしのために祭りを行わせなさい』」

（5:1）。ところが、ファラオは、モーセとアロン

の言うことを聞かず、イスラエルの神さまのこと

を認めませんでした。ファラオはとても傲慢だっ

たのです。イスラエルの神を認めませんでした。

また、イスラエルの人たちはよく働いたので、エ

ジプトにとって、イスラエルの人たちが出て行く

などとんでもないことだったのです。ファラオは、

イスラエルの人たちをもっと苦しめることにしま

した。「レンガを作る材料を集めることから始め

なさい。できるレンガの量は変えてはならない」。

そう言って仕事を増やしました。イスラエルの人

たちは、イスラエルの神さまよりもエジプトの

ファラオのほうが強いのか。神さまの力はそんな

ものか。そんなふうに思ったかもしれません。

　みんなは神さまが生きて働いておられることを

信じていますか。神さまが力強いお方であること

を知っていますか。まことの神さまは、神さまを

認めなかった傲慢なファラオを裁き、また、イス

ラエルの人たちに、ご自身が力あるまことの神で

あることをお示しくださいました。そのために、

とても大きなみわざを行ってくださいました。

　神さまはモーセを励まして言いました。「今や、

あなたは、わたしがファラオにすることを見るで

あろう。わたしの強い手によって、ファラオはつ

いに彼らを去らせる。わたしの強い手によって、

ついに彼らを国から追い出すようになる」（6:1）。

神さまは、イスラエルの人びとがお願いしてエジ

プトから出て行くのではなくて、逆にエジプトの

ファラオがイスラエルの人たちに出て行ってほし

いと願うようになるだろうと約束されました。

　神さまから励まされ、力を与えられて、モーセ

はファラオの前で次々と不思議なことを行いまし

た。まず最初に、アロンが自分の杖をファラオの

〔単元のねらい〕

　テキストは7章前半であるが、単元の主題に基づいて、12章までを取り扱う。『子どもカテキズム』

問14に「神さまより大きく強いものはないからです」とある。主なる神は、ファラオの高ぶりを裁く

ことをとおして、イスラエルの民を神信頼へと招かれた。わたしたちも主なる神に期待することができ

る。主イエス・キリストを贖いの小羊として与えてくださった神こそ、わたしたちの力である。

「神さまに希望がある」

	 9月17日	 十の災いと過ぎ越し	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	7章8～24節

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問14
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前に投げると、杖が蛇になりました。けれども、

ファラオはイスラエルの神さまを認めませんでし

た。そのため、神さまは全部で十の災いを与えら

れました。一つめの災いは、ナイル川の水が血に

変わりました。モーセが杖でナイル川の水を打つ

と、水が真っ赤な血に変わり、ついには川だけで

なく、池や水たまりの水まで血に変わりました。

飲み水がなくなってたいへんなことになりました

が、けれども、ファラオはイスラエルの人たちが

エジプトを出て行くことを認めませんでした。

　二つめは、エジプトを蛙が襲う災いでした。神

さまはエジプト中に蛙を送り込み、蛙は家の中は

もちろん、ファラオのベッドにまで入り込みまし

た。ファラオは言いました。「主に祈願して、蛙

がわたしとわたしの民のもとから退くようにして

もらいたい。そうすれば、民を去らせ、主に犠牲

をささげよう」。けれども、蛙が死に絶え、災い

が過ぎ去ると、ファラオは心を変えて、イスラエ

ルの人たちを去らせませんでした。

　第三はぶよが送り込まれました。第四はあぶが

送り込まれました。ぶよやあぶは人や家畜を襲っ

て体を刺します。けれども、ファラオはイスラエ

ルの人たちを去らせませんでした。五つめは疫病

がはやり、六つめははれ物の災いでした。エジプ

トの国中の人々が病気に襲われ、けれども、イス

ラエルの人たちは病気になりませんでした。第七

は雹が降るという災いです。雹が降って野原にい

た家畜や畑の穀物がすべてダメになってしまいま

した。第八はいなごの大軍が飛んできて、畑に残っ

ていた穀物や緑をすべて食い尽くしていきまし

た。そのたびに、ファラオは、口では「イスラエ

ルの民を去らせよう」と言いますが、災いが過ぎ

去ると、「いや、去らせはしない」と言いました。

約束を守らず、イスラエルの神さまが生きておら

れるお方であることを認めません。

　ついに神さまは、エジプトの国中を暗くされま

した。暗闇で覆われたのです。第九の災いです。

暗闇とはもはや希望がないということです。エジ

プトには希望が残されていないと示されました。

神さまが共におられることに希望があります。

　第十の災い、最後の災いがエジプトに行われま

す。神さまは、イスラエルの人たちに、小羊の血

を家の門に塗り、その小羊の肉を焼いて食べるよ

う命じられました。その塗られた血を御覧になっ

て、過ぎ越されるとおっしゃるのです。その夜、

エジプトの国中で悲しくつらいことが起こりまし

た。人であれ家畜であれ、その最初の子が撃たれ

て、命を失いました。エジプトの国中に泣き叫ぶ

声が満ちました。けれども、小羊の血を門に塗っ

たイスラエルの人たちは守られたのです。

　ついにファラオは、「イスラエルの人たちがこ

のままエジプトにいると、かえって災いばかり起

きて、エジプトは滅びてしまう」と思い、出て行っ

てほしいと願うようになりました。神さまがエジ

プトに対して憤っておられることを認め、モーセ

を呼び出して言いました。「さあ、わたしの民の

中から出て行くがよい。行って、主に仕えるがよ

い。そして、わたしのために祝福を祈ってほしい」。

こうして、ファラオとエジプトの人々は、イスラ

エルの人たちをせき立てて、エジプトから追い出

しました。お願いされて出て行くのですから、家

畜などを連れて行くのはもちろん、衣服や金銀の

装飾品などもいただいて、イスラエルの人たちは

用意を整えて旅立ちました（12:31～36）。

　神さまは、神さまを認めず、人々を苦しめる、

傲慢な人を裁かれます。また、イスラエルの人た

ちは、その神さまの力強いみわざを見て、神さま

への信頼を取り戻しました。神さまに期待して歩

む民とされて、荒れ野に旅立ちました。神さまは、

神さまを信じる民を災いから守り、救い出してく

ださるお方です。今もイエスさまに結ばれて、神

さまを信じて生きる者と共にいてくださるお方で

す。たとえ災いがあっても、神さまに依り頼む人

に神さまの守りが確かです。神さまに期待して、

歩みましょう。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記	7章5節

わたしがエジプトに対して手を伸ばし、イスラエルの人びとをその中か導き出すとき、

エジプト人は、わたしが主であることを知るようになる。
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〈ねらい〉

　必要なものはすべて神さまが用意してくださる

から、大胆に神さまのことをお話できるように

なって欲しい。

〈暗唱聖句〉

　「わたしの強い手によって、王は必ずイスラエ

ルを去らせることになる」。

〈展開例〉

①モーセさんは神さまの言われたとおり、王さま

の前にたち、勇気を振りしぼって言いました。

「イスラエルの神、主がこう言われます。『わた

しの民をエジプトから去らせなさい』」。しかし

王さまは「わたしは主など知らないし、イスラ

エルをさらせはしない」と、聞こうともしませ

ん。モーセさんたちはがっかりして退出しまし

た。

②しかし神さまはモーセさん言いました。「わた

しの強い手によって、王は必ずイスラエルを去

らせることになる」。モーセさんは神さまの言

葉を信じました。

③神さまは言われました。「王の心はかたくて民

を去らせない。アロンに言って、杖でナイル川

を打ちなさい。そうすれば水は血に変わる」。

アロンは言われたとおりに行いました。川の水

はことごとく血に変わり、悪臭を放ち、誰も水

を飲めなくなりました。しかし、王はこのこと

を心に留めませんでした。

④次に神さまはモーセに言われました。「国中の

水の上に手を伸ばしなさい。そうすればかえる

を這い上がらせる」。アロンは言われたとおり

に行いました。あらゆる水からかえるが這い上

がってきて、国中を覆いました。王さまは困っ

て、モーセに「明日イスラエルの人を去らせる」

と約束しました。でも、次の日になると心をか

たくしてイスラエル人を去らせませんでした。

⑤神さまは言われました。「杖で土の塵を打ち、

ぶよにしなさい。」アロンはそのとおりにしま

した。しかし王は彼らの言うことを聞きません

でした。

⑥神さまは次々に災いを起こされて、王にイスラ

エル人を去らせるように迫りました。モーセさ

んとアロンさんは神さまの言うとおりに王に話

し、また行いました。しかし王の心はかたくな

で、神さまの言葉を聞き入れませんでした。

⑦そして最後の10番目の災いのとき、神さまは

言われました。「私はエジプト中の人も家畜も

すべて、はじめの子供を打つ。イスラエルの人々

は、小羊の血をその家の門の柱とかもいに塗り

なさい。そうすればわたしはその家の前を通り

過ぎて打つことはない。この災いの後、王はイ

スラエルをエジプトから去らせる」。モーセは

王に伝えましたが、王の心はかたくなで、イス

ラエルの人たちを去らせませんでした。

⑧その夜。神さまの言われたとおりのことが起き

ました。国中の初めの子どもが打たれたのです。

王さまはやっと神さまの強い手が分かり、エジ

プトからイスラエル人を去らせることを決心し

ました。

⑨こうして、神さまの強い手によって、イスラエ

ルの人たちは奴隷の苦しみから解放され、モー

セに率いられてエジプトから出て行くことにな

りました。そしてこれからも神さまの手の中で

旅を続けていくことになります。

〈お祈り〉

　力強い手を持って、イスラエルの人たちを守り

救ってくださった神さま。あなたはどんなことを

してでも、助けを求める人たちをお救いになる方

です。どうか私たちも、あなたの手の中で守って

ください。王さまのように、心をかたくなにして

災いを与えられませんように。アーメン。

	 9月17日	 十の災いと過ぎ越し	 幼稚科
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	 9月17日	 十の災いと過ぎ越し	 小学科下級

〈ねらい〉

　生きて働いておられる、神様のお守りの確かさ

に信頼する。

〈はじめに〉

　9月も最後の週を迎えました。季節の変わり目

は子どもたちにとって、体調を崩しやすかったり

します。お休みが続いている子どもはいないで

しょうか。どういう風にコンタクトをとるのがそ

の子どもにとって、その家庭にとって相応しいの

か、案じることも多々あります。いろいろと教師

間で相談しながら、相応しいフォローを祈りなが

ら続けましょう。

〈御言葉に聴きましょう〉

①神様は、誰と誰にお話をされましたか。

②杖は、何に変わりましたか。

③ファラオは、モーセとアロンの言うことをきき

ましたか。

〈展開例〉

　神様から大きなお仕事を与えられたモーセには

アロンというお兄さんがいました。モーセとアロ

ンで、神様との約束「エジプトからイスラエル人

を救い出す」という仕事を始めました。

　でも、この国の王様ファラオは、全く言うこと

を聞きません。そこで、神様はエジプトの国に不

思議な「十」の出来事、喜ぶことではなく、災い

を次から次に起こしました。

　一つ目。アロンがファラオの目の前で、杖を振

り上げ、ナイル川の水を打つと、川の水が、全部、

血に変わってしまいました。家で使う水も血に

なってしまいました。国中血のにおいで一杯にな

りました。でも王様は言うことを聞きません。二

つ目。川から蛙があふれてきました。国中蛙で一

杯になりました。王様は言うことを聞くから蛙を

なくして欲しいとお願いすると、モーセは神様に

祈って蛙は全部死んでしました。蛙がいなくなる

とファラオの心は変わっていまい、約束は守りま

せんでした。三つ目。土の塵が全部、ぶよに変わ

り、四つ目。あぶで一杯になって国は荒れ果てま

した。五つ目。動物の病気がはやりました。家畜

は全部死んでしまいました。六つ目。エジプト人

と家畜は、うみの出る腫れものができました。七

つ目。雷がなって、大きなひょうが降りました。

外にいた人はみんなひょうに当たって死んでしま

い、畑のものも全部死んでしましました。八つ目。

いなごの大群がやってきて残っていた作物を全部

食べてしまいました。九つ目。エジプト中、三日

間真っ暗になりました。こうして、エジプトの国

は次から次に恐ろしい災いがくだりましたが、残

念なことに王様は全然、モーセとアロンの言う「イ

スラエル人をエジプトの国から出してください」

ということを聞き入れませんでした。

　そして、とうとう、十番目の災いが起こります。

それは、一番恐ろしいものでした。「エジプト中の、

全ての長男が、みんな死んでしまいます」という

ものでした。王様の長男も死んでしまうというも

のです。この災いからイスラエル人の子どもは助

かるように、特別なことがありました。それは、

家の入口の柱に、子羊の血を塗るということでし

た。その血を塗っている家の子どもは殺されない

ですみました。神様が言われたとおり、国中の長

男が死にました。王様の長男も死にました。これ

以上の悲しみはありません。やっとやっと、王様

の心は変わり、イスラエル人をエジプトから出て

行くことができました。

　長い間、本当に長い間待った、神様からのお約

束、イスラエル人を救い出すというお約束は、本

当になりました。たくさんのイスラエル人は苦し

い仕事から、苦しい生活から離れることができま

した。皆どんな気持だったでしょう。モーセのあ

とについて、たくさんの人たちが家族やお引越し

の荷物も持って歩き出しました。神様は、その長

い列を、昼は雲の柱、夜は火の柱で、みんなを守っ

てくださいました。

〈お祈り〉

　神様、神様の言うことを信じ守り続けることが

できますように。
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	 9月17日	 十の災いと過ぎ越し	 小学科上級

〈ねらい①〉

　まことの神のご意志に対してどこまでも反抗す

る罪人のかたくなさと、それをいつでも凌駕する

ことができる神の力強さを伝える（子どもカテキ

ズム問14「神さまより大きく強いものはないか

らです」）。同時に、そのような力強き神が、その

力を捨てるという十字架の愚かさによって人を救

いに招かれるという、愛の圧倒にともに驚く。

〈展開例①〉

　今日のお話では、これでもかこれでもかと、神

様が驚くべき出来事を起こされました（紙芝居な

ど用いて、子どもたちのイメージをふくらませて

いただければと願います。）でもファラオはどこ

までもかたくなでしたね。「もう参った、やめて

くれ」と言いながら、神様が手を緩めると「やっ

ぱり嫌だ、神の言うことなんか聞くものか !!」っ

て、駄々っ子みたいに繰り返しました。バカだな

あって思うけど、でもこれが人間なんだと聖書は

教えてくれています。私たちも、いつも同じこと

をしているのです。

　神様は、そんなファラオのことを、手のひらで

転がすようにしてあしらわれましたね。ファラオ

がそうやって「やっぱり嫌だ」って言い出すこと

も全部分かっておられて、そんな反抗には決して

屈しないで、どこまでも力で圧倒されます。つい

には、「本当に今度こそ参りました」と言わせて、

イスラエルの人たちが出て行くようにとファラオ

にお願いさせてしまった。

　北風と太陽の話は知っていますか。旅人のコー

トを脱がせようと、北風が必死に吹きつけても、

旅人は絶対に脱ごうとしなかった。同じように、

ファラオも絶対に神様の言うことを聞こうとしな

かった。でも北風にはできなかったことも、神様

にはできるのです。どこまでもかたくななファラ

オのコートを、ついに脱がせてしまう、そういう

圧倒的な力を神様は持っておられるのです。すご

いね。

　そんな神様の力によれば、今世界中の罪人（私

たちを含めて）に何千、何万の災いを与えて、神

様の言うことをムリヤリ聞かせることだって、本

当はできるのです。でも神様はそうはされなかっ

たことを覚えましょう。神様は、どこまでも反抗

する私たちの罪を罰する代わりに、イエス様を身

代わりの犠牲としてくださいました。そういう大

きな愛が、私たちのかたくなさをすっぽり覆って

います。太陽よりも暖かい愛が、私たちに注がれ

ているのです。

〈ねらい②〉

　このような「奇跡」を信仰の目によっていかに

してとらえるか、共に考える。

〈展開例②〉

　こういう10の災いの奇跡を読んで、おとぎ話

みたいだなと思った人もいると思う。正直でよろ

しい。教会には「違うよ、おとぎ話なんかじゃな

い、本当にあったんだ」と証明したくて、科学的

に説明しようとする人もいっぱいいます。最近で

は、この一連の出来事は、紀元前1500年ごろに

あったサントリーニ島の大爆発からすべて説明で

きるなんて仮説もあるね。（インターネットで「出

エジプト　サントリーニ島」と検索すると色々出

てきます）。

　でも、本当に大事なのは、それは全部「神様が

神の民のために起こしてくださった救い」だと信

じることです。神様は、科学で説明できるような

ことも、説明できない超自然的なことも全部用い

て、私たちのために「救い」を与えてくださいま

す。そのためなら、神様はどんなことでもしてく

ださいます。そして、そういう神様の力が働いて

いる出来事は、どんなありふれたことであっても

「奇跡」なのです。
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〈ねらい〉

　力強い業で私たちに信頼を起こし、この信頼に

応えて災いから守ってくださる神様を覚える。

〈展開例〉

①今日は、神様が不思議な10の災いを起こされ

て、エジプトの王ファラオにイスラエルの解放

を認めさせたお話。先週、モーセがイスラエル

の人たちに神様の約束への信頼を呼び起こした

話を聞いた。そしてモーセは、エジプトで奴隷

であったイスラエルを解放へ導くため、王のも

とへ行く。しかし、王はそれを頑なに拒否する。

王は、神様の使いであるモーセとやりあおうと

する。つまり、王は神様と勝負しようとした。

当時の世界の頂点に君臨する神様を認めない国

エジプトの代表として、王は神様に歯向かう。

神様は自分を神とやりあえると勘違いするこの

ファラオに、本当の世界の支配者の力をまざま

ざと知らされる。このため、エジプトには国中

を混乱させる災いが10度におよび引き起こさ

れる。そしてついにファラオは神様の力に屈服

して、イスラエルの解放を口にした。

②神様はエジプトに災害を引き起こされたがイス

ラエルの人々は守られた。神様はモーセの言葉

を信じ、神様に信頼した者たちを確かに守られ、

その約束を果たされたのである。イスラエル人

はエジプトに引き起こされる神様の力の大きさ

を見るたびに神様を畏れたことだろう。また、

そこから守られるたびに神様への信頼を強めら

れたことだろう。

③私たちは違う時代を生きているが、今日の話は

人ごとではない。私たちの日常にも神様と、神

様と敵対する者との戦いは身近なことである。

ひとつは、君が神様に従うために、その邪魔を

	 9月17日	 十の災いと過ぎ越し	 中学科

する具体的な障害があるかもしれない。人間関

係、社会の仕組み、世の中の考え方。神様と敵

対者の戦いは君の周りに確かにあるだろう。ま

た、君の内側、神様に逆らうファラオと神様に

従おうとする戦いは君の心の中でも度々引き起

こされるのではないだろうか？

④皆はこうした戦いの中で、ときに敵対者の力に

怯むかもしれない。今日の話の中で勝利のカギ

は神様に信頼を置くということであった。しか

し、この信頼はどうやったら得られるのだろ

う？	私たちは口先だけの人間を信じることは

難しい。反対に言葉数が少なくても、言ったこ

とをやり遂げる人の言葉には、私たちを信じさ

せる力がある。皆が神様を信じられるかどうか、

それは相手が信じるに足る方か？ということに

すべてがかかっている。

⑤今日の話は、神様は御自分が神であるというこ

とをしっかりと現わしてくださる方であること

を伝えている。神様は自分の力も隠したままで

はおられない。神様は、本当に御自分が神であ

るということを私たちに示し、私たちの信頼を

勝ち取ってくださるのである。そして、そんな

神様を信頼する者を神様は裏切られずに守って

くださる。神様は御自分が大切にしている人を

助けられるし、神様は御自分のことを大切にす

る人を助けたいと思われる。君は、神様がその

独り子を与えるほどに神様にとって大切な人で

ある。だから、君もまたいつも神様を大切にす

る人として歩んでほしい。そんな君を神様はさ

らに大切に保護して守ってくださるからだ。

〈祈り〉

　愛する者に信頼を呼び起こし、さらに愛してく

ださるあなたに感謝します。アーメン。
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強大な軍事力をもって、再び彼らを奴隷としよう

とした。しかしこのことが主のご計画のなかに

あったことは、次から明らかである。「わたしは

ファラオの心をかたくなにし、彼らの後を追わせ

る。しかし、わたしはファラオとその全軍を破っ

て栄光を現すので、エジプト人は、わたしが主で

あることを知る」（4節）。

　ファラオの軍勢がイスラエル人に追いついたと

き、彼らは非常に恐れた。前は葦の海、後ろはエ

ジプト軍という絶体絶命の状況のなかで、イスラ

エル人は、主がエジプトの地で彼らのためになさ

れた数々の不思議なみわざを忘れ、モーセを責め

た（11－12）。

〈イスラエルの民のために戦われた主〉（14:13－31）

　そのとき、モーセは民に答えた。「恐れてはな

らない。落ち着いて、今日、あなたたちのために

行われる主の救いを見なさい。……主があなたた

ちのために戦われる。あなたがたは静かにしてい

なさい」（13－14）。

　主ご自身が彼らのために戦われるので、彼らが

なすべきことは、主に信頼することであった。前

は海、後ろはエジプト人という絶体絶命の状況で

も、全能の神はご自身の方法を持っておられる。

モーセが杖を持ち、その手を海に向かって差し伸

べたとき、奇跡は起きた。主は激しい東風をもっ

て海を押し返されたので、水は分かれ、海は乾い

た地に変わった。この出来事を単なる自然現象と

考える学者もいるが、海の水を押し返すだけの強

烈な風が吹いている中をイスラエル人が渡ること

は不可能である。たとえ自然現象を用いられたと

しても、それを支配されているのは主ご自身であ

る。エジプト人が後を追って海のなかに入ったと

き、海の水は元に戻り、ファラオの全軍は全滅した。

　主はイスラエルの民のために自ら戦われ、栄光

を現された。主は、主権者としてご自身の民のた

めに戦ってくださる生ける全能の神である。

	 （後藤公子）

〈背景と文脈〉

　贖いは救済史の大きなテーマのひとつである

が、出エジプト記にはそれに関する出来事が記さ

れている。

　主はご自身の民をエジプト人の奴隷の身分から

贖うためにモーセを召された。これはアブラハム

になされた約束の成就であった（創世記15:13－

14）。主は十の災いをもってエジプト人に審判を

くだされたが、最後の災いとして、エジプト人の

すべての初子を撃たれた。それによって、王ファ

ラオはイスラエル人がエジプトを去ることを許可

した（12:29－32）。過
すぎ

越
こし

（12章）の出来事はイ

エス・キリストによる贖いを指し示すものとして

重要な意味を持つ。それに続く葦の海の奇跡（14

章）は、イスラエルの民によって記憶され続ける

べき歴史的出来事として、詩編や預言書などで、

繰り返し言及されている。これにより、イスラエ

ルの民はエジプト人の支配から完全に解放された

のである。

〈ファラオの心変わりと追跡〉（14:1－12）

　イスラエルの人々はモーセに導かれてラメセス

から出発した。このとき壮年の男子だけで60万

人いた（12:37）。主は、昼は雲の柱、夜は火の柱

をもって彼らを導かれた（13:21）。主の大いなる

御手に導かれてエジプトを出発した彼らに待ち受

けていたのは、大きな試練だった。

　主は指導者モーセに、「バアル・ツェホンの前

に、それに面して、海辺に宿営する」（2節）よ

う民に命じなさい、と言われた（詳細な場所に関

してはわかっていない）。それには主の目的があっ

た。主はエジプト人に対する最後の決定的な審判

を下そうとされていたのである。

　イスラエルの民がエジプトを去るのを許可した

ファラオは、彼らの逃亡について聞くと、心変わ

りをした。それはイスラエル人がエジプト人の奴

隷として有益な存在だったからである。ファラオ

は自ら軍勢を率い、イスラエル人のあとを追った。

	 9月24日　　　葦の海を渡る	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	14章
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　前回、イスラエルの民がエジプトから脱出した

ところまで学びました。エジプトの全地に悲しみ

と苦しみの叫び声が起こり、「イスラエルの人た

ちがこのままエジプトにいると、かえって災いば

かり起きて、エジプトは滅びてしまう」と思われ

るようになって、ファラオは、イスラエルの民が

エジプトを去ることを許しました。イスラエルの

民は、追い立てられるようにして、エジプトから

脱出しました。

　さて、そのイスラエルの民は、エジプトから脱

出して、アブラハム、ヤコブ、ヨセフのふるさと

であるカナンの地を目指します。けれども、主な

る神さまは、イスラエルの民をまっすぐにカナン

へと導かれるのではありませんでした。シナイ半

島の荒れ野の方向に向かうのかと思えば、地中海

近くの湖や沼地が広がるところに導かれて、イス

ラエルの人たちは、自分たちはいったいどこに向

かうのだろうかと不安に思ったかもしれません。

先祖の住んでいた場所、わたしたちのふるさとで

あるカナンを目指すのではないのか、けれども、

右に行ったり左に行ったり、いったいこの先どこ

へ向かうのかと思ったでしょう。イスラエルの人

たちは、エジプトで奴隷として生きてきましたか

ら、エジプトの外のことはまるで分かりません。

モーセはエジプトを離れてミディアンの荒れ野で

生活したこともあったので、モーセなら荒れ野の

道が分かるはずだと思っていたのですが、本当に

モーセに従って行って大丈夫だろうか。そんなふ

うにも思い始めたかもしれません。

　実のところ、イスラエルの民を導いていたのは、

モーセではなく、主なる神さまでした。モーセは、

主なる神さまが命じられることに従って、イスラ

エルの民を導いていました。そのことを教えるた

めに、神さまは、昼は雲の柱、夜には火の柱で照

らし出して、イスラエルの民を導かれました。そ

して、神さまは、ご自身の力強い御力を示して、

大きな出来事を行ってくださいました。

　イスラエルの民が荒れ野に向かう道を右に左に

していた頃、エジプトのファラオは、考えを変え

ていました。「奴隷としてとても役に立っていた

イスラエル人を追い出してしまうとは、いったい

何と愚かなことをしてしまったのだろう」。その

とき、イスラエル人が、湖や沼地の広がる葦の海

のほうへと向かっているとの連絡が入りました。

「道に迷っているのだな」。そう思ったファラオは、

エジプトの全軍に号令をかけて、出発させること

にしました。「イスラエル人を追いかて、エジプ

トに連れ戻せ」。ファラオ自身も、馬にひかせた

戦車に乗って、出発しました。

　それから数時間して、海に面した場所に宿営し

ていたイスラエルの人たちは、突然、妙な音に気

がつきました。遠くから地響きのような音がして、

しかも近づいてくるのです。「いったいこの地響

〔単元のねらい〕

　この出来事をとおして、主なる神は、イスラエルの民に、勝利の神としてご自身をお示しになった。

そして、イスラエルの民からの信頼を勝ち取ろうとされたのである。ここには、神をなかなか信頼する

ことのできないわたしたち人間に対する憐れみ深い取り扱いがある。参照カテキズムには、十戒の序文

の問答を挙げた。過
すぎ

越
こし

のみわざも不可欠であるが、この出来事をとおして、主なる神はイスラエルの民

をご自分のものとされたのである。

「神さまの勝利を見よ」

	 9月24日　　　葦の海を渡る	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	14章

	 参照カテキズム	 子どもカテキズム	問11,13,41,42
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きは何だろう」と思っていると、遠くにエジプト

の軍勢が姿を現しました。「たいへんだ！　エジ

プトの軍隊が追いかけてきたぞ」。イスラエルの

宿営は、大騒ぎになりました。

　何ということでしょう。エジプトの軍隊が迫っ

て来るというのに、イスラエルの人たちの前には

海が広がっています。前は海、後ろはエジプトの

軍隊に囲まれて、もはや逃げ場所がありません。

イスラエルの人たちはモーセにくってかかりまし

た。「わたしたちを連れ出したのは、この荒れ野

で死なせるためですか。こんなかたちで死ぬのな

らば、エジプトで奴隷のままでいたほうがよかっ

たではないですか」。

　けれども、モーセは言いました。「恐れてはな

らない。今日、あなたたちのために行われる主の

救いを見なさい」。「主があなたたちのために戦わ

れる。あなたたちは静かにしていなさい」。モー

セは、恐れたり不安になったりする必要はないこ

と、イスラエルの神さまである主なる神さまがイ

スラエルのために戦ってくださることを教えて、

「静かにしていなさい」と命じました。

　主なる神さまは、イスラエルのために、どのよ

うに戦ってくださるのでしょうか。そうこうして

いる間にも、エジプトの軍隊はどんどん迫ってき

ます。と、突然、イスラエルの民に先立って導い

ていた雲の柱が、イスラエルの人びととエジプト

の軍隊の間をさえぎるかのように、イスラエルの

人びとの後ろに動いていきました。真っ黒な黒雲

が立ちこめ、ちょうど夜になり、あたりは暗闇に

包まれ、稲光も光り始めました。エジプトの軍隊

は、動くことができなくされてしまいました。

　もう一方で、主なる神に命じられて、モーセは

海に向かって手を差し伸べます。すると、主なる

神さまが激しい風を送って、海の水が押し返され

ました。一晩中、強い風が吹き続けて、とうとう

海の中に乾いた地面が見えるようになりました。

海の水が右と左に壁のようになって分かれたので

す。「それっ！今だ！」と言って、イスラエルの

人たちはみな、海にできた乾いた道を通って、向

こう岸に向かいました。それに気づいて、エジプ

トの軍隊も、海の中の乾いた道を通って追いかけ

ようとします。けれども、火の柱と雲の柱がエジ

プト人の目をくらまして、思うように進めません。

重たい戦車も、車輪がぬかるみにはまって外れて

しまい、なかなか前に進めません。ついに、イス

ラエルの人たちがすべて向こう岸に渡り終わりま

した。主なる神さまは、再びモーセに、海に向かっ

て手を差し伸べるよう命じます。モーセが再び海

に向かって手を差し伸べると、右と左に分かれて

壁のようになっていた水が元の場所に流れ返りま

した。エジプト軍は、海の水から逃げようとしま

したが、一人残らず、水に飲み込まれてしまいま

した。夜が明ける頃には、海はすっかり元のよう

に穏やかな様子になっていました。

　こうして、主なる神さまは、イスラエルの人た

ちに、ご自身の大いなるみわざを見せてください

ました。エジプトのファラオや、エジプトの神々

に勝利する、力強い神さまであることをお示しく

ださいました。イスラエルの民は、これからいっ

たいどなたに導かれて、荒れ野を旅するのか。そ

れは、この力強い神さまに導かれて旅をするので

す。この神さまに信頼して、おまかせして、つい

て行けばよいのです。イスラエルの人たちは、こ

の出来事をとおして神さまの力強さを知り、神さ

まに信頼して従うことへと導かれました。

　この神さまが、十字架と復活のイエスさまに

よって、わたしたちの神さまでもあられます。エ

ジプトに勝利された神さまは、イエスさまの十字

架と復活のみわざによって、罪と死に打ち勝つ大

きな力をお示しくださいました。神さまはご自身

の勝利を示して、わたしたちの神となってくださ

いました。そして、今も、わたしたちに約束して

くださっています。「主があなたたちのために戦

われる。あなたたちは静かにしていなさい」。わ

たしたちも、この大いなる神さまに信頼して、与

えられている人生の旅路を神さまに導かれて歩ん

でいきましょう。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記	14章14節

主があなたたちのために戦われる。あなたたちは静かにしていなさい。
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〈ねらい〉

　前は海、後ろはエジプト軍、という絶体絶命の

ピンチの中で、主がご自分の民のために先頭に

立って戦ってくださるお方であること、海をも分

けて民を導かれる力のある、全能の神であること

を覚える。

〈展開例〉

　神さまは、イスラエルの人々をエジプトから救

い出すために、十の災いを起こされました。最後

の災いとして、エジプト人のすべての初子が撃た

れたとき、災いがイスラエルの家を過ぎ越すよう

にされました。大きな悲しみがエジプト中を覆っ

たのを見て、ファラオは、「これ以上イスラエル

人がいて災いが続くとエジプトは滅びてしまう」

と思い、イスラエル人が出て行くのを許したので

す。

　イスラエルの人々は、モーセを先頭に、昼は雲

の柱、夜は火の柱に導かれながら進んでいきます。

しかし、その頃エジプトでは働き人である奴隷が

いなくなったのを後悔し、ファラオは「イスラエ

ル人を連れ戻せ」と命じ、大勢の軍隊を仕立て、

自ら先頭に立ち出発しました。

　イスラエルの人々は荒れ野をさまよいながら進

んでいましたが、ちょうどその頃、海辺でキャン

プを張っていました。そのうちの誰かが「あの音

は何だ？」「地響きのような音がするぞ」と気付き、

お互い顔を見合わせていると、「エジプト人だ、

エジプトの軍隊が押し寄せてくるぞ」という声が

聞こえ、見ると大勢のエジプト軍がどんどん近づ

いてくるのが見えます。

　何ということでしょう、後ろからはエジプト軍

が迫ってくるし、目の前は海です。「どうしよう、

どうしよう！」。中にはモーセにくってかかる者

が大勢いました。「どうして我々をこんなところ

へ連れてきたのだ」、「こんな荒れ野で死ぬくらい

なら、エジプトで奴隷だった方がよかった」。口々

に勝手なことを言います。

　しかし、モーセは、「恐れてはならない。落ち

着いて、今日、あなたたちのために行われる主の

救いを見なさい」、「静かにしていなさい」と命じ

ました。

　そうしている間にも、後ろからはエジプトの軍

隊がどんどん迫ってきます。すると、突然、イス

ラエルの民の先頭に立っていた雲の柱が後ろに回

り、軍隊との間に割って入りました。軍隊は思う

ように前に進めません。モーセは主に命じられた

ように海に向かって手を上げました。するとどう

でしょう、激しい東風が吹き、その風に海の水が

押し返されて、海が二つに分かれて道ができまし

た。驚いている暇もありません。イスラエルの人々

はモーセを先頭に乾いた海を渡り始め、全員が無

事に向こう岸にたどり着きました。そして今度は、

それを見ていたエジプトの軍隊が渡ろうとしたと

き、再びモーセが海に向かって手を上げると、左

右に分かれていた海が元のように戻りました。エ

ジプトの軍隊は一人残らず水に飲み込まれ、夜が

明けると元の穏やかな海に戻っていました。

　海を目の前にしてエジプトの軍隊に追い詰めら

れたとき、誰が海の中を渡って逃げることができ

るなどと想像したことでしょう。でも、神さまは

それをしてくださったのです。

　イスラエルの人々は、軍隊に追い詰められたと

きモーセに文句を言うのではなく、その先にい

らっしゃる神さまに信頼すべきだったのですよ

ね。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、神さまにはおできにならな

いことはありません。どのようなときにも、神さ

まのお力を信じ、神さまに心から従っていくこと

ができますようお導きください。イエスさまのお

名前によってお祈りいたします。アーメン。

	 9月24日　　　葦の海を渡る	 幼稚科
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	 9月24日　　　葦の海を渡る	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様の力強い導きを信頼して従う。

〈はじめに〉

　秋を迎えました。これからクリスマスに向かっ

て、日曜学校行事の計画・具体的な準備も始まる

のでしょうか。私たち分級の奉仕者は、子どもた

ちを教え、導き、クラスをまとめ、チャレンジを

与え、また子どもたちとの信頼ある関係を築きあ

げることを通して、子どもたち一人一人の信仰の

成長のためにこの働きにつかせていただいていま

す。短い時間の中にあっても尊い働きです。

〈御言葉に聴きましょう〉

①エジプトの王様の名前は何ですか。

②イスラエルの人々がみんないなくなった後、

ファラオ王様は、どうしましたか。（8節）

③後ろから追いかけて来たエジプト軍を見て、イ

スラエルの人々はどう思いましたか。（10節）

④怖がったイスラエルの人々に、モーセさんは何

と言いましたか。（13、14節）

〈展開例〉

　イスラエルの人々は、長いエジプトでの奴隷の

生活から抜け出すことができました。モーセさん

と一緒に、長い長い旅を続けました。昼は雲の柱、

夜は火の柱が、長い行列の先頭にあって、イスラ

エルの人たちは、道に迷うことなく、前にどんど

んと進んで行くことができました。神様がそのよ

うに導いて、みんなを守ってくださったのですね。

　でも、大変な事が起きたのです。エジプトのファ

ラオ王様の心が変わったのです。神様から何度も

恐ろしいわざわいにあい、やっとやっと、奴隷を

解放したことも忘れて、また、あの奴隷たちを自

分のものにしたくなって、追いかけることにした

のです。たくさんの戦車、馬、兵隊を連れて追い

かけてきたのです。

　それを知った、イスラエルの人たちは、あまり

の恐さのため、これまで、神様がエジプトを連れ

出してくださって、守ってくださっている神様の

ことをすっかり忘れて、モーセさんに文句を言い

始めました。ついにイスラエルの人たちの目の前

には海、後ろには捕まえに来たエジプトの兵隊た

ち。もう駄目だ、つかまってしまう、またあの奴

隷の苦しい生活に戻されてしまう、と誰もが目の

前まっくらな思いになった時、モーセさんは、み

んなに「怖がってはいけません、静かにしなさい」

と言われました。そして神様はモーセさんに「あ

なたの杖を高く挙げ、手を海に向かって差し伸べ、

海を二つに分けなさい。そして進んで行きなさい」

と言われました。モーセさんがその通りにすると、

海の水が二つに分かれ、道が出来て ､みんなはそ

の道を通って、向こう岸に渡ることができました。

後から追ってきたエジプト軍はみんな水の中に沈

んでしまいました。イスラエルの人々は、神様に

守られて助かったのです。

　みんなはどんなにうれしかったでしょう。神様

の「力」をどんなに知ることができたでしょう。

今まで文句をモーセさんに言ったことをどんなに

反省したでしょう。イスラエルの人々は、神様を

畏れ、神様とモーセさんを信じました。

〈お祈り〉

　神様、私たちのあなたに対する信頼が、ますま

す豊かに、大きく成長しますよう、お導きくださ

い。アーメン。
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	 9月24日　　　葦の海を渡る	 小学科上級

〈ねらい〉

　絶体絶命の危機にも、神さまは共におられるこ

とを学ぶ。それがたとえ重大事件のときだとして

も、「主が私のために戦われるのだ、心静かに主

を待ち望もう」と、みことばによる励ましによっ

て主により頼む者となりたい。

〈ワーク〉

【5節】　ファラオはイスラエル人たちが出かけた

後どう思っていましたか？

　Ａ：イヤなやつらがいなくなって嬉しい

　Ｂ：仕事をする人がいなくなって困った

【8節】　そこでファラオはどうしたのでしょう？

　Ａ：追いかけた

　Ｂ：自分が働くことにした

【９～12節】とうとうエジプト軍はイスラエルの

人々の近くまで追いついてしまいました。イス

ラエルの人たちはどうしましたか？

　Ａ：迎えに来てくれたので帰ろうとした

　Ｂ：恐ろしくなって大騒ぎになった

【14節】　モーセはイスラエルの民に何と言いま

したか？

　「主が□□□□□のために戦われる。あなたた

ちは□□□していなさい。」

　……それは、恐れたり不安になったりする必要

がないからなんだよ。だって、神さまが戦って

くださるから。神さまは今も私たちに同じよう

に約束してくださってるんだよ。

【21～22節】　イスラエルの民たちの後ろにはエ

ジプト軍がいて、目の前には□があったので、

彼らは前に進むことができなくなりました。で

も、モーセが手を海に向かって差し伸べるとど

うなりましたか？

　（	 ）

【23～28節】　追いかけてきたエジプト軍はどう

なりましたか？

　（	 ）

〈祈り〉

　私たちを造ってくださった神さま。あなたの尊

いお名前を賛美します。私たちは困ったことがあ

ると、誰かに文句を言いたくなったり誰かのせい

にしたくなったり、ああすればよかったこうすれ

ばよかったと、大騒ぎをしてしまいます。でも神

さまは「静かにしていなさい」とおっしゃいます。

私たちのために戦ってくださる、という神さまか

らの約束を私も忘れないようにさせてください。

あなたにおゆだねします。

〈答え（例）〉

【5節】Ｂ

【8節】Ａ

【9～12節】Ｂ

【14節】

　「主があなたたちのために戦われる。あなたた

ちは静かにしていなさい」

【21～22節】

　海（海は乾いた地に変わり、水は分かれ、水は

彼らの右と左に壁のようになった）

【23～28節】

　死んでしまった、海に飲み込まれた、など。
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〈ねらい〉

　神様は、力強い勝利によって御自身を信じさせ

てくださる方であることに感謝する。

〈展開例〉

①先週皆は、神様は皆に御自分を信じさせてくだ

さる方であることを学んだ。今週も、神様とは

みんなの中に、御自分を信じる心をつくり上げ

てくださる方であることを学びたい。「また、

同じ話か！」なんて思うかもしれないが、これ

は何回繰り返してでも皆に覚えてもらいたいこ

と。先生が思うんじゃない。神様が皆にそう思っ

ておられる。大切なことだから、神様は何度も

何度も「私はお前の中に信じる心をつくるのだ」

ということを聖書から語られる。

②今日の話で、まず注目したいのはイスラエルの

人の心。先週の話で、イスラエルの人達はエジ

プトに起こされる災害から何度も守られたこと

を聞いた。彼らの心は「あぁ、神様は私達を守っ

てくださる方だなぁ」こんな信頼が生まれたは

ず。でも、今日の箇所でエジプト軍が自分達に

向かって来たとき彼らの心は神様を頼ることを

見失ってしまう。

Ｑ．皆も似たようなところがないだろうか？「神

様は自分を守ってくれているような気がする

なぁ」こんなことを感じながらも、この先が不

安になるような問題、神様に従うことが難しく

思える事態が起こると「神様を信じてるのに、

なんでこんな目にあうんだ！	こんなんだった

ら教会になんか行かないほうがまし。神様を信

じない人達と同じ毎日のほうがましだ！」こん

な風に思うことがあるかもしれない。また、人

によっては困ったことがあっても神様に頼って

お祈りするということが、頭に浮かびすらしな

い人もいることだろう。イスラエルの人達はま

	 9月24日　　　葦の海を渡る	 中学科

さにそのような心境だった。

③神様からイスラエルの人を奪い返そうとするエ

ジプト軍。神様に不信感をもって、神様の力を

軽んじるエジプトへ戻ろうとするイスラエル

人。その両方に、この世界を支配している御自

分の圧倒的な力を示された。神様がここで奮わ

れた力とは、御自分の愛する民に押し迫る脅威

を滅ぼす力。また、御自分の愛する民を安全な

ところへと導く力だった。神様はエジプトとい

う本当の神様を知らない人々達からイスラエル

の人々を勝ち取られた。イスラエルはこれから

エジプトの造りモノの神ではなく、生きていて

自分達のために戦かってくださる本当の神様と

一緒に生きていく。神様はイスラエルの人々の

新しい人生の始まりに「私と一緒に生きていく

ことを不安がる必要はない！	お前達を幸せな

日々へと導く私を疑う必要はない！	愛するお

前達を私から奪える者などいないのだから！	

私はお前達を嫌な目に合わせる者ではない！	

嫌な思いから救う者である」このことを示され

た。

④今日の話で、「エジプト軍」とはどんな勢力だっ

ただろう？	それは「神様から神様の民を奪お

うとする勢力」である。聖書は、神様と人を引

き離す力を「罪」と呼ぶ。皆もこの罪の力にふ

らつくことがあると思う。しかし、皆が教会に

きて礼拝している神様、そしてその御子イエス

様は、愛する者達を罪の勢力から勝ち取ってく

ださる御方である。皆の一週間が、神様の勝利

が広がることを味わうときなるように祈りた

い。

〈祈り〉

　私達のために罪の勢力と戦い勝利されるあなた

のすばらしさに感謝します。アーメン。
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2017年10～12月カリキュラム（第67号）
─救済史に基づく一年サイクルカリキュラムの一年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

10月1日
天からのパン 出エジプト16章 申命記8：3

神がご自身の民を養われる。神に養われる幸い、また七日目の祝福を知ろう

10月8日
十戒を授かる

出エジプト
19：1－20：21

詩編119：105

神は愛と恵みの言葉として十戒を与えられた。律法を持つ幸いを味わおう

10月15日
金の子牛の事件 出エジプト32章 出エジプト20：3,4（前半）

神は偶像礼拝をしりぞけられる。神に喜ばれる礼拝をささげよう

10月22日
幕屋の建設 出エジプト40章 出エジプト40：16

神礼拝を中心として共同体が形成される。栄光に満たされる礼拝をささげよう

10月29日
荒野の放浪 民数記13－14章 民数記14：9（後半）

人を恐れてしり込みする者を主はさばかれる。主なる神をこそ畏れよう

11月5日
ヨルダン川を渡る ヨシュア3章 ヘブライ11：1

主が共にいてくださることがわたしたちの勇気である。試練と向かい合おう

11月12日
約束の地カナンへ ヨシュア6章 エフェソ6：10（後半）

主が先立ち、たたかってくださる。勇気をもって立ち向かおう

11月19日
ギデオンの召命 士師6章 士師6：16

偶像と戦うために召し出されたギデオン。わたしたちを召し出す神に仕えよう

11月26日
ギデオンの精鋭 士師記7章 ルカ12：32

数ではなく人間の力でもない。神が勝利を与えてくださることを知ろう

12月3日
ささげられるサムソン 士師13章 士師13：7

神にささげられたサムソン。わたしたちも神にささげられた者として歩もう

12月10日
サムソンの祈り 士師16章 士師15：18

神に立ち帰って祈るサムソンを神が用いられた。わたしたちも祈って仕えよう

12月17日
待降節・捕囚からの解放 イザヤ40：1－11 イザヤ40：1

神ご自身が民を慰めてくださる。御子イエス・キリストの到来に備えよう

12月24日
クリスマス

主イエスの降誕 ルカ2：8－21 ルカ2：10（後半）

羊飼いに告げられた救い。キリストにおいて成就した神との平和を喜ぼう

12月31日
サムエルの召命 サムエル上3章 サムエル上3：10

名前を呼ぶ神に答えるサムエル。わたしたちも神の呼びかけに答えて歩もう。
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2017年度 年間カリキュラム（第65～68号）
─救済史に基づく一年サイクル─

（2017年4月～2018年3月）　

月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

2017年 4月2日 創造主なる神 創世記1:1～5

65号 4月9日 受難週 十字架のキリスト マタイ27:45～56

4月16日 復活祭 復活のキリスト マタイ28:1～10

4月23日 被造物の祝福 創世記1:6～25

4月30日 神の栄光の舞台 創世記1:31～2:3

5月7日 人間の創造と人生の目的 創世記1:26～31

5月14日 男と女の創造 創世記2:18～25

5月21日 罪と堕落 創世記3:1～13

5月28日 救いの約束（原福音） 創世記3:14～24

6月4日 聖霊降臨祭 聖霊降臨と教会 ヨハネ20:19～23

6月11日 カインとアペル 創世記4:1～16

6月18日 ノアの箱舟 創世記6～7章

6月25日 ノアの契約 創世記8:1～9:17

66号 7月2日 バベルの塔 創世記11:1～9

7月9日 アブラハムの召命 創世記12:1～9

7月16日 アブラハムへの約束 創世記15:1～21

7月23日 イサクの誕生 創世記21:1～8

7月30日 イサクを献げる 創世記22:1～19

8月6日 ヤコブと工サウ 創世記27:1～40

8月13日 平和主日 売られたヨセフ 創世記37:1～36

8月20日 総理大臣になったヨセフ 創世記41:1～44

8月27日 摂理の主の勝利 創世記50:15～21

9月3日 モーセの誕生 出エジプト1:22～2:10

9月10日 モーセの召命 出エジプト3:1～22

9月17日 十の災いと過ぎ越し 出エジプト7:8～24

9月24日 葦の海を渡る 出エジプト14章
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年・号 月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

67号 10月1日 天からのパン 出エジプト16章

10月8日 十戒を授かる 出エジプト19:1～20:21

10月15日 金の子牛の事件 出エジプト32章

10月22日 幕屋の建設 出エジプト40章

10月29日 荒れ野の放浪 民数記13～14章

11月5日 ヨルダン川を渡る ヨシュア3章

11月12日 約束の地力ナンへ ヨシュア6章

11月19日 ギデオンの召命 士師記6章

11月26日 ギデオンの精鋭 士師記7章

12月3日 ささげられるサムソン 士師記13章

12月10日 サムソンの祈り 士師記16章

12月17日 アドベント 待降節・捕囚からの解放 イザヤ40:1～11

12月24日 降誕祭 降誕祭・主イエスの降誕 ルカ2:8～21

12月31日 サムエルの召命 サムエル上3章

2018年 1月7日 サウルの召命 サムエル上9～10章

68号 1月14日 ダビデの召命 サム工ル上16章

1月21日 ダビデへの契約 サム工ル下7章

1月28日 ソロモンの知恵 列王記上3:4～15

2月4日 ソロモンの偶像礼拝 列王記上11:1～13

2月11日 バアルと対決するエリヤ 列王記上18:16～45

2月18日 バビロン捕囚 歴代誌下36:11～23

2月25日 回復の約束 イザヤ35章

3月4日 解放の告知 イザヤ61:1～4

3月11日 新しい契約 工レミヤ31:31～34

3月18日 主の日が来る マラキ3:19～24

3月25日 受難週 十字架のキリスト ヨハネ19:17～30



E-mail　shintoko_ch_pastor@yahoo.co.jp　長田詠喜
01620-8-39213　長田詠喜
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〈執筆者・編集者よりひとこと〉

●本年度の教案誌は、過去に掲載した聖書研究・

説教展開例を再掲させていただいていますのでご

了承ください。尚、本号では「分級展開例」も再

掲分になります。	

〈あとがき〉

●編集委員の再編に伴い、作業の引き継ぎに苦労

しています。委員会としてはこの教案誌を継続さ

せたい旨で一致していますので、円滑な活動が出

来るようどうぞお祈りください。

●「教会学校訪問」では神港教会聖書学校をご紹

介いただきました。伝統のある充実した取り組み

がこれからも祝福されますようお祈り致します。

●連載物は執筆者の関係で掲載できる時に掲載す

るようにしています。今回は長老方の投稿が多い

号となりました。長い献身的なご奉仕の経験から

知恵を分かち合っていただけるのは幸いです。

	 （牧野信成）

●巻頭説教「来て、見なさい」を読んで興奮して

います。弊誌発刊の高い目標は「子ども伝道」に

資することにあり、その意味でも、大変教えられ

励まされました。また、この説教は、単に子ども

たちだけの伝道ではなく、まさしく伝道の本質が

記されています。生きておられる主イエス・キリ

ストとの出会いへと招き入れるのが伝道です。そ

うであればその究極の場所は、教会の主日礼拝式

に他ならないはずです。子どもの礼拝もまた、ま

さに聖霊によって主イエス・キリストのご臨在な

さる場です。そこに教師たち「二人、三人が」い

て、神の言葉が朗読され説教されます。その場に、

子どもたちを誘う努力を重ねて参りたいと思いま

す。

●子ども伝道……。今、どの教会伝道所も、主日

に地域の子どもたちの賑やかな声が溢れる教会は

残念ながら例外でしょう。多治見教会の宮ノ原長

老のご寄稿に心燃やされます。子どもたちが集ま

らなければやめる。これに対して、さまざまな意

見があるかもしれません。しかし、同教会の教師

方は、この議論に真剣に向き合われました。そし

て、継続を決議し、実践されているとのこと。子

どもたちがひとりもいない説教奉仕を担った経験

を一度ならずなさった教師もおられるはずです。

この世の価値基準では費用対効果が問われます。

しかし、教会の中でその基準が影響を及ぼすなら、

教会は健やかさを失っているのではないでしょう

か。「あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。

月日がたってから、それを見いだすだろう」（コ

ヘレト11:1）。

●諸教会、伝道所の紹介がほぼ一巡しました。教

会学校紹介で神港教会に登場いただくのは二度目

です。創刊号から弊誌を用いて下さっていること

にとどまらず、分級展開例のご執筆など、まさに

困った時に頼らせていただく教会の一つです。

●「まえがき」にありますように、編集部は体制

を整え直す途上にあります。その意味でも、今号

の分級展開例は再録となりました。心苦しく思い

ます。どうぞ、奉仕者が起こされ、すべてがふさ

わしく導かれますように引き続きお祈り下さい。

●経済の面では、皆さまの尊い献金によって無事、

発行が許されました。心から感謝すると共に今後

とも宜しくお願い致します。

●編集部は、常時、読者の皆様からのご投稿をお

待ちしています。子どもたちの声、とりわけ信仰

告白者や若い仲間の洗礼入会の証しをお分かち下

さい。教師の証し、ご意見等も募集しています。

地域の子どもたちのための様々な取り組みは、日

本キリスト改革派教会、全国津々浦々で展開され

ています。チラシ一つでもかまいません。ぜひ、

お分かち下さい。	 （相馬伸郎）

◆教案誌購読受付と送付は大垣伝道所の辻幸宏教

師が担当しています。お求めは下記までご連絡下

さい。

　大垣伝道所　辻幸宏

　　〒503-0996	大垣市島町283

　　Tel/Fax.	0584-91-3538

　　E-mail:yukihiro.tsuji@nifty.ne.jp
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まえがき

　吉田　崇（坂出飯山教会牧師）

巻頭説教

　小澤寿輔（高知教会牧師）

教会学校訪問

　高島　潤（神港教会教会長老）

信徒生活40年を振り返って

　宮之原弘（多治見教会長老）

聖書深読

　伊藤治郎（四日市教会長老）

神様とのつながり

　保田広輝（板宿教会信徒）

 

聖書黙想・説教展開例

　坂井孝宏　（勝田台教会牧師）

　中根汎信　（引退教師）

　木下裕也　（名古屋教会牧師）

　潮田　祐　（盛岡伝道所宣教教師）

　二宮　創　（太田伝道所宣教教師）
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　後藤公子　（中津川教会信徒）

　長谷川潤　（四日市教会牧師）

　牧野信成　（西神教会牧師）

　望月　信　（鈴蘭台教会牧師）

　

分級展開例

　家山華子　（教団三木教会牧師）
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　山中恵一　（神港教会牧師）

　神港教会 BS・那加教会 CS
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